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表
紙

六
ヶ
所
村
の
風
力
発
電

　
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）

　

下
北
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
六
ヶ
所
村
に
は
、

太
平
洋
か
ら
の
ヤ
マ
セ
（
北
東
風
）
や
津
軽
半
島
か
ら

の
西
風
が
年
間
を
通
し
て
強
く
吹
き
つ
け
ま
す
。
そ
の

風
を
活
用
し
、
民
間
企
業
５
社
が
92
基
の
大
型
風
車
で

発
電
し
て
い
ま
す
。
発
電
容
量
は
14
万
５
３
５
０
㌔

ワ
ッ
ト
と
な
り
、
国
内
最
大
級
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

村
内
に
あ
る
風
力
発
電
所
は
、
平
成
20
年
に
国
の
認

定
を
受
け
た
六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に

加
入
し
て
お
り
、
風
車
だ
け
で
は
な
く
関
連
施
設
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、六
ヶ
所
村
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

風
力
発
電
所
や
太
陽
光
発
電
所
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
の
ほ
か
、
国
家
石
油
備
蓄
基
地
、
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
、
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

見
学
は
無
料
。
見
学
希
望
日
の
４
週
間
前
ま
で
に
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
六
ヶ
所
村
商
工
観
光

課
）
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　　

問
い
合
わ
せ
先
＝
六
ヶ
所
村
企
画
調
整
課

　
（
０
１
７
５
‐
７
２
‐
２
１
１
１
）

　
（
写
真
提
供
＝
六
ヶ
所
村
企
画
調
整
課
）
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こ
れ
ま
で
、
地
方
は
経
済
発
展
に
遅
れ
た
地
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
地
方
の
方
が
生
活
し
や
す
い
の
で
は

な
い
か
、
い
ろ
ん
な
面
で
豊
か
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
考
え

を
持
つ
都
市
の
若
い
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
の
所
に
も
学
生
時
代
の
友
達
な
ど
が
来
ま
す
が
、
や
は
り
豊
か

な
自
然
と
か
に
一
種
感
動
を
覚
え
る
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う
所
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
広
く
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
特
に
若
い
世
代
の
人
た
ち
は
、
食
の
安
全
性
と
い
う

こ
と
に
非
常
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
自

然
の
食
品
に
近
い
も
の
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
、
地
方
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
る
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、
そ
う
し
た
地
方
の
良
さ
を
多

く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

働
く
場
と
し
て
も
、
島
根
な
ど
に
来
て
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う

人
や
、大
都
市
の
混
雑
し
た
都
市
空
間
の
中
で
仕
事
を
す
る
よ
り
も
、

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
世
界
で
通
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言
語「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ（
ル
ビ
ー
）」を
作
っ
た「
ま
つ
も
と
ゆ
き
ひ
ろ
」

さ
ん
が
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
島
根
県
で
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産

業
が
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
集
積
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
ど
こ
で
も
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
が
可
能
で
す
。
世
界
的
に
見
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
ノ
ゼ
や
イ

ン
ド
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
な
ど
、
自
然
が
豊
か
な
地
域
で
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
産
業
が
発
展
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

島
根
県
で
も
中
山
間
地
域
で
古
民
家
を
Ｉ
Ｔ
開
発
の
仕
事
場
に
し

た
い
人
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
大
都
市
の
ほ
う
が
顧
客
と
の
接
触
で

は
便
利
で
す
が
、
地
方
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
距

離
と
い
う
障
害
も
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
自
然

の
中
の
静
か
で
ゆ
っ
た
り
し
た
環
境
で
開
発
を
す
る
こ
と
を
求
め
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
多
い
の
で
す
。

　

急
速
に
進
歩
す
る
技
術
面
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
し
ま
ね
ソ

フ
ト
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
が
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
の
上
で
も
都
市
部
に
あ

る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、
の
び
の
び
育
て
ら
れ
る
こ
と
も
選

ば
れ
る
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

島
根
に
は
、
国
宝
の
出
雲
大
社
と
松
江
城
、
世
界
遺
産
の
石
見
銀

山
、
隠
岐
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
、
日
本
遺
産
の
津
和
野
と

た
た
ら
製
鉄
な
ど
、
古
く
か
ら
の
歴
史
遺
産
や
自
然
景
観
も
よ
く
残

さ
れ
て
お
り
、
石
見
神
楽
な
ど
地
域
の
中
に
伝
統
文
化
が
受
け
継
が

れ
、
温
か
い
人
情
味
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
根
の
よ
う
に
豊
か
な
自
然
や
、
古
き
文
化
・
歴
史
が
残
っ
て
い

る
こ
と
は
む
し
ろ
先
進
的
な
所
だ
と
思
う
若
い
人
た
ち
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
な
ど
先
端
的
・
先
進
的
な

産
業
振
興
を
図
り
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
若
い
人
た
ち
が

県
内
で
安
心
し
て
働
け
る
雇
用
の
場
が
増
え
る
よ
う
、
産
業
振
興
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
的
に
も
先
進
的
な
子
育
て
支
援
を
行
い
、
若
い
人

た
ち
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
子
育
て
し
や
す
く　

活
力
あ
る　

地
方
の
先
進
県　

し
ま
ね
」

を
目
指
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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  「子育てしやすく  活力ある
     地方の先進県」を目指して
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超
ス
マ
ー
ト
化
社
会
と
は

　

２
０
１
６
年
１
月
、政
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
（
議
長
・
安
倍
晋
三
首
相
）
は
、
２
０
１
６

年
度
か
ら
５
年
間
で
約
26
兆
円
を
投
じ
る
「
第
５
期
科
学

技
術
基
本
計
画
」
を
ま
と
め
た
。
第
５
期
計
画
は
「
世
界

は
大
変
革
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
」
と
し
、
社
会
の
変
化

に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
の
危
機
感
を
強
く
打
ち
出
し
た
。
こ

の
基
本
計
画
で
政
府
は
、
日
本
の
目
指
す
べ
き
社
会
と
し

て
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
を

打
ち
出
し
た
。
す
で
に
安
倍
首
相
か
ら
世
界
に
発
信
さ
れ

て
お
り
、
人
類
が
経
験
し
て
き
た
狩
猟
社
会
、
農
耕
社

会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続
く
第
５
の
社
会
を
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
と
名
づ
け
、
年
齢
や
性
別
、
地

域
や
言
語
の
違
い
を
意
識
せ
ず
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
。「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
統
合
化
技
術
と
も
言
え

よ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品
と
発
電
装
置
、燃
料
電
池
、

自
動
車
な
ど
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、
人
間
中
心
の
社
会

を
創
る
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
１
・
０
は
狩
猟
社
会
、
２
・
０
は
農
耕

社
会
、
３
・
０
は
工
業
化
社
会
、
４
・
０
は
情
報
社
会
で
あ

り
、
５
・
０
は
サ
イ
バ
ー
空
間
と
物
理
空
間
を
融
合
さ
せ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
介
護
や
見
守
り
、
医
療

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た
、
快
適
な
人
間
中
心
の
社

会
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
要
素
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
や
セ
ン
サ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
要
素
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
３
年
間
で
基
本
的
な
技
術
開
発
を
進
め
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
こ
の
将
来

像
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

さ
て
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
は
そ
ん
な
に
先
の
話
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特 集

で
は
な
く
、
20
年
後
、
30
年
後
に
は
到
達
す
る
世
界

で
あ
り
、
そ
こ
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん

な
姿
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
進
み
、
至
る

所
に
セ
ン
サ
ー
を
散
り
ば
め
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理

し
、
Ａ
Ｉ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
最
適
解
を
計
算
す

る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
「
こ
の
階
は
軽
装
の
人
が
多
い
か
ら
冷
房
を
弱
め

る
」「
正
装
の
人
が
多
い
レ
ス
ト
ラ
ン
は
冷
房
を
強
め

る
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
よ
う

な
話
だ
が
、
す
で
に
そ
の
芽
は
出
て
い
る
。
東
芝
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
始
め
た
し
、
東
京
電
力

は
ソ
ニ
ー
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
サ
ー
ビ
ス
で
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
を
組
ん
だ
。
電
力
会
社
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
絡
め
た
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
時
代
に

な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

車
の
技
術
革
新
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
運
転
と

同
時
に
電
化
や
水
素
利
用
も
進
む
。
た
だ
、
水
素
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
ネ
ッ
ク
な
の
で
、
当
面
は
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
が
普
及
す
る
。
そ

う
な
る
と
、
蓄
電
池
を
設
置
し
た
パ
ー
キ
ン
グ
ビ
ル

で
利
用
者
が
Ｐ
Ｈ
Ｖ
か
ら
電
気
を
売
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
電
力
自
由
化
の
中
で
、
パ
ー
キ
ン

グ
ビ
ル
も
仮
想
発
電
所
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
入
り
込
ん

で
い
く
だ
ろ
う
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
の
グ
リ
ー
ン
化

　

す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
国
土
交
通
省
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
に
多
大
な
負
荷
を
与
え
な
い
持

続
可
能
な
）
建
築
へ
の
補
助
事
業
の
採
択
案
件
に
、

大
規
模
な
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
採
択
さ
れ
た
。
東
京
・
日
本
橋
地
区

一
体
の
再
開
発
で
、
熱
供
給
ま
で
含
め
た
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
を
構
築
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
基
幹
ビ

ル
に
大
型
高
効
率
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、

周
囲
の
既
存
ビ
ル
ま
で
導
管
を
つ
な
げ
熱
の
最
適
配
分
を

行
う
。
当
然
、熱
導
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新
設
さ
れ
れ
ば
、

電
力
自
営
線
や
通
信
用
フ
ァ
イ
バ
ー
も
容
易
に
、
か
つ
安

価
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
統
合
型
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
に
つ
な
が
る
。
す
な
わ
ち
、
域
内
で
の
電
力
・
熱
の
面

的
融
通
が
可
能
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
高
い
都
市

部
に
ス
マ
ー
ト
＆
マ
イ
ク
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
実
現
す

る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
電
源
か

ら
各
ビ
ル
群
に
個
々
に
複
数
の
電
力
供
給
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
需
要
地
内
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
と
、
面
的
に
融
通
さ

れ
る
こ
と
で
系
統
と
一
点
で
連
系
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

域
内
で
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
な
ど
も
可
能
と
な
る
た

め
、
系
統
側
に
と
っ
て
も
合
理
的
で
あ
り
制
御
し
や
す
い

需
給
構
造
が
構
築
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
太
陽
光

な
ど
各
種
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
ス
マ
ー
ト
＆
マ
イ

ク
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実
現
の
要
と
な
り
う
る
。
い
ま
家

庭
用
か
ら
業
務
用
の
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
（
既
存
の
電
力

に
対
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
発
電
コ
ス
ト
で
ほ

ぼ
等
価
・
同
等
に
な
る
状
態
）
を
下
回
る
、
約
７
〜
８
円

く
ら
い
の
ｋ
Ｗ
ｈ
に
な
る
電
池
や
量
子
ド
ッ
ト
の
開
発
が

望
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
実
用
化
ま
で
時
間

を
要
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ

ラ
の
構
築
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
活
用
で

き
れ
ば
大
き
な
強
み
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
都
市
内
で
数
多
く
実
現
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
共
に
レ
ジ
リ
エ
ン
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科学技術イノベーション総合戦略 2015 における 重点化対象施策
について【概要】平成 27 年 9 月 18 日 内閣府政策統括官より

第５期科学技術基本計画（答申）の概要　より

超スマート社会　Society5.0



ト
（
回
復
力
の
あ
る
）
な
都
市
構
造
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
都
心
部
再
開
発
に
お
け
る
大
規

模
分
散
型
電
源
の
導
入
が
呼
び
水
と
な
り
、「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
東
京
」
の
実
現
が
近
づ
く
。
ま
さ
に
、
地
域
開
発

に
合
わ
せ
て
周
辺
の
既
存
の
中
小
ビ
ル
群
の
グ
リ
ー
ン
化

を
達
成
で
き
る
と
こ
ろ
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
優
位
性
が
あ
る
。

熱
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

　

私
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
中

で
も
重
要
な
の
が
熱
導
管
の
敷
設
で
あ
る
。
熱
を
融
通
す

る
た
め
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
電
気
と
同

時
に
生
み
出
す
熱
を
地
域
の
暖
房
や
、
熱
吸
収
型
の
冷
凍

機
に
よ
る
冷
房
な
ど
に
使
え
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

高
い
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
非
常
に
公
益
性
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

公
共
事
業
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
あ
れ
ば
熱
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
も
可
能
だ
。
従
来
、
熱
は
一
方
向
に
供
給
し
各
室
に

枝
分
か
れ
し
た
ル
ー
プ
状
の
熱
導
管
に
よ
り
フ
ァ
ン
コ
イ

ル
を
経
て
均
等
に
供
給
し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
状
に
熱
導
管
を
再
構
築
し
、
各
種
セ
ン
サ
ー
を

駆
使
し
て
多
方
向
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
回
路
に
よ
り
、

階
数
や
売
り
場
面
積
に
よ
っ
て
細
か
く
流
量
が
変
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
を
発
揮
す
る
。
こ

れ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
醍
醐
味
で
、
私
は
ス
マ
ー
ト
サ
ー
マ
ル
グ

リ
ッ
ド
と
呼
ん
で
い
る
。

　

多
く
の
発
展
途
上
国
が
工
業
化
を
目
指
す
際
、
脱
炭
素

社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
安
定
感
の
あ

る
原
子
力
発
電
が
重
要
に
な
る
。
原
子
力
発
電
の
安
全
性

に
は
、
ま
だ
ま
だ
国
民
の
根
強
い
懸
念
が
あ
る
も
の
の
、

上
位
系
に
原
子
力
発
電
の
よ
う
な
脱
炭
素
型
の
ベ
ー
ス
電

源
が
あ
れ
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
真
価
が
発
揮
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
体
を
鳥
瞰

し
、
法
律
的
に
も
国
益
と
し
て
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
原
子
力
の
環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

期
待
さ
れ
る
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム

　

前
記
の
背
景
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は
２
０
１
４
年
11

月
、「
自
治
体
主
導
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
整
備

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
動
き
出
し
た
。
２
０
１
５
年
８
月
に
は
総
務
省
を
中

心
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
林
野
庁
、
環
境
省
の
４
省

庁
が
連
携
し
、「
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
化
促
進
に
向
け
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
も
立
ち
上
げ
た
。
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
１
０
０
市
町
村
に
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
図
に
示
す
よ
う
な
枠
組
み
で
始
め
ら
れ
た
。
デ
マ

ン
ド
サ
イ
ド
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
取
り
込

む
た
め
、
熱
や
電
線
、
通
信
が
一
体
と
な
っ
た
イ
ン
フ
ラ

投
資
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

自
治
体
主
導
の
民
間
会
社
が
出
来
れ
ば
、
雇
用
も
生
み

出
す
。
例
え
ば
定
年
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
週
３
日
だ
け
働
け
る
な
ど
の
可
能
性
が
生

ま
れ
、
高
齢
化
す
る
住
宅
都
市
の
将
来
像
が
描
く
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
ど
の
程
度
財
源
を
割
く
か
が
最
も
重
要

だ
が
、
財
務
省
も
乗
り
気
の
よ
う
だ
。
国
庫
が
一
部
入
っ

た
イ
ン
フ
ラ
に
は
地
銀
も
融
資
し
や
す
く
、
国
内
の
地
域

内
で
お
金
が
回
り
だ
せ
ば
イ
ン
フ
レ
、
そ
し
て
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
功
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
経
営
は
、
あ

く
ま
で
民
間
が
や
り
、
経
営
委
員
会
な
ど
に
市
長
や
市
議

会
議
員
が
入
る
仕
組
み
を
目
指
せ
ば
よ
い
。

　

私
は
最
近
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
ド
イ
ツ
で
定
着
し

て
い
る
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る

と
提
唱
し
て
い
る
。「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
と
は
、
19

世
紀
後
半
以
降
、
水
道
・
交
通
・
ガ
ス
供
給
・
電
力
（
発

電
・
配
電
・
小
売
り
）
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
運
営
を
行

う
た
め
に
発
達
し
た
公
的
事
業
体
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
全
体

で
、
約
９
０
０
の
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
が
存
在
し
、

地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
雇
用
の
創
出
と
い
う
点
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
手
を
組
み
、
市
が
持
つ
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
を
体
系
化
し
、
51
％
の
株
を
市
が
受
け
持
ち
、
残
り

49
％
を
民
間
や
市
民
で
受
け
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
す
れ
ば
よ
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
、
水
道
管
、
道
路
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
を
統
合
し

て
経
営
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

　

電
力
・
ガ
ス
の
自
由
化
に
よ
り
日
本
版
「
シ
ュ
タ
ッ
ト

ベ
ル
ケ
」
が
出
現
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き
た
。
地
域

活
性
化
の
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
電
力
会
社
を
頂
点
と
す
る
従
来
の
市
場

構
造
を
転
換
す
る
試
み
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
き
た
。

今
後
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
流
れ
を
受
け
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
も
、
余
剰
電
力
や
安
い
電
力
を
蓄
電
し

て
高
い
時
に
売
る
な
ど
の
動
き
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

某
大
手
電
力
会
社
の
営
業
担
当
役
員
は
「
地
産
地
消
を

当
初
軽
視
し
て
い
た
が
、
事
業
が
あ
ち
こ
ち
で
立
ち
上
が

42017・１月号地域づくり 本編
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特 集

る
に
つ
れ
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
言
う
。
電
力
対
分

散
型
と
い
う
構
図
は
崩
れ
、
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
波
及

効
果
は
限
り
な
く
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
２
０
１
６
年

度
予
算
で
総
務
省
の
Ｆ
Ｓ
事
業
（
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ

ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
事
業
）
は
約
３
億
円
。
経
産

省
の
地
産
地
消
事
業
（
地
産
地
消
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
面
的
利
用
等
推
進
事
業
）
に
は
２
０
１
６
年
度
45
億

円
、
２
０
１
７
年
度
は
10
億
円
増
の
55
億
円
を
計
上
し

た
。
そ
の
ま
ま
通
り
そ
う
な
勢
い
を
こ
の
事
業
に
感
じ
て

い
る
。

地
方
創
生
の
要
、福
島
復
興

　

総
務
省
の
仕
掛
け
た
日
本
版

「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
を
、
経
産

省
は
実
用
化
に
向
け
膨
ら
ま
せ
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
６
年
目
を
迎
え
る
中
、
福
島

の
浜
通
り
を
新
エ
ネ
都
市
と
し
て

復
興
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
、
そ
の
核
と
な
る

福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
が
進
ん
で

い
る
。
東
北
・
福
島
の
復
興
を
示

し
つ
つ
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

４
地
域
実
証
の
成
果
を
初
め
て
実

際
に
使
う
こ
と
に
な
る
。
新
地
町
、

楢
葉
町
、
浪
江
町
、
相
馬
市
、
会

津
若
松
市
で
モ
デ
ル
創
出
を
図
る
。

　

福
島
関
連
で
も
う
ひ
と
つ
重
要

な
の
が
送
電
線
の
増
強
支
援
。
風

況
が
良
い
東
北
地
域
で
は
発
電
量

が
た
び
た
び
接
続
可
能
量
を
超
え

て
い
る
た
め
、
阿
武
隈
と
双
葉
エ

リ
ア
を
風
力
特
区
と
し
、
被
災
し

た
新
福
島
変
電
所
か
ら
東
電
管
内

へ
の
送
電
網
を
使
お
う
と
試
み
て

い
る
。
既
存
設
備
を
十
二
分
に
使
い
国
民
負
担
を
減
ら
し

な
が
ら
、
被
災
地
域
の
空
い
て
い
る
系
統
を
そ
っ
く
り
新

エ
ネ
に
入
れ
替
え
る
算
段
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
分
は
水
素
に
変
換
し

「
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス
」
を
構
築
す
る
。
た
だ
、
ド
イ

ツ
で
は
ガ
ス
化
し
メ
タ
ン
に
加
工
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
る
だ
け
で
な
く
、
液
化
し
た
水
素
や
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ア

ン
モ
ニ
ア
で
運
ぶ
と
い
っ
た
「
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
Ｘ
」
モ

デ
ル
も
出
て
き
て
い
る
。
福
島
で
も
同
様
に
、
①
製
造
で

は
水
電
解
装
置
②
流
通
で
は
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ト
等
に
よ

る
水
素
化
・
脱
水
素
化
技
術
や
液
化
水
素
輸
送
技
術
③
利

用
で
は
再
エ
ネ
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
や
水
素
混
焼
発

電
―
―
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
水
素
キ
ャ
リ
ア
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
用
す
る
計
画
だ
。
原
子
力
を
代
替
す
る
福
島
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
水
素
が
主
役
の
大
会
と
な
り
、
Ｃ
Ｏ

２
ゼ
ロ
の
聖
火
の
登
場
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

被
災
地
で
地
産
地
消
か
ら
水
素
ま
で
絡
め
た
脱
炭
素
社

会
が
実
現
す
れ
ば
、
日
本
中
ど
こ
で
も
取
り
組
め
る
可
能

性
が
あ
る
。
多
様
な
事
業
が
別
々
に
走
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
経
産
省
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
檜
舞
台
に
向
け
て
結
集
さ
せ
よ
う
と
い
う
壮
大

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
終
わ

り
で
は
な
い
。
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
は
昨
年
、
水
素

燃
料
電
池
の
国
際
会
議
で
、
現
在
誘
致
に
動
い
て
い
る

２
０
２
５
年
大
阪
万
博
で
は
そ
の
先
を
い
く
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
せ
た
い
と
語
っ
た
。
日
本
版
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

を
骨
子
と
し
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
示
す
ス
テ
ッ
プ
が

着
々
と
揃
い
つ
つ
あ
る
。

地域づくり 本編
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エネルギーの地産地消による大きな地域経済好循環の実現

供給サイドのコスト要因
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関係省庁タスクフォース
（総務省、資源エネルギー庁、林野庁、環境省等）
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地域におけるプロジェクト推進
の合意形成と住民や地域企業
などのエネルギー需要の集約

自治体の役割

最適なサプライチェーンの構築
⾦融機関の融資可能額調整

＋

関係省庁が
横串で集中⽀援

プロジェクト適地
での事業組成
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◆◆  「
十
勝
」
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

◆
　
「
十
勝
」
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
広
域
行
政
区

域
の
総
称
で
、
帯
広
市
を
中
心
に
１
市
16
町
２
村
、
人

口
約
34
万
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
約

１
万
８
０
０
平
方
㌔
と
広
大
で
、
都
道
府
県
で
は
日
本
で

７
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
岐
阜
県
に
相
当
し
ま
す
。
夏
は

内
陸
部
で
35
度
以
上
の
猛
暑
日
を
記
録
し
ま
す
が
、
冬
は

マ
イ
ナ
ス
20
度
に
も
達
す
る
厳
し
い
寒
さ
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
年
間
を
通
じ
て
降
水
・
降
雪
量
が
少
な
く
、
全

国
で
も
有
数
の
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
特
に
冬
場

の
好
天
は
「
十
勝
晴
れ
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」

◆
　

十
勝
地
域
の
強
み
は
「
食
」
と
「
農
業
」
に
あ
り
ま

す
。
大
型
機
械
を
使
っ
た
効
率
的
な
大
規
模
農
業
は
、
食

料
自
給
率
と
し
て
約
１
２
５
０
％
、
実
に
年

間
４
３
２
万
人
分
の
食
料
を
供
給
で
き
る
能

力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
よ
り
十
勝
地
域
で
は
、「
食
」
と

「
農
業
」
を
中
心
に
据
え
た
地
域
成
長
戦
略
と

し
て
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
掲
げ
、

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
に

対
し
て
、
地
域
の
強
み
を
武
器
に
地
域
自
ら
が

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、

と
い
う
理
念
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
旗
印
の
下
、

取
り
組
み
は
①
農
林
漁
業
を
成
長
産
業
に
す
る
②
食
の
価

値
を
創
出
す
る
③
十
勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
―
の
３
本
の

柱
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
融
和
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
現

在
当
地
域
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
多
量
に
賦ふ

そ
ん存

す

る
農
業
由
来
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
機
循
環

型
農
業
は
、
十
勝
の
農
畜
産
物
の
生
産
に
か
か
る
基
礎
的

な
価
値
を
高
め
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
加
工
品
の
付
加

価
値
を
押
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活

用
し
た
地
域
産
業
の
循
環
モ
デ
ル
は
、
新
た
な
産
業
や
雇

用
の
創
出
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆◆  

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
選
定

◆
　

平
成
25
年
６
月
、
十
勝
地
域
19
市
町
村
は
、
関
係
７
府

省
が
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
戦
略
で
推
進
す
る
「
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
10
月
末

時
点
で
50
地
域
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
を
越

え
た
広
域
地
域
で
は
唯
一
の
選
定
事
例
と
な
り
ま
す
。
十

勝
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
施
策
隆
盛
の
転
機
と
な
る
出
来

事
で
し
た
。

　
「
十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
で
は
、「
豊
富
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
が
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」「
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
言
葉
に
、
①
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
の
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

厄
介
も
の
が
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に

◆

2017・１月号 6地域づくり 本編

特 集

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
十
勝
地
域
の
農
・
食
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
目
指
し
て
―

藤
原
　
諭

帯
広
市
産
業
連
携
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つ
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由
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の
バ
イ
オ
ガ
ス
で
熱
電
供
給

十勝全図

フードバレーとかちを構成する 3 本の柱



　

各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
で
と

り
わ
け
著
し
い

成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
も
の

が
、
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

大
規
模
酪
農

地
帯
で
あ
る
十

勝
で
は
、
旧
来

家
畜
排
せ
つ
物
を
良
質
堆
肥
化
し
、
農
地
へ
還
元
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
市
街
地

に
及
ぶ
臭
気
の
問
題
な
ど
、
適
切
な
糞
尿
処
理
の
必
要
性

に
も
迫
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

べ
く
、
近
年
家
畜
排
せ
つ
物
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
導
入
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
畜
の
排
せ
つ
物
な
ど
を
原
料
と
し
て
生
成
さ
れ
た
バ
イ

オ
ガ
ス
は
、
熱
利
用
や
発
電
の
燃
料
と
し
て
積
極
的
に
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ス
生
成
後
の
消
化
液
は
、
好
気
性
発

酵
後
の
堆
肥
と
比
べ
て
臭
気
を
８
分
の
１
～
16
分
の
１
程
度

ま
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
、
良
質
な
有
機
質
肥
料

と
し
て
畑
地
へ
の
利
用
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
選
定
後
４
年
間
で
、
13
基
の
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
新
た
に
建
造
さ
れ
る
な
ど
、
民
間

投
資
の
誘
発
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
【
事
例
①　

鹿
追
町
】

　

鹿
追
町
で
は
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
切
な
処
理
、
市
街
地

周
辺
の
環
境
改
善
、
生
ご
み
・
汚
泥
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
19
年
に
地
域

資
源
循
環
型
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
「
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
と
酪
農
家
で
利
用
組
合
を
設
立
し
、
原
料
と
な

る
家
畜
排
せ
つ
物
は
組
合
に
加
入
す
る
酪
農
家
か
ら
収
集

し
１
カ
所
で
処
理
す
る
集
中
型
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、
余
剰
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
さ
つ
ま
い
も
の
貯
蔵
、
マ
ン
ゴ
ー
の
栽

培
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
な
ど
を
行
い
、
新
た
な
地
域
特

産
品
も
創
出
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
か
ら
は
瓜
幕
地
区

で
、
３
千
頭
分
の
排
せ
つ
物
処
理
を
可
能
と
す
る
最
大
出

力
１
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
国
内
最
大
級
プ
ラ
ン
ト
も
本
格
稼

働
し
て
お
り
ま
す
。

　
【
事
例
②　

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
】

　

士
幌
町
で
は
、
平
成
16
年
に
初
め
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
（
第
１
世
代
）
を
導
入
後
、
蓄
積
し
た
知
見
を
基
に
、

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
が
高
能
率
低
コ
ス
ト
個
別
型
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
第
２
世
代
）
を
整
備
し
、
排
せ
つ
物

処
理
作
業
の
適
正
化
、
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
消
化
液

の
有
効
利
用
、
売
電
に
よ
る
経
営
安
定
化
な
ど
プ
ラ
ン
ト

運
用
の
礎
を
構
築
し
ま
し
た
。
以
来
、
消
化
液
利
用
組
合

を
設
け
液
肥
の
広
域
高
度
利
用
を
可
能
と
し
た
第
３
世
代
、

プ
ラ
ン
ト
温
水
を
有
効
活
用
し
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
生
ん
だ
第
４
世
代
、
建
設
費
用
の
高
騰

や
電
力
会
社
の
系
統
連
系
制
約
に
対
応
す
る
共
同
型
の
第

５
世
代
（
建
設
中
）
と
、
そ
の
都
度
生
じ
る
地
域
課
題
に

対
応
し
た
プ
ラ
ン
ト
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
町
内
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
発
電
し
た
電
力
を
、
農
協
子
会
社
の
小
売
電
気
事
業
者

が
買
い
取
り
、
農
協
施
設
に
供
給
す
る
電
力
の
地
産
地
消

プ
ラ
ン
も
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

◆◆  

十
勝
の
農
・
食
・
エ
ネ
自
給
社
会
の

◆  

形
成
を
目
指
し
て

　

構
想
推
進
に
お
い
て
は
、
施
設
整
備
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
確
保
、
中
小
規
模
の
事
業
者
で
も
参
入
可
能
な
低
コ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
地
域
内
送
電
網
の
整
備
、
原
料

の
安
定
供
給
な
ど
、ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
想
で
は
平
成
29
年
度
を
中
間
年
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
今
一
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

直
す
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
年
間
発
電
量
の
う
ち
、
バ
イ

オ
マ
ス
が
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
１
・５
％
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
十
勝
が
バ
イ
オ
マ
ス
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
社
会
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
る
よ
う
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

7 2017・１月号

特 集

鹿追町による余剰熱の有効活用

士幌町農業協同組合のスキーム（第 3 世代）
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◆◆  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
営
利
事
業
会
社
の
設
立

◆
　

飯
田
市
は
環
境
文
化
都
市
実
現
に
向
け
て
太
陽
光
発
電

設
置
の
た
め
補
助
金
を
出
す
な
ど
、
そ
の
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
南
信
州
は
日
射
量
が
豊
富
で
あ

り
、
半
世
紀
前
か
ら
太
陽
熱
を
利
用
し
た
温
水
器
が
普
及

し
て
き
た
背
景
な
ど
も
あ
り
、
地
の
利
を
生
か
し
て
寄
付
型

に
よ
る
太
陽
光

市
民
共
同
発
電

所
（
お
ひ
さ
ま

発
電
所
）
設
置

の
取
り
組
み
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南

信
州
お
ひ
さ
ま

進
歩
が
始
め
ま

し
た
。
そ
の
第
１

号
が
２
０
０
４

年
５
月
、
飯
田

市
内
の
私
立
明

星
保
育
園
に
３

㌔
ワ
ッ
ト
の
規
模
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

同
年
、
環
境
省
が
募
集
し
た
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環

の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
（
ま
ほ
ろ
ば
事
業
）」
に
飯
田
市
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
信
州
お
ひ

さ
ま
進
歩
を
母
体
に
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
限
会

社
（
現
在
は
株
式
会
社
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
会

社
は
ま
ほ
ろ
ば
事
業
の
目
的
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
を
図
り
な
が
ら
経
済
的
な
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
、

設
備
投
資
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
市
民
出
資
で
調
達
し

て
、
運
用
の
中
で
得
ら
れ
る
収
益
な
ど
を
分
配
す
る
予
定

で
、
有
限
会
社
と
い
う
組
織
に
し
ま
し
た
。

◆◆  

市
民
が
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
と
省

◆
　

前
述
し
た
通
り
設
備
資
金
調
達
の
た
め
に
、
総
額

２
億
１
５
０
万
円
の
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
。

匿
名
組
合
契
約
に
よ
る
市
民
か
ら
の
出
資
を
募
り
、
飯
田

市
内
で
太
陽
光
発
電
事
業
や
省
エ
ネ
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
事
業
は
、
２
０
０
５
〜
６
年
に
か
け
て
飯
田
市

内
で
約
70
件
の
省
エ
ネ
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
大
き
い
と
こ
ろ
か
ら
小
さ
い
と
こ
ろ
ま
で
、

公
民
合
わ
せ
て
12
カ
所
の
事
業
所
で
空
調
や
照
明
の
改
善

な
ど
の
工
事
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
５
年
３
月
に
は
市
内
の
保
育
園
や
公
民
館
な
ど

公
的
な
施
設
37
カ
所
に
、
合
計
２
０
５
㌔
ワ
ッ
ト
の
お
ひ

さ
ま
発
電
所
を
設
置
し
、
既
設
の
明
星
保
育
園
の
設
備
運

用
も
担
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

図
表
１
で
示
し
た
こ
の
事
業
が
成
功
し
つ
つ
あ
る
大
き
な

要
因
は
、
飯
田
市
が
保
育
園
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
財
産

で
あ
る
屋
根
の
目
的
外
使
用
を
、
自
治
体
と
し
て
前
例
の
な

い
20
年
間
と
い
う
長
期
に
亘
っ
て
無
償
で
許
可
し
、
発
電
し

た
全
て
を
買
い
取
る
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
出
資
者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
を
活
用
し
た
仕
組
み
で
す

が
、
飯
田
版
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
全

量
固
定
価
格
買
取
制
度
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ば
事
業
に
引
き
続
き
新
た
な
フ
ァ
ン
ド
を
組
成

し
て
、
南
信
州
全
域
の
公
民
の
施
設
に
同
様
の
仕
組
み
で

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
。
そ
の
規
模
は
２
０
０
９
年
度

ま
で
に
１
６
３
カ
所
、
１
３
０
０
㌔
ワ
ッ
ト
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
力
（
お
金
）
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

電
気
を
「
創
る
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
「
省
く
」
事

業
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
お
金
が
温
暖
化
防
止
の
役
に
立
ち
次
世
代
の
た

め
に
な
る
こ
と
や
、
ど
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
る
の
か
を
理
解

し
た
う
え
で
出
資
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
意
志
あ
る
お

金
の
使
い
方
（
お
金
の
見
え
る
化
）
と
い
え
ま
す
。
社
会
の

課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
お
金
の
流
れ
と
も
い
え
ま
す
。

◆◆  

新
た
な
制
度
等
を
活
用
し
た
仕
組
み
の
開
発

◆
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特 集

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
地
域
で
実
現
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
経
済
の
循
環
―

原
　
亮
弘

お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役 長

野
県
飯
田
市

市
民
の
お
金
で
太
陽
光
発
電
や
省
エ
ネ
事
業
を
展
開

写真１　明星保育園



　

２
０
０
９
年
、
国
は
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
固
定
価

格
買
取
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
は
設
置
価

格
が
ま
だ
ま
だ
高
額
で
あ
り
、
導
入
費
用
の
回
収
が
長
く

か
か
っ
た
も
の
を
、
余
剰
電
力
を
高
い
価
格
で
買
い
取
る

こ
と
で
、
こ
の
期
間
を
短
く
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
制
度
を
利
用
し
て
２
０
０
９
年
度
に

「
お
ひ
さ
ま
０
円
シ
ス
テ
ム
」
を
、
飯
田
市
役
所
や
飯
田

信
用
金
庫
と
協
働
で
開
発
し
ま
し
た
。

　

住
宅
の
屋
根
を
借
り
て
設
備
を
設
置
し
、
そ
の
家
庭
に

発
電
し
た
電
気
を
一
定
期
間
定
額
で
買
い
取
っ
て
も
ら
う

も
の
で
、
市
民
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。余
剰
電
力
に
よ
る
売
電
量
を
増
や
そ
う
と
、

省
エ
ネ
の
動
機
付
け
に
な
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
７
月
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
地

域
の
事
業
所
や
工
場
の
屋
根
、
未
利
用
に
な
っ
て
い
て
今

後
も
利
用
が
難
し
い
土
地
な
ど
を
借
り
て
、
数
十
㌔
ワ
ッ

ト
程
度
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
合
計
で
千
㌔
ワ
ッ
ト
設
置

す
る
「
メ
ガ
さ
ん
ぽ
お
ひ
さ
ま
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度
か
ら
４
年
間
で
64

カ
所
、
４
９
６
０
㌔
ワ
ッ
ト
の
設
備
を
設
置
、
稼
働
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
資
金
は
、
市
民
出
資
と
地
域

金
融
機
関
の
融
資
で
調
達
し
ま
し
た
（
図
表
２
）。

　

飯
田
市
は
こ
の
間
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の
も
の

と
し
て
、
地
域
環
境
権
を
認
め
た
「
飯
田
市
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆◆  

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
て

◆
　

南
信
州
は
南
と
中
央
、
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
た

地
域
で
、
森
林
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を

利
活
用
し
て
熱
や
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
や
、
標
高
差

が
大
き
く
山
地
の
保
水
力
に
優
れ
る
地
の
利
を
活
か
し
て

小
水
力
発
電
事
業
の
実
施
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
は
実
現
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
そ
の
収
益
が
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
弊
社
事
業
を
分
析
し
た
図
表
３

か
ら
も
明
ら
か
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

30
年
後
、
50
年
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
を
描
き
、
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩

進
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

食
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
は
、
地
域

に
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
地
域
の
自
立
に

繋
が
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。
地
域
に
、
自

然
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
地
域
の
共
有
財

産
で
す
。
地
域
社
会
は

そ
こ
に
住
む
人
が
創
る

べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。
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ファンド名 募集金額 募集期間 応募額 事業実績

①南信州おひさまファンド 2億150万円 05年2月～5月 2億150万円 38ヶ所
208kW （省エネ）

②温暖化防止おひさまファンド
4億6,200万円 07年11月～

08年12月

4億3,430万円
（信金借入5千万円

）

92ヶ所 771kW
（省エネ・バイオマス）

③おひさまファンド2009 7,520万円 09年6月～9月 7,520万円 32ヶ所 300kW

飯田信用金庫から全額調達 （4,450万円） （10年3月） （4,450万円） 26ヶ所 86kW

④信州・結いの国おひさまファンド 1億円 10年10月～
11年1月 4,790万円 22ヶ所 73kW

（グリーン熱証書）

⑤信州・結いの国おひさまファンドⅡ 8,100万円 11年10月～12月 8,100万円 43ヶ所 166kW

⑥地域MEGAおひさまファンド 4億円 12年8月～
13年2月

3億3,590万円
（信金借入1.2億円）

0円 14ヶ所 57kW
メガ 20ヵ所 1016kW

⑦おひさまファンド７ 3億5,000万円 13年10月～
14月2月

3億2,790万円
（金機借入1.3億円）

0円 7ヶ所 39kW
メガ 13ヶ所 943kW

⑧信濃の国おひさまファンド 2億3,500万円
14年11月～

15年2月

1億2,190万円
（金機借入1.3億円）

メガ 19ヶ所 680kW
マイホーム 11ヶ所 67kW

⑨みんなとおひさまファンド 5億円
15年9月～

16年2月

2億8970万円
（金機借入6億円）

メガ 12ヶ所 2287kW
0円 3ヶ所 217kW

➉テントウムシおひさまファンド 1億2300万円
16年10月～

17年1月予定

合計 25億2770万円 １９億2250万円
（金機借入10.7億円）

352ヶ所 6,904kW 
(再投資先 45ヶ所1064kW)

図表２　おひさま事業のファンド募集や金融機関からの資金調達と事業実績

立命館大学 ラウパッハ・スミヤ ヨーク氏 京都大学 中山 琢夫氏 共同研究データより

２０３０年
１７.７億円

図表３

保
育
園

・

公
民
館

・

児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど太陽光発電によ

って発生した電
力の料金を
おひさま進歩エ
ネルギーに支払
います。

電力の供給

パートナーシップ
・公共的施設の屋根を提供
・発電した電気の相当額を
授受する等の契約締結

中
部
電
力

余剰電力は
売電します

環境省（飯田市経由）補助金
システム設置費の2/3

市民出資
1口

10万円

市
民
・
法
人
・
み
な
さ
ま

(出資者)

利益分配金

(事業主体)

10年以上前、南信州飯田で、屋根な
どの貸借、しかも固定価格全量売買
電による太陽光発電事業がスタート。

お
ひ
さ
ま
進
歩

エ
ネ
ル
ギ
ー

おひさま進歩
エネルギー
が設置

売電の支払を
受け取ります

市民出資
1口

50万円

飯田市

☺

グリーン電力販売

グリーン電力販売収入

おひさま発電所の仕組み

利益分配金

環境付加価値

RPS法の活用図表１
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◆◆  

て
ん
と
う
む
し
１
号
か
ら

◆  

コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
へ

　

京
都
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
を
目
前
に
し
た
１
９
９
７
年
６

月
、
滋
賀
県
湖
南
市
に
あ
る
（
株
）
な
ん
て
ん
共
働
サ
ー

ビ
ス
の
屋
根
に
、
事
業
型
と
し
て
は
日
本
初
の
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
市
民
共
同
発
電
所
「
て
ん
と
う
む
し

１
号
」
が
設
置
さ
れ
た
。「
て
ん
と
う
む
し
」
命
名
に
込

め
ら
れ
た
思
い
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電

に
よ
る
安
心
・
安

全
な
電
気
に
よ
っ

て
地
域
を
明
る
く

照
ら
そ
う
、
そ
し

て
そ
の
て
ん
と
う

む
し
が
全
国
各
地

に
散
ら
ば
っ
て
行

き
ま
す
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
「
て
ん
と
う
む
し
１
号
」
か
ら
14
年
、
湖
南
市
で

も
「
緑
の
分
権
改
革
」
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

内
の
食
・
特
産
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
福
祉
を
つ
な
げ
、
人

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
お
金
を
循
環
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
湖
南
市
の
食
・
特
産
品
は
弥
平
ト

ウ
ガ
ラ
シ
や
下
田
ナ
ス
な
ど
の
地
元
野
菜
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
実
績
の
あ
る
市
民
共
同
発
電
所
、
福
祉
も
全
国
的
に
有

名
な
生
の
芸
術
、
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
そ
の
中
身
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
緑
の
分
権
改
革
」

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
働
き

や
暮
ら
し
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
た
。

◆◆  

コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
の
成
果
と
限
界

◆
　

２
０
１
２
年
６
月
、「
緑
の
分
権
改
革
」
事
業
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
門
を
担
う
も
の
と
し
て
「
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発

電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
湖
南

市
役
所
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
が
置
か
れ
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
市
民
共
同
発
電
所
の
設
置
を
中
心
と
し
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
福

島
原
発
事
故
後
に
始
ま
っ
た
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度

も
追
い
風
に
な
っ
て
、コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
初
号
機
、

弐
号
機
が
立
ち
上
が
っ
た
。
湖
南
市
議
会
で
は
こ
の
取
り

組
み
を
後
押
し
す
る
形
で
、
日
本
初
の
「
湖
南
市
地
域
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
市
民

共
同
発
電
所
の
元
本
償
還
・
収
益
配
当
に
湖
南
市
商
工
会

が
発
行
す
る
「
こ
な
ん
商
品
券
」（
地
域
商
品
券
）
が
配

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
商
品
券
で
、
地
元
商
店
や

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
や
福
祉
施
設
が
運
営
す
る
カ
レ
ー

店
で
の
食
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
誇
れ
る
も
の
も
あ
っ
た

が
、
前
述
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
す
れ
ば
や
や
不
十
分
な
ま

ま
で
あ
っ
た
。
地
域
商
品
券
を
通
し
て
、
福
祉
と
の
間
接

的
な
つ
な
が
り
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
機
会
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

◆◆  

空
中
栽
培
と
イ
モ
発
電
と
の
出
会
い

◆
　

２
０
１
３
年
12
月
、
市
民
連
続
講
座
の
講
師
と
し
て
、
近

畿
大
学
生
物
理
工
学
部
の
鈴
木
教
授
が
湖
南
市
役
所
に
来

ら
れ
、
地
球
温
暖
化
や
酸
素
欠
乏
の
危
機
的
状
況
を
救
う

の
は
、
栽
培
が
容
易
で
連
作
可
能
な
サ
ツ
マ
イ
モ
し
か
な
い

と
力
説
さ
れ
た
。
ま
た
、空
中
栽
培
と
い
う
方
法
を
使
え
ば
、

さ
ら
に
多
量
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
生
育
で
き
、
そ
の
過
程
で
相

当
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
が
放
出
さ
れ
る
。
こ
の

イ
モ
を
使
っ
た
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
を
行
え
ば
、
よ
り
多
く
の

の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

私
は
こ
の
話
に
共
感
し
な
が
ら
、
も
う
１
つ
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
。
こ
れ
な
ら
障
が
い
の
あ
る
人
や
認
知
症
を

抱
え
る
人
た
ち
も
、
ど
こ
か
の
作
業
の
過
程
に
参
加
で
き
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る
。
空
中
栽
培
に
使
う
肥
料
袋
を
集
め
て
回
る
、
腐
葉
土

を
ふ
る
い
に
か
け
る
、
砂
を
混
ぜ
て
袋
に
詰
め
る
、
棚
に

載
っ
た
袋
に
水
を
や
る
、
収
穫
さ
れ
た
イ
モ
を
集
め
て
回

る
…
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
で
は
直
接
の
出
番
が
な

か
っ
た
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
人
た
ち
が
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
担
い
手
に
な
れ
る
！
と
イ
メ
ー

ジ
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

◆◆  

空
中
栽
培
の
広
が
り

◆
　

２
０
１
４
年
５
月
、（
株
）
な
ん
て
ん
共
働
サ
ー
ビ
ス

の
作
業
場
で
、
社
員
手
作
り
の
木
製
棚
が
置
か
れ
た
。
障

が
い
の
あ
る
Ｈ
君
も
一
緒
に
土
づ
く
り
を
し
、苗
を
挿
し
、

水
や
り
を
続
け
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の

「
こ
な
ん
イ
モ
・
夢
づ
く
り
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
協
議
会
名
に
「
夢
」
を
入
れ
た
の
は
、
こ
の
取
り
組
み
が

市
民
や
地
域
に
と
っ
て
も
、
必
ず
夢
の
あ
る
内
容
に
な
る
と

確
信
し
た
か
ら
で
あ
る
。
協
議
会
に
は
、（
株
）
な
ん
て
ん

共
働
サ
ー
ビ
ス
や
湖
南
市
内
の
障
が
い
・
高
齢
福
祉
の
関
係

者
、
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ

や
湖
南
市
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
職
員
等
が
名
を
連
ね
た
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
拠
点
と
な
る
「
イ
モ
・
夢
づ
く
り

農
園
」
や
保
育
所
、
小
中
学
校
、
養
護
学
校
、
障
が
い
者

施
設
、
高
齢
者
事
業
所
・
施
設
等
に
置
か
れ
た
三
段
棚
に

約
１
０
０
０
袋
が
載
せ
ら
れ
、
空
中
栽
培
が
始
ま
っ
た
。

あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
露
地
栽
培
の
プ
ロ
で
あ
っ
た

お
年
寄
り
か
ら
「
イ
モ
苗
は
斜
め
に
挿
す
も
ん
や
」
と
怒

ら
れ
た
り
、
そ
れ
を
な
だ
め
る
お
年
寄
り
が
居
た
り
、
各

場
と
も
な
か
な
か
賑
や
か
な
作
業
風
景
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
袋
の
数
も
約
１
６
０
０
袋
に
増
え
、
昨
年

度
の
場
に
加
え
、
引
き
こ
も
り

等
の
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
人
た

ち
と
そ
の
支
援
者
の
グ
ル
ー
プ

も
参
加
し
て
く
れ
た
。
こ
の
秋

の
収
穫
で
は
、
ど
の
場
と
も
い

つ
も
以
上
に
生
き
生
き
と
し
て

作
業
に
臨
ま
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

◆◆  
観
光
・
体
験
農
園
で

◆  

イ
モ
ス
イ
ー
ツ
と
足
湯
を

　

今
年
度
は
１
月
か
ら
、
収
穫

さ
れ
た
イ
モ
を
使
っ
て
簡
易
発

酵
実
験
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

湖
南
市
の
計
ら
い
で
、
現
在
未

使
用
の
資
源
再
利
用
工
場
で
イ
モ
や
ツ
ル
の
集
積
・
保
存
、

簡
易
発
酵
・
発
電
実
験
、
棚
や
土
づ
く
り
等
の
作
業
が
可

能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
簡
易
発
酵
実
験
装
置
の

開
発
・
作
成
に
は
、
地
元
の
（
株
）
マ
ツ
バ
に
協
力
い
た

だ
き
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
、
大
学
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
空
中
栽
培
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
酵
実

験
を
重
ね
な
が
ら
、２
０
１
７
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の「
観

光
・
体
験
農
園
」
の
一
角
に
「
イ
モ
・
夢
づ
く
り
」
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
計
画
だ
。
市
民
や
観
光
客
に
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
空
中
栽
培
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
酵
実
験
の

体
験
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
へ
の
挑
戦
、
イ

モ
発
電
で
発
生
し
た
お
湯
を
使
っ
た
「
ミ
ニ
足
湯
」
な
ど

を
経
験
し
て
も
ら
い
、帰
り
に
は
「
空
中
イ
モ
サ
イ
ダ
ー
」

を
お
み
や
げ
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
。
一
方
、
観
光
・

体
験
農
園
の
内
外
で
は
、
障
が
い
や
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を

抱
え
る
人
た
ち
が
、
シ
ニ
ア
世
代
と
、
ご
く
自
然
に
働
い

て
い
る
と
い
っ
た
計
画
（
案
）
で
あ
る
。

◆◆  

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
へ

◆
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
発
電
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
僅
か
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
は
、

さ
ら
に
本
格
的
な
事
業
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。市
民
、

事
業
者
、
行
政
、
大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力

を
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
過
程
で
も
、
障
が
い
や
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え

る
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
、
助
け
合
い
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
観
点
は
変
わ
ら
ず
大
事

に
し
て
行
き
た
い
。
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◆◆  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
　

昨
今
、
多
く
の
農
村
地
域
で
、
人
口
減
少
と
共
に
、
農

家
の
高
齢
化
、
農
家
戸
数
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、
農
家
を
中
心
に
形
成
し
て
き
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
崩
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、農
家
だ
け
で
、

農
地
や
農
業
水
利
施
設
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
地
域
ぐ
る
み
の
参
加
を

動
機
づ
け
る
よ
う
な
企
画
を
模
索
し
て
い
る
農
村
地
域
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
達
の
多

気
町
勢
和
地
域
で
は
農
村
地
域
が
本
来
持
っ
て
い
る
地
域

（
農
村
）
協
働
力
に
着
目
し
た
、
地
域
活
性
化
を
い
ろ
い

ろ
と
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

地
産
地
消
型
の
小
水
力
発
電
「
彦
電
」

◆
　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
見
直
さ
れ
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
水
力
（
未
利
用

包
蔵
水
力
）
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
全
国
各
地
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
立
梅
用
水
土
地
改
良
区
で
も

小
水
力
発
電
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま
し
た
が
、
従
来
型

の
小
水
力
発
電
で
は
取
水
施
設
、
水
圧
管
路
、
発
電
機
建

屋
、
放
水
施
設
と
い
っ
た
土
木
建
築
施
設
を
必
要
と
す
る

た
め
、
経
済
性
が
低
く
、
実
現
に
は
な
か
な
か
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
進
め
て
い
る
立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
で
は
、

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
る
売
電
を
せ
ず
、
地
産
地
消
の
電
力
と

し
て
地
域
内
で
完
全
消
費
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
売
電
益
か
ら
み
る
農
村
活
性
の
た
め
の

小
水
力
発
電
と
な
る
と
、
一
般
的
に
は
１
０
０
ｋ
ｗ
／
ｈ

以
上
の
出
力
が
必
要
で
あ
り
、
資
源
の
賦
存
量
か
ら
み
て

実
施
で
き
る
と
こ
ろ
は
限
定
的
で
、
む
し
ろ
小
水
力
発
電

で
も
、
私
た
ち
地
域
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
発
電

量
（
数
ｋ
ｗ
／
ｈ
）
の
場
合
、
売
電
す
る
よ
り
も
地
産
地

消
と
し
て
利
用
す
る
方
が
地
域
に
果
た
す
効
果
は
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
産
官
学
の
枠
を
超
え
た
「
産
官
学
民
」
の
体
制
を

と
り
、
産
・
学
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
土
木
建
築
施
設
を
必

要
と
し
な
い
世
界
初
の
新
型
落
差
式
小
水
力
発
電
装
置

（
相
反
転
方
式
）
の
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

新
型
落
差
式
小
水
力
発
電
装
置
は
、
水
路
内
に
設
置
し
て

あ
る
既
存
の
せ
き
板（
取
水
用
の
せ
き
上
げ
板
）に
ユ
ニ
ッ

ク
車
を
掛
け
る
だ
け
で
、
か
ん
が
い
期
中
に
お
い
て
も
設

置
時
間
は
少
な
く
て
済
み
、
発
電
機
の
取
り
付
け
、
取
り

外
し
は
容
易
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
わ
ぬ
こ
と
に

冬
水
（
非
か
ん
が
い
期
）
発
電
調
査
で
は
、
従
来
の
定
説

で
あ
っ
た
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
水
量
の
低
下
に
よ
る

発
電
量
の
低
下
は
、
せ
き
板
を
少
し
高
く
す
る
こ
と
で
こ

れ
を
覆
す
結
果
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
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域
エ
ネ
ル
ギ
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を
軸
と
し
た
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性
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―
超
小
型
電
気
自
動
車
を
走
ら
せ
地
域
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
―

高
橋
　
幸
照

立
梅
用
水
土
地
改
良
区
事
務
局
長 三

重
県
多
気
町

小
水
力
発
電
で
電
力
を
地
産
地
消
、地
域
づ
く
り
に
活
用

地産地消型の小水力発電「彦電…ＨＩＫＯＤＥＮ」



　

し
か
し
、
本
旨
で
あ
る
地
産
地
消
型
の
小
水
力
発
電
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費
す
る
地
域
住
民
の
主
体
的
な

参
画
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
民
チ
ー
ム
を
選
考
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
（
農
村
）

協
働
力
を
活
か
し
、
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
て

い
る
母
体
、「
多
気
町
勢
和
地
域
資
源
保
全
・
活
用
協
議

会
（
20
団
体
・
４
支
援
組
織
）」
に
参
加
を
求
め
ま
し
た
。

発
電
機
の
名
前
を
付
け
る
に
あ
た
っ
て
も
、
地
域
の
人
び

と
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
立
梅
用
水
創
設
者

で
あ
る
「
西
村
彦
左
衛
門
」
の
「
彦
」
の
字
を
取
っ
て
「
彦

電
…
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆◆  

超
小
型
電
気
自
動
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル

◆
　

今
、
国
の
政
策
で
は
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

を
柱
に
、
産
業
政
策
と
地
域
政
策
を
車
の
「
両
輪
」
と
し

て
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
少
し
視
点
を
変
え
て
こ
の
「
両
輪
を
な
す
軸
」

と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
ま
す
と
、「
地
域
で
の
暮
ら
し

の
現
状
」
と
い
う
も
の
が
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
多
気
町
勢
和
地
域
で
も
多
分
に
漏
れ
ず
、
高
齢

者
世
帯
や
独
居
老
人
の
家
庭
の
増
加
、
何
時
来
る
と
も
分

か
ら
な
い
巨
大
地
震
等
へ
の
不
安
、
増
加
す
る
獣
害
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
、
農
家
人
口
の
減
少
に
伴
う
遊
休
農
地
等

の
増
加
な
ど
将
来
へ
の
不
安
材
料
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
、こ
う
い
っ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
た「
農

村
福
祉
」
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
、
多

く
の
地
域
生
活
の
課
題
を
少
し
で
も
解
決
す
べ
く
、
立
梅

用
水
土
地
改
良
区
や
多
気
町
勢
和
地
域
資
源
保
全
・
活
用

協
議
会
（
多
面
的
機
能
支
払
）
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

一
般
社
団
法
人
「
ふ
る
さ
と
屋
」（http://furusatoya-

taki.com
/

）
を
設
立
し
、
地
域
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
中

心
と
し
た
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

活
動
と
し
て
は
、
用
水
最
上
流
部
に
あ
た
る
波
多
瀬
地

区
の
立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
機
「
彦
電
」
と
最
下
流
部

（
約
25
㌔
下
流
）
に
あ
た
る
土
地
改
良
区
事
務
所
の
太
陽

光
発
電
を
利
用
し
て
２
局
の
電
源
基
地
を
設
定
し
、
こ
の

電
源
基
地
間
に
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
電
気
自
動
車
）
を

走
ら
せ
、
こ
の
電
気
自
動
車
を
活
用
し
て
の
生
活
サ
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
独
居
老
人
の
見

守
り
や
、
観
光
目
的
利
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
元
農
産
品
を
販
売
し
て
活
動
経
費
を
賄
う

◆
　

こ
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
経
費
が
伴
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
ふ
る
さ
と
屋
」
で
は
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
る
た
め
の
収
益
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
立
梅
用

水
創
設
功
労
者
で
あ
る
西
村
彦
左
衛
門
生
家
（
築
３
０
０

年
）
の
古
民
家
を
利
用
し
、
毎
月
「
十
日
市
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
十
日
市
と
は
、
西
村
彦
左
衛
門
の
命
日
で
あ

る
三
月
十
日
の
月
命
日
に
あ
た
り
、
先
人
の
遺
徳
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
農
家
や
営
農
組

合
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
６
次
加
工
商
品
を
「
ふ
る
さ

と
屋
」
が
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
新

た
な
付
加
価
値
が
生
ま
れ
た
り
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事

業
に
も
繋
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
協
動
力
に
よ
り
農
村
地
域
に

賦
存
す
る
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
活
動
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆◆  

自
治
体
新
電
力
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」

◆
　

地
方
創
生
と
は
、
地
方
の
自
立
で
あ
る
。
地
方
の
自
立

の
た
め
に
は
、地
域
経
済
が
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
経
済
活
動
の
源
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ほ
と

ん
ど
の
地
方
で
地
域
外
に
依
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
全

国
で
最
も
人
口
が
少
な
い
鳥
取
県
に
お
い
て
も
、
当
社
試

算
に
よ
る
と
、
年
間
１
千
億
円
程
度
の
電
気
代
が
地
域
外

へ
流
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
仕
組
み
を
変
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
経
済
の
自
立
を
目
的
に
、
官
民
出
資
で
設
立
し
た

自
治
体
新
電
力
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
い
。

◆◆  

米
子
市
と
地
元
企
業

◆  

５
社
の
出
資
で
設
立

　

鳥
取
県
米
子
市
で
は
、
平

成
23
年
度
頃
か
ら
総
務
省
の

緑
の
分
権
改
革
推
進
事
業
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
、

内
閣
府
の
総
合
特
区
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
全
て
地
域
内
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

産
地
消
す
る
た
め
の
事
業
化

検
討
で
あ
り
、
そ
の
技
術
実

証
で
あ
っ
た
。

　

当
社
の
設
立
が
具
体
化
し
た
の
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

26
年
度
に
実
施
し
た
総
務
省
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

当
社
は
、米
子
市
及
び
地
元
企
業
５
社
の
出
資
に
よ
り
、

平
成
27
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
全
て
の
株
主
が
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

◆◆  

現
状
・
成
果

◆
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
専
門
誌
で
あ
る
「
日
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
に
よ
る
と
、
自
治
体
新
電
力
の
定
義
は
①
出
資
は

自
治
体
と
地
元
企
業
②
電
源
も
供
給
先
も
地
域
内
③
電
力

需
給
管
理
業
務
は
自
前
―
の
３
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
定
義
①
】
当
社
の
資
本
金
は
９
千
万
円
で
あ
り
、
米

子
市
が
全
体
の
１
割
、
残
り
９
割
を
地
元
企
業
５
社
が
出

資
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ガ
ス
卸
売
・
小
売
、

廃
棄
物
処
理
、
宿
泊
・
温
泉
供
給
と
い
っ
た
多
様
な
業
種

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

資
本
構
成
で
最
も
配
慮
し
た
の
は
責
任
企
業
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
社
の
発
行
株
式
の
５
割
は
、
地

元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
で
あ
る
中
海
テ
レ
ビ
放
送
が

保
有
し
て
い
る
。

　

事
業
環
境
の
変
化
が
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
お
い

て
は
、
経
営
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
体
が

前
面
に
立
た
ず
、
地
元
の
民
間
企
業
が
責
任
を
持
っ
て
経

営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
【
定
義
②
】
一
方
で
、
当
社
の
経
営
が
安
定
し
て
い
る

の
は
、
米
子
市
が
当
社
の
小
売
電
気
事
業
を
下
支
え
し
て

い
る
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
の
当
社
の
事
業
計
画
で
は
、
売
上
高
を
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電力供給している公共施設例（米子市役所本庁舎）

ベース電源であるごみ発電（米子市クリーンセンター）



４
億
円
、
営
業
利
益
を
黒
字
と
設
定
し
て
い
る
が
、
中
間

決
算
段
階
で
上
方
修
正
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
小
売
電
気
事
業
の
入
口
で
あ
る
電
源
確
保
、

出
口
で
あ
る
電
力
需
要
家
確
保
の
両
面
で
米
子
市
の
公
共

施
設
と
契
約
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
間
の
事
業
プ
ロ
セ
ス

を
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
経
営
効
率
化
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
。

　

現
在
、
米
子
市
内
の
庁
舎
や
学
校
、
公
民
館
、
文
化
施

設
、
運
動
施
設
な
ど
、
契
約
数
で
１
８
２
件
の
公
共
施
設

に
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
供
給
電
力
の
約
８
割
は
、
米
子
市
内
の
ご
み
発
電

や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
地
域
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
と
し
た
分
散
型
電
源
で
あ
る
。

　

ご
み
発
電
で
あ
る
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
る
ご
み
総
量
の
約
３
分
の
２
は
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
公
共
施
設
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
公
共
施
設
の
電
気
代
は
、
昨
年
度

比
で
約
５
％
を
削
減
し
て
お
り
、
米
子
市
は
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
も
享
受
し
て
い
る
。

　
【
定
義
③
】
自
治
体
新
電
力
の
主
た
る
業
務
は
、
電
力

の
需
給
管
理
で
あ
る
。
公
共
施
設
へ
電
力
を
供
給
す
る
２

日
前
か
ら
各
施
設
の
電
気
使
用
量
の
予
測
を
行
い
、
日
本

卸
電
力
取
引
所
と
の
電
力
売
買
を
通
し
て
、
電
力
の
安
定

供
給
を
行
う
。

　

最
初
に
こ
の
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、
専
門
的
す
ぎ
て

無
理
だ
と
判
断
し
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
話
よ
り
も
先
に

電
力
需
給
管
理
業
務
を
実
際
に
見
る
と
、
こ
れ
な
ら
で
き

そ
う
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

私
自
身
も
、
米
子
市
職
員
と
一

緒
に
電
力
需
給
管
理
業
務
を
見
学

し
、
自
ら
で
電
力
需
給
管
理
業
務

が
で
き
る
と
感
じ
た
一
人
で
あ
る
。

　

当
社
で
は
、
広
く
行
政
視
察
を

受
け
入
れ
、
電
力
需
給
管
理
業
務

を
含
む
小
売
電
気
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
て
い
る（
当
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
視
察
申
込
み
が

で
き
ま
す
）。

　

半
年
前
ま
で
全
く
別
の
職
種
で

働
い
て
い
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、

電
力
需
給
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

る
姿
を
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
帰
っ

て
、
真
似
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

自
治
体
が
地
元
企
業
と
共
同
で
新
電
力
を
設
立
し
、
電

力
の
契
約
先
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
５
人
の
新
規
雇
用

が
生
ま
れ
、
売
上
高
４
億
円
の
黒
字
企
業
が
誕
生
す
る
、

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
自
治
体

新
電
力
の
実
現
に
向
け
て
は
、
自
治
体
の
理
解
と
覚
悟
が

不
可
欠
で
あ
る
。

◆◆  

電
力
卸
売
事
業
の
拡
大
を
計
画

◆
　

平
成
28
年
10
月
か
ら
電
力
卸
売
事
業
を
開
始
し
た
。
前

述
し
た
中
海
テ
レ
ビ
放
送
を
通
し
て
一
般
家
庭
に
電
力
供

給
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
約
１
３
０
０
世
帯
と

契
約
し
て
い
る
。

　

市
民
の
電
気
代
が
地
域
内
で
資
金
循
環
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
大
き
く
、
引
き
続
き
電

力
卸
売
事
業
を
拡
大
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆◆  

地
域
経
済
の
自
立
と
い
う
理
念
を

◆  

自
治
体
と
共
有
し
て

　

電
力
需
要
家
の
増
加
に
比
例
し
て
、
電
力
供
給
量
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
地
域
内
の
電
源
調
達
を
更
に
増
や
し

て
い
く
段
階
に
来
て
い
る
。

　

鳥
取
県
で
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
が
、
特
に
自
治
体

が
所
有
す
る
電
源
は
、
既
存
電
力
会
社
と
長
期
契
約
を

行
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。

　

様
々
な
事
情
が
あ
る
中
で
、
自
治
体
の
電
源
を
調
達
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
地
域
経
済
の
自
立
と
い
う
理

念
を
自
治
体
と
共
有
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

　

太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
か
ら
な
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
と
り
わ
け
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
・
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
そ
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

主
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
お
い
て
導
入
す
る
こ
と
の
経
済

的
・
社
会
的
意
義
を
概
説
し
、
先
進
的
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

パ
リ
協
定
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
た

世
界
情
勢
の
変
化

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
含
む
地
球
温
暖

化
対
策
を
巡
っ
て
は
、
昨
年
二
つ
の
特
筆
す
べ
き
動
き
が

あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
２
０
１
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
い
う
枠
組
み
が
全
加
盟
国
の
合
意
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
枠
組
み
で
は
、17
の
ゴ
ー
ル
・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」（Sustainable D

evelopm
ent Goals: 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

が
掲
げ
ら
れ
、
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

記
載
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
等
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
明

記
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
11
～
12
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
お
い

て
、「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
た
。
同
協
定
で
は
、
世

界
共
通
の
長
期
目
標
と
し
て
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
地
球

の
平
均
気
温
上
昇
を
２
度
よ
り
十
分
下
方
に
保
持
す
る
と

い
う
目
標
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、そ
の
達
成
の
た
め
に
、

今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
排
出
と
吸
収

の
バ
ラ
ン
ス
を
達
成
す
る
こ
と
、
全
て
の
国
が
約
束
（
削

減
目
標
）
を
作
成
・
提
出
・
維
持
し
つ
つ
国
内
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
対
策
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
同
協
定
の
実
施
状
況
を
５
年
ご
と
に
確
認

し
、全
体
的
な
進
捗
を
評
価
す
る
仕
組
み
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
）
も
創
設
さ
れ
た
。
パ
リ
協
定
は
、
日

本
を
含
む
１
１
５
カ
国
が
批
准
し
（
２
０
１
６
年
11
月
末

現
在
）、
２
０
１
６
年
11
月
４
日
に
発
効
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
各
締
約
国
や
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る

取
り
組
み
の
実
施
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
課
題
と
な

る
。

　

こ
れ
ら
の
国
際
枠
組
み
が
進
展
し
た
背
景
と
し
て

は
、
企
業
、
金
融
機
関
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
等
の

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
の
活
発

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
環
境
問
題
等
に
関
連
す

る
中
期
的
な
投
資
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
環

境
（Environm

ent

）・
社
会
（Society

）・
ガ
バ
ナ
ン

ス
（Governance

）
に
配
慮
し
た
投
資
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
）
が
世
界
で
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
世
界
全
体
で
の
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
運
用
額
は
２
０
１
２
年
の
13
・
３
兆
ド
ル
か
ら

２
０
１
４
年
に
は
21
・
４
兆
ド
ル
に
急
拡
大
し
て
い
る
。

金
融
機
関
、
機
関
投
資
家
等
に
よ
る
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド

は
、化
石
燃
料
関
連
投
資
か
ら
の
シ
フ
ト
を
引
き
起
こ
し
、

企
業
行
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
行
す
る
世
界
の
都
市

同
士
の
連
携
も
進
展
し
て
お
り
、２
０
１
７
年
１
月
に
は
、

気
候
変
動
政
策
に
関
す
る
世
界
の
主
要
な
都
市
間
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
統
合
し
た
「Global Covenant of 

M
ayors for Clim

ate and Energy

」（
世
界
首
長
誓

約
）
が
誕
生
し
、
日
本
を
含
む
世
界
７
１
０
０
以
上
の
自

治
体
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
量
は
世
界
で
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
国
際
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
容
量
は
２
０
１
５
年
に
世
界
全

体
で
１
９
８
５
Ｇ
Ｗ
（
日
本
で
は
90
Ｇ
Ｗ
）
と
な
り
、
増
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加
率
は
８・３
％
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
が
、
世
界
的
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
は
今
後
も
加
速
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
導
入
コ
ス
ト
も
世
界
で
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
最

近
の
海
外
に
お
け
る
風
力
・
太
陽
光
発
電
事
業
で
は
、
火

力
発
電
の
コ
ス
ト
に
対
し
て
１
㌔
㍗
時
当
た
り
の
発
電
コ

ス
ト
が
大
幅
に
低
い
事
例
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る

政
策
の
現
状

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
世
界
的
な
動
向
も
踏
ま
え
、

我
が
国
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
し

て
様
々
な
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
に
基
づ
く
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
が

２
０
１
６
年
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
80
％
削
減
す
る
と
い
う
中
期
・
長
期

的
目
標
が
記
載
さ
れ
た
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
導
入
も
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と
し
て
明
記
さ

れ
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
す
る
基
本
的
事

項
の
一
つ
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、地
域
活
性
化
や
防
災
、

生
物
多
様
性
保
全
な
ど
の
多
様
な
地
域
課
題
に
も
応
え
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
有
効
か
つ
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
７
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
度
の

総
発
電
電
力
量
の
22
～
24
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

構
成
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現

状
（
約
11
％
）
の
導
入
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
く
方

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
国
が
定

め
る
固
定
価
格
で
一
定
の
期
間
電
気
事
業
者
に
調
達

を
義
務
づ
け
る
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め

に
は
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
が
、
そ
も

そ
も
地
域
に
と
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
図
１
は
、
地
域
内
総
生
産
に
対
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
金
の
収
支
の
比
率
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
全
国
の
自
治
体
の
約
９
割
に
お
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
金
（
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
等
）
の
地
域

内
外
で
の
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支

の
赤
字
が
自
治
体
の
基
礎
体
力
を
奪
っ
て
い
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。

　

他
方
で
、
図
２
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

域
別
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
京
都
、
大
阪
府
等

の
大
都
市
圏
は
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
小
さ
い
一

方
、
東
北
、
北
海
道
を
始
め
と
す
る
地
方
部
で
は
総

じ
て
豊
富
な
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
に
加
え
、
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
な
地
域
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凡例

付加価値に占めるエネルギー収支の割合

-10％以下

-10％ ～ -5％

-5％ ～ 0％

0％～

} エネルギー収支が

エネルギー収支が

東京島嶼部

南西諸島

赤字 の地域

黒字の地域}

凡例 地域内総生産に対するエネル
ギー代金の収支の比率
赤字額が10％以上
赤字額が5～10％
赤字額が0～5％
黒字

環境省資料

化石燃料の輸入に伴い約27兆円
（2013年）が海外に流出し、経
常収支を圧迫。

地域内総生産に対するエネルギー代金の収支の比率

年の地域経済循環分析（環境省）をベースに 年の収支を推計

全国の自治体のうち 割が、エネルギー代金（電気、ガス、ガソリン等）の収支が赤字。 割が地域
内総生産の ％相当額以上、 自治体で ％以上の地域外への資金流出を招く。

エネルギー収支の
赤字が自治体の
「基礎体力」を
奪っている傾向

環境省「気候変動長期戦略懇談会」資料

域内の再エネがエネルギー需要を上回り
、地域外に販売し得る地域
（エネルギー需要の約20倍にも及ぶ
再エネポテンシャル）
【一人あたりGDP 315万円】

域内の再エネでほぼ自給できる地域
【一人あたりGDP 334万円】

再エネを他地域から購入する地域
【一人あたりGDP 681万円】 小

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

大

「平成27年版環境白書」より抜粋
※再エネポテンシャルからエネルギー消費量を差し引いたもの。実際に導入するには、技術や採算性などの課題があり、導入可能量とは異なる。
※今後の省エネの効果は考慮していない。

再生可能エネルギーの地域別導入ポテンシャル

再エネポテンシャルと域内一人当たりGDPの関係

 日本全体では、エネルギー需要の 倍の再エネポテンシャルが存在。
 年 ％削減に向けて、再生可能エネルギーのポテンシャルは豊富だがエネルギー需要密
度が低い地方と、エネルギー需要密度が高い都市との連携は不可欠になると考えられる。

 これにより、資金の流れが、「都市→中東」から「都市→地方」にシフト。

図１

図２



ほ
ど
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
平
均
的
に
低
い
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
方
部
で
生
産
し
、

都
市
部
で
消
費
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の

支
払
先
を
、
中
東
か
ら
国
内
、
さ
ら
に
は
都
市
部
か
ら
地

方
部
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
改
善
分
を
地

方
創
生
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
点
も
考
慮
し
、
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
拡
大
す
る
た
め
、
環
境
省
で
は
様
々

な
予
算
支
援
も
講
じ
て
き
た
。
震
災
直
後
の
２
０
１
１

年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
は
、「
防
災
拠
点
等
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
（
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
事
業
）」
を
通
じ
、
地
域
の
防
災
拠
点

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
の
組
合
せ
を
中
心
と
し

た
自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
進

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
に
か

け
て
は
、「
先
導
的
『
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共
生
』
地

域
創
出
事
業
（
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
）」
を
実
施
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
に

よ
る
地
域
の
低
炭
素
化
に
よ
り
地
域
の
課
題
（
地
域
お
こ

し
、
自
然
環
境
の
保
全
等
）
の
解
決
を
同
時
に
実
現
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
依
存
し
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
て
、
費
用
対
効
果
の
高

い
モ
デ
ル
的
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
・
熱
自
立
的
普
及
促
進
事
業
」
を
開
始
し

た
。
本
事
業
に
よ
り
、
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
の
解
決
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
で
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
熱
利
用
を
今

後
一
層
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
（
図
３
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
の
事
例

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
特
に
地
方
部
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

収
支
の
改
善
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
関
す

る
産
業
・
雇
用
の
創
出
等
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
貢
献
し
う
る
も
の
と
な
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

○
岡
山
県
西
粟
倉
村
：
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
好
循
環

　

内
閣
府
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
も
選
定
さ
れ

て
い
る
同
村
は
、
面
積
の
約
95
％
を
占
め
る
森
林
か

ら
得
ら
れ
る
豊
富
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的
活

用
を
進
め
る
た
め
、「
オ
ニ
ハ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
村

民
な
ど
が
搬
出
し
た
林
地
残
材
を
６
千
円
／
㌧
で
Ｉ

タ
ー
ン
者
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
株
式
会

社　

村
楽
エ
ナ
ジ
ー
）
が
買
い
取
り
、
そ
の
半
額
分

は
「
商
工
会
商
品
券
」（
み
ま
さ
か
商
工
会
）
で
配
布

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
商
店
に
対
す
る
経
済
効
果

を
創
出
し
つ
つ
、
同
社
は
調
達
し
た
林
地
残
材
を
村
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西粟倉版木の駅プロジェクトの始動

西粟倉住民
東粟倉住民

地域の店舗

村営温泉施設に設置
された薪ボイラー

薪供給・ボイラー管理

オニハンプロジェクト（オニのように搬出し、地域通貨券（商工会商品券）に替える）
 住民からバイオマス燃料として林地残材を 円 ｔで購入し、代金を現金のみでなく商工会商品券
で支払い、近隣地域での利用に導くことで、地域経済循環を創出。

 薪の加工と薪代金の支払いはＩターン者によるローカルベンチャーが運営。
 集めた薪は村営温泉の燃料として買い取るが、浮いた灯油代を充てるので村の持ち出し分はない
（ ヶ所の温泉施設薪ボイラー化により１年間で約 の灯油消費量が削減され、かつては灯油代として
流出していたものが村内に留保。灯油単価が 円／ℓを超えると燃料費も確実に削減される。）

林地残材の代金（６，０００円／ｔ）
商品券３，０００円

現金 ３，０００円

熱エネルギー費（薪）
現金(１３，０００円／ｔ）

地域課題同時解決の事例：岡山県西粟倉村

既存の土場を
利用して素材
受入れ

安定的に薪を受け入れること
で、ローカルベンチャーを支援。
ローカルベンチャーは経験を活
かして更に地域のエネルギーの
活用を検討。

地域への
経済効果創出
農機具店、肉屋、
農協売店など

林地残材が搬
出され、森林の
管理が適正化

Iターン者によ
るローカルベ
ンチャー

（雇用3名）

村内３ヶ所の温泉施設
H26～3カ年で全施設を

バイオマスに。

H26年度のプロジェクト当初は、単独のオニ券（地域通貨券）でスタート。（換金作業まで全てに責任）
H28年度から商工会商品券に変更し、商工会商品券取扱登録店舗の拡大に協力。（商工会と作業協力＆責任分担）

図３

図４



営
温
泉
施
設
に
設
置
さ
れ
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
原
料
と
し
て

熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
村
は

追
加
的
な
財
政
支
出
を
行
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ま
で
域

外
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
と
し
て
流
出
し
て
い
た
年
間
約

６
５
０
万
円
の
灯
油
代
を
薪
代
と
し
て
村
内
に
資
金
環
流

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
積
極
的
な

誘
致
等
を
通
じ
た
地
元
雇
用
の
創
出
に
も
成
功
し
て
い

る
。○

神
奈
川
県
小
田
原
市
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
自
給

す
る
持
続
可
能
な
ま
ち

　

同
市
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
計

画
停
電
等
の
影
響
を
受
け
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
、
地

元
金
融
機
関
、
商
工
会
議
所
等
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
続
け
た
結
果
、
２
０
１
２
年

12
月
に
小
田
原
の
地
元
企
業
の
出
資
に
よ
り
「
ほ
う
と
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
と
い
う
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

が
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
出
資

に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、
屋
根
貸
し
に
よ
る
太
陽
光

発
電
等
の
事
業
を
通
じ
、
地
域
に
資
金
を
循
環
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
11
月
に
は
第
２
期
太

陽
光
発
電
所
の
建
設
に
向
け
た
市
民
か
ら
の
寄
付
募
集
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
４
月
に

「
小
田
原
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
１
５
年
10
月

に
は
小
田
原
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
が
策
定
さ
れ
、
太
陽
光

発
電
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
給
や
、
木
材
資
源

の
持
続
的
活
用
を
実
現
す
る
た
め
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
策
定
検
討
等
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
自
給
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
森
の
再
生
か
ら
ブ
リ
の
来
る
ま
ち
」
を
合

言
葉
に
、
森
や
海
に
関
わ
る
団
体
が
協
働
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
地
域
の
森
里
川
海
の
恵
み
の
保
全
・

活
用
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
群
馬
県
中
之
条
町
：
自
治
体
出
資
の
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
同
町
で
も
、
東
日
本

大
震
災
後
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
２
０
１
３
年
６
月
に
は
町
議
会
に
お
い
て
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
が
宣
言
さ
れ
る
と
と
も

に
、
同
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
条
例
」
も
制

定
さ
れ
、
町
を
挙
げ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
、

２
０
１
３
年
８
月
に
は
、
電
力
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中

之
条
町
が
全
体
の
６
割
を
出
資
す
る
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特

定
規
模
電
気
事
業
者
）
と
し
て
「
一
般
財
団
法
人　

中
之

条
電
力
」
が
設
立
さ
れ
（
２
０
１
５
年
11
月
、
電
力
の
小

売
自
由
化
に
対
応
す
べ
く
、
同
法
人
の
全
額
出
資
に
よ
り

株
式
会
社
中
之
条
パ
ワ
ー
を
設
立
し
、
特
定
規
模
電
気
事

業
を
継
承
し
現
在
に
至
る
）、
現
在
は
、
町
営
太
陽
光
発

電
所
２
カ
所
（
約
４
Ｍ
Ｗ
）
及
び
民
間
太
陽
光
発
電
所
１

カ
所
（
約
１
Ｍ
Ｗ
）
か
ら
発
電
さ
れ
た
電
力
等
を
、
町
内

約
35
カ
所
の
公
共
施
設
に
供
給
し
て
い
る
。
同
町
で
は
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等

の
活
用
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
更
な
る
進

展
を
検
討
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
：
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
策

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

　

環
境
省
で
は
、
先
述
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
内

容
を
踏
ま
え
、
現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

く「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
」の
策
定
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

地
域
に
お
け
る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
資
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
導
入
を

通
じ
た
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

に
加
え
、
域
内
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
関
す
る
先
進
的
か
つ
水
平
展
開
可
能
な
取
り
組
み

を
例
示
し
た
事
例
集
も
作
成
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度

内
の
公
表
を
目
指
し
て
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
公
表

後
は
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
周
知
・
普
及
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
が
多
く
の
地
方
公
共
団
体
で
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

政
策
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

　

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
取
り
組
み
は
、
域
内
の
事
業
者
、

住
民
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
計
画
・
戦
略
と
整

合
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
一
方
で
、
地
産
地

消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
、
地
域
経
済
の
活

性
化
は
も
と
よ
り
、
防
災
・
減
災
機
能
の
強
化
等
の
様
々

な
効
用
を
地
域
に
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
考
え
方
は
、
地

方
公
共
団
体
や
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
も
未

だ
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
前
述
し
た

実
行
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
の
際
に
は
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
上
位
計
画
・
戦
略
と
の
整
合
性
を
確
保
す

る
必
要
性
や
、
そ
う
し
た
計
画
・
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
地
方
公
共
団
体
の
事
例
紹

介
な
ど
に
よ
り
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
活
性
化
の
関

連
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
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養
父
市
の
概
要

　

全
国
の
み
な
さ
ん
「
養
父
市
」
っ
て
読

め
ま
す
か
？
「
や
ぶ
し
」
と
言
い
ま
す
。

　

養
父
市
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
、
兵

庫
県
養
父
郡
の
八
鹿
町
、
養
父
町
、
大
屋

町
お
よ
び
関
宮
町
の
４
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
、
人
口
２
万
４
千
人
余
り
の
小
さ

な
ま
ち
で
す
。
兵
庫
県
北
部
の
但
馬
地
域

の
中
央
に
位
置
し
、
面
積
は
４
２
２
・
91

平
方
㌔
で
、
兵
庫
県
の
５
・
０
％
、
但
馬

地
域
の
19
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

西
部
に
は
県
下
最
高
峰
の
氷
ノ
山
や
鉢

伏
山
、
ハ
チ
高
原
、
若
杉
高
原
が
、
北
部

に
は
妙
見
山
が
そ
び
え
る
な
ど
、
雄
大
で

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
地
域
で

す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
が
平
成
24
年
11

月
に
「
八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
開
通

し
、
神
戸
か
ら
車
で
２
時
間
以
内
、
大
阪

か
ら
約
２
時
間
と
な
り
、
養
父
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
山
陰
地

域
特
有
の
気
候
を
活
か
し
た
氷
ノ
山
・
ハ

チ
高
原
な
ど
古
く
か
ら
拓
か
れ
た
ス
キ
ー

場
は
、
京
阪
神
や
中
国
四
国
圏
に
お
け

る
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
な

ど
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
や
教

育
旅
行
・
合
宿

活
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
平

成
26
年
５
月
１

日
に
国
家
戦
略
特
区
（
農
業
特
区
）
の
指

定
を
受
け
、
中
山
間
地
域
で
の
農
業
の
振

興
及
び
６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
き
っ
か
け

　

な
ぜ
移
住
定
住
交
流
事
業
を
観
光
担
当

が
？
平
成
26
年
度
は
、
移
住
定
住
全
般
を

人
権
・
協
働
課
が
担
い
、
体
験
や
ツ
ア
ー

は
観
光
担
当
が
担
う
と
い
う
体
制
で
し

た
。
平
成
27
年
度
に
移
住
定
住
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
な
ど
の
業
務
を
担
う
「
や
ぶ

ぐ
ら
し
課
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
交

流
事
業
は
引
き
続
き
観
光
担
当
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
都
市
部
で
の
移
住
・

定
住
説
明
会
で
養
父
市
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
手
軽
に
来
て
も

ら
う
手
段
が
な
く
、
自
家
用
車
以
外
で
は

来
に
く
い
環
境
で
し
た
。「
だ
っ
た
ら
都

市
部
ま
で
迎
え
に
行
こ
う
」
と
い
う
「
旅

行
と
視
察
」
を
兼
ね
備
え
た
ツ
ア
ー
を
計

画
し
ま
し
た
。
観
光
ツ
ア
ー
に
古
民
家
宿

泊
な
ど
の
「
い
な
か
体
験
」
や
「
農
業
体

験
」
を
入
れ
て
移
住
・
定
住
者
向
け
の
ツ

ア
ー
を
設
け
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
単
年
度
の
補
助
事
業
で
計
画

を
立
て
、
広
報
す
る
と
い
う
時
間
的
制
限

や
季
節
や
期
間
の
制
限
も
あ
り
、
参
加
者

は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
設
定
日
以
外
は

計
画
し
た
体
験
が
出
来
な
い
た
め
見
合
わ

せ
る
人
も
い
ま
し
た
。

就
農
・
就
職
、子
育
て
、住
宅
の
各
支
援
制
度
を
整
備

―
農
業
特
区
を
生
か
し
て
移
住
・
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
兵
庫
県
養
父
市
）

養
父
市
商
工
観
光
課
主
幹

藤
原
　
淳
二

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
27
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
兵
庫
県
養
父
市
で
の
取
り
組
み
を
同

市
商
工
観
光
課
主
幹
の
藤
原
淳
二
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

養父市の位置図

農業特区イメージ　別宮の棚田
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教
訓
を
活
か
し
た
事
業
展
開

　

こ
の
事
業
の
教
訓
を
活
か
し
、
２
次
ア

ク
セ
ス
の
確
保
や
情
報
発
信
、
そ
し
て
移

住
・
定
住
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

い
き
な
り
で
は
な
く
、
何
度
か
候
補
地
に

足
を
運
び
、地
域
の
人
に
出
会
っ
て
み
る
、

あ
る
い
は
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る

「
や
ぶ
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
田
舎
暮

ら
し
を
体
験
で
き
る
「
養
父
市
ち
ょ
こ
っ

と
暮
ら
し
（
体
験
住
宅
）」
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
本
格
的
な
移
住
を
前
に
、
一
定
期

間
体
験
住
宅
に
居
住
し
、近
所
付
き
合
い
、

気
候
、
風
土
、
雇
用
、
教
育
な
ど
養
父
市

の
生
活
を
体
験
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
に
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
ふ
る
さ
と
養
父
市
創
生
総
合
戦

略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
を
中
心
に

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
次
世
代
を

担
う
若
者
、
と
り
わ
け
若
い
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
実
現
し
、
経
済
だ
け
で
な

く
心
豊
か
な
生
活
が
出
来
る
「
や
ぶ
ぐ
ら

し
」
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
現
在
、
総
合
戦
略
に
沿
っ
た
事
業
を

展
開
し
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

且
つ
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
増
や
し
て
い

く
「
農
業
特
区
の
ま
ち
養
父
市
」
の
主
な

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

就
農
・
就
職
支
援
制
度

　

山
林
面
積
が
84
％
を
占
め
、
四
方
を
急

峻
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
域
で
あ

る
養
父
市
は
、
山
裾
と
河
川
に
沿
っ
て
民

家
と
農
地
が
広
が
り
、米
や
野
菜
の
栽
培
、

畜
産
業
な
ど
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
後
継
者
不

足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る
農
業

の
衰
退
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
国
家

戦
略
特
区
（
農
業
特

区
）
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
大
き
な
柱

と
し
て
１
つ
め
は
、

農
地
流
動
化
の
促
進

で
す
。
農
地
の
権
利

設
定
や
移
転
に
係
る

事
務
を
農
業
委
員
会

か
ら
市
に
移
し
た
こ
と
で
、
農
地
の
権
利

移
動
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
農
地
の
権
利
取
得
の
下
限
面
積
を
10
㌃

に
引
き
下
げ
て
新
規
就
農
を
し
や
す
く
し

ま
し
た
。

　

２
つ
め
は
、
農
業
分
野
で
の
第
２
創
業

と
６
次
産
業
化
の
推
進
で
す
。
養
父
市
で

は
、
農
業
生
産
法
人
に
な
る
た
め
の
要
件

を
緩
和
し
た
結
果
、
市
内
外
の
事
業
者
が

参
加
し
、
新
た
に
11
事
業
者
が
法
人
を
設

立
し
、
新
た
に
農
業
を
始
め
ま
し
た
（
平

成
28
年
３
月
時
点
）。
３
つ
め
は
、
資
金

調
達
の
円
滑
化
で
す
。
市
内
で
農
業
を
営

む
事
業
者
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
信
用
保
証

協
会
の
信
用
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
農
業
分
野
の
資
金
に
そ
の
保
証

を
受
け
、
借
り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

就
農
を
応
援
す
る
給
付
金
制
度
も
活
用

で
き
、
青
年
就
農
給
付
金
〈
準
備
型
〉、

青
年
就
農
給
付
金
〈
経
営
開
始
型
〉、
養

父
市
青
年
就
農
支
援
給
付
金
を
は
じ
め
、

事
業
資
金
の
借
り
入
れ
に
要
す
る
利
子
補

給
金
な
ど
就
農
の
応
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
就

農
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得
、経
費
・

資
金
の
確
保
、
農
地
の
確
保
な
ど
を
支
援

し
、や
り
た
い
農
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
制
度

　

結
婚
相
談
か
ら
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
、
出
産
準
備
金
助
成
、
新
生
児
聴
力
検

査
費
助
成
、
乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
費

の
無
料
化
（
健
康
保
険
適
用
分
の
医
療

費
）、
さ
ら
に
は
、
多
子
世
帯
の
保
育
料

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費

以
外
に
も
、
給
食
費
の
負
担
軽
減
や
通
学

費
の
補
助
、
さ
ら
に
は
大
学
等
に
進
学
す

る
若
者
へ
の
奨
学
金
な
ど
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

住
宅
支
援
制
度

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
を
有
効
利
用
し
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
養
父
市
へ
の

移
住
・
定
住
希
望
者
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
利
用
し
て
住
ま
い
を
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
購
入
支
援
を
は
じ
め
と

し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
民
間
賃
貸
住

宅
の
家
賃
補
助
な
ど
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を

支
援
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
養
父
市
で
は
、「
切
れ
目
の

な
い
サ
ポ
ー
ト
で
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
」
子
育
て
支
援
制
度
や
「
特
区
な
ら
で

は
の
就
農・就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
就
農・

就
職
支
援
制
度
、
そ
し
て
「
住
ま
い
に
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
」
住
宅
支
援
制
度

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
で
構
成
さ
れ
る
移
住
定
住
の
総
合
相

談
窓
口
「
田
舎
暮
ら
し
倶
楽
部
」
が
積
極

的
に
活
動
し
て
お
り
、市
と
協
働
し
て
「
や

ぶ
ぐ
ら
し
」
へ
の
支
援
や
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

幼児センター遠足

古民家「みやがき結の里」



「
幸
せ
な
育
み
」
を
実
現
す
る
に
は

　

智
頭
町
は
、
鳥
取
県
と
岡
山
県
の
県
境

に
あ
る
人
口
約
７
１
０
０
人
、
町
面
積
の

93
％
を
森
林
が
占
め
る
中
山
間
地
域
で
あ

る
。
木
材
需
要
の
低
下
と
と
も
に
主
幹
産

業
で
あ
る
林
業
は
衰
退
し
た
が
、
古
く
か

ら
の
技
術
を
継
承
し
山
林
保
全
に
努
め
て

い
る
。

　

本
町
で
は
「
百
人
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
行
政
支
援
を
受
け
る
「
森
の
よ
う

ち
え
ん　

ま
る
た
ん
ぼ
う
」が
生
ま
れ
た
。

そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
、
本
町
へ
の
移
住
希

望
者
は
今
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

今
回
の
実
践
塾
は
少
子
化
の
時
代
に

「
幸
せ
な
育
み
」
を
実
践
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
は
何
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
に
開
催
し
た
。

１
日
目
：
講
義

　

初
日
は
、
出
産
、
子
育
て
及
び
教
育
に

携
わ
っ
て
い
る
４
人
の
講
師
と
、
移
住
や

子
育
て
の
専
門
誌
を
発
刊
し
、
そ
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
い
る
講
師
に
お
話
し
い
た

だ
い
た
。

　

主
任
講
師
の
岩
本
悠
氏
（
島
根
県
教
育

魅
力
化
特
命
官
）
に
は
「
人
づ
く
り
×
地

域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
岩
本
氏
は
今
の
地
方
創
生
に
つ
い

て
、
中
央
（
都
市
部
）
か
ら
地
方
に
何
か

を
持
っ
て
く
る
視
点
だ
け
で
は
足
り
な
い

の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
、
長
期
的

に
見
た
場
合
、
地
域
で
自
ら
仕
事
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
そ
こ
で
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
け
る
人
が
い
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
人
づ
く
り
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
説
明
し
た
。

　

き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
長
の
堀
真

一
郎
氏
は
、「
自
由
な
子
ど
も
」
を
基
本

方
針
に
、
子
ど
も
が
楽
し
く
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
を
作
り
た
い
と

考
え
、１
９
９
２
年
に
同
校
を
設
立
し
た
。

子
ど
も
が
楽
し
く
勉
強
す
る
た
め
に
は
、

自
主
性
、
自
発
性
を
促
す
環
境
が
重
要
で

あ
り
、
ま
た
親
は
放
任
で
も
過
保
護
で
も

な
く
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

い
の
ち
ね
代
表
の
岡
野
眞
規
代
氏
は
、

現
在
智
頭
町
の
「
育
み
の
郷
」
事
業
で
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
子
育
て
、

教
育
と
い
う
視
点
で
の
取
り
組
み
は
他
の

自
治
体
で
も
あ
る
が
、「
お
産
」
の
取
り

組
み
は
例
が
な
い
だ
ろ
う
。岡
野
氏
は「
妊

娠
・
出
産
・
母
乳
育
児
を
含
め
、
お
産
は

命
の
根
源
で
あ
り
、
親
子
関
係
の
絆
を
強

く
す
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
の
発
達
に
よ

り
出
産
の
危
険
率
は
低
く
な
っ
た
も
の

の
、
自
然
と
寄
り
添
う
お
産
を
も
う
一
度

見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　

続
い
て
、
子
育
て
世
代
の
移
住
希
望
理

由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

に
つ
い
て
「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」
代
表
の
西

村
早
栄
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
西

村
氏
は
森
の
中
で
、
日
々
子
ど
も
の
感
じ

る
ま
ま
、
主
体
性
を
重
視
し
た
「
見
守
り

の
保
育
」
を
実
践
し
て
い
る
。
大
人
は
指

導
す
る
の
で
な
く
、
子
ど
も
の
共
感
者
と

な
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。「
森
の
よ
う
ち

え
ん
は
、
初
期
投
資
が
か
か
ら
な
い
た
め
、

想
い
が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
で
き
る
。
し
か

も
気
軽
に
」
と
、
西
村
氏
は
言
う
。
少
子

化
時
代
の
今
、
子
育
て
へ
の
意
識
は
非
常

に
高
く
、
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
子
育

て
を
拡
大
す
る
こ
と
が
地
方
創
生
に
つ
な

が
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

移
住
＆
地
域
の
情
報
誌「
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
」

や
育
児
誌
「
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
」
を
発

刊
し
て
い
る
株
式
会
社
第
一
プ
ロ
グ
レ
ス

常
務
取
締
役
の
堀
口
正
裕
氏
に
、
現
在
の

移
住
の
傾
向
を
学
ん
だ
。
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ

ｃ
ｏ
読
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
子

育
て
世
代
の
３
割
が
移
住
や
地
方
に
興
味

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
実
際
に

地
方
に
移
住
し
て
い
る
子
育
て
世
代
や
二

地
域
居
住
の
事
例
を
挙
げ
、「
都
市
部
で

の
生
活
と
比
べ
て
時
間
に
余
裕
が
で
き
、

夫
婦
間
の
話
し
合
い
の
時
間
が
で
き
た
」

「
子
育
て
に
お
い
て
完
璧
を
求
め
ず
、
無

理
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
」
等
、
移

住
者
の
リ
ア
ル
な
声
か
ら
若
い
世
代
の
傾

向
を
伺
っ
た
。

２
日
目
：
実
際
に
見
て
み
よ
う
、

直
接
聞
い
て
み
よ
う
、
そ
し
て
話

し
合
お
う

　

２
日
目
は
、
子
ど
も
た
ち
が
森
の
よ
う

ち
え
ん
で
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

か
を
見
学
し
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
本

町
で
は
、
行
政
が
支
援
を
す
る
森
の
よ

う
ち
え
ん
を
全
国
で
初
め
て
開
園
し
た
。

今
、
各
地
で
森
の
よ
う
ち
え
ん
が
開
園
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
し
、
世
界
に
配
信
し
た
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理
想
の
選
択
が
で
き
る
幸
せ
な
育
み
を

実
現
す
る
に
は

―
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
子
育
て
が
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
―

酒
本
　
和
昌

智
頭
町
企
画
課
課
長
補
佐

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
10
月
26
日
（
水
）

～
28
日
（
金
）
に
鳥
取
県
智
頭
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、
同
町

企
画
課
課
長
補
佐
の
酒
本
和
昌
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　

  

（
地
域
支
援
総
務
課
）

平
成
28
年
度
地
方
創
生
実
践
塾　
　

鳥
取
県
智
頭
町

地域づくり 本編



こ
と
も
全
国
に
拡
大
し
た
要
因
と
も
言
え

る
。
県
内
で
も
次
々
と
開
園
し
、
県
の
支

援
制
度
も
で
き
て
い
る
。
本
町
の
森
の
よ

う
ち
え
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
急
峻
な
野

山
を
駆
け
巡
り
、
他
と
比
べ
る
と
ハ
ー
ド

な
よ
う
だ
が
、
そ
の
環
境
を
望
ん
で
来
る

移
住
者
も
多
い
。
感
性
豊
か
に
逞
し
く
過

ご
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
、
実
践
塾
参
加
者
も
森
の
よ
う
ち
え

ん
が
目
的
の
移
住
者
増
加
に
納
得
し
て
い

た
。

　

お
昼
に
、パ
ン
屋「
タ
ル
マ
ー
リ
ー
」で
、

森
の
よ
う
ち
え
ん
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て

い
る
マ
マ
た
ち
と
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
た
。
智
頭
の
水
と
空
気
で
作
っ
た

自
家
製
天
然
酵
母
の
パ
ン
を
食
し
な
が

ら
、「
な
ぜ
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
を
選
ん

だ
の
か
？
」「
怪
我
な
ど
の
不
安
は
？
」

な
ど
現
実
的
な
疑
問
や
意
識
に
つ
い
て
質

問
が
多
く
出
て
い
た
。
森
の
よ
う
ち
え
ん

の
子
ど
も
た
ち
の
逞
し
さ
は
他
の
子
ど
も

た
ち
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
違
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
マ
マ
た
ち
は
魅
力
を
感

じ
て
い
た
。
町
面
積
の
９
割
以
上
が
森
林

で
、
特
筆
し
た
特
産
物
も
あ
る
わ
け
で
も

な
い
山
村
地
域
が
「
子
育
て
の
場
」
と
し

て
新
た
な
価
値
観
を
生
み
出
し
て
い
る
と

実
感
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
場
所
を
「
Ｒ
３
７
３
や
ま

さ
と
（
旧
山
郷
小
学
校
）」
に
移
し
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
参
加
者
は「
お

産
」「
子
育
て
」「
教
育
」「
移
住
」の
４
テ
ー

マ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
先
生
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

テ
ス
ト
・
評
価
な
ど
が
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
好
奇
心
に
沿
っ
た
遊
び
や
体
験
か
ら

学
ん
で
い
く
学
校
「
新
田
サ
ド
ベ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」
の
代
表
で
あ
る
長
谷
洋
介
氏
、

古
民
家
を
買
い
取
り
移
住
し
て
い
る
津
田

英
樹
氏
に
自
身
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
、
学
び
を
深
め
た
。

最
終
日
：
学
び
の
ま
と
め
と
宣
言

　

最
終
日
は
、
各
テ
ー
マ
に
お
い
て
グ

ル
ー
プ
で
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
解
決
策

に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
「
何
を
学
び
、
何
を
今
後
に
活
か
す
か
」

を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
す

る
こ
と
で
、「
幸
せ
な
育
み
」

に
向
け
た
第
一
歩
を
そ
れ
ぞ

れ
が
踏
み
出
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
岩
本
氏
が
参

加
者
か
ら
出
た
意
見
の
一

つ
で
あ
る
「
覚
悟
」
に
つ

い
て
触
れ
、「
良
い
面
だ
け

で
な
く
現
実
や
リ
ス
ク
も

見
据
え
た
う
え
で
、
覚
悟

を
も
っ
て
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
」
の
重
要
性
を
述
べ

て
会
を
締
め
た
。

　

次
代
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
の
た
め
の「
幸
せ
な
育
み
」

が
地
方
創
生
の
一
翼
を
担

い
、
ま
た
そ
れ
が
参
加
者
を

通
じ
て
全
国
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。
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地方創生実践塾（鳥取県智頭町）の概要
テーマ：幸せな育み×地方創生　理想の選択ができるお産 子育て 教育とは
	      主任講師：島根県教育魅力化特命官　岩本 悠 氏

１日目　10 月 26 日（水）
	 講義①「人づくり×地域づくり」
		  講師：	島根県教育魅力化特命官　岩本 悠 氏
	 取り組み紹介
		  講師：	きのくにこどもの村学園　学園長　堀 真一郎 氏
			   いのちね　代表　岡野 眞規代 氏
			   智頭町森のようちえん　まるたんぼう　代表　西村 早栄子 氏
			   株式会社第一プログレス　堀口 正裕 氏
	 パネルディスカッション

《民泊》
2 日目　10 月 27 日 ( 木 )
	 フィールドワーク①　森のようちえん
	 ランチミーティング　タルマーリーにて
	 グループワーク①
		  講師：	いのちね　代表　岡野 眞規代氏
			   智頭町森のようちえん　まるたんぼう　代表　西村 早栄子 氏
			   新田サドベリースクール　共同代表　長谷 洋介 氏 
			   社会福祉法人智頭町社会福祉協議会　事務局長　津田 英樹 氏

《民泊》
3 日目　10 月 28 日 ( 金 )
	 グループワーク②
		  講師：島根県教育魅力化特命官　岩本 悠 氏

フィールドワークの様子①

グループワークの様子

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子
②

パン屋「タルマーリー」の前で



　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
今
の

地
域
活
性
化
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
北
海

道
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
東
京
都
の
４
会

場
で
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
そ
の

第
二
弾
と
し
て
10
月
21
日
に
、
佐
賀
県
と

共
催
で
「
地
方
に
お
け
る
『
稼
ぐ
力
』
の

創
出
～
自
立
と
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に

～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
地
方
創
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
佐
賀
を
開
催
し
た
。会
場
の「
ホ

テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世　

佐
賀
」
に
は
、

佐
賀
県
内
だ
け
で
な
く
、
九
州
各
県
か
ら

も
、民
間
企
業
、行
政
、商
工
関
係
者
な
ど
、

２
８
０
人
を
超
え
る
人
々
が
集
ま
っ
た
。

　

冒
頭
、
当
セ
ン
タ
ー
の
椎
川
忍
理
事

長
、
佐
賀
県
の
山
口
祥
義
知
事
（
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
）
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

《
基
調
講
演
》

「
地
方
に
お
け
る
『
稼
ぐ
力
』
の

技
術
と
覚
悟
」

　

は
じ
め
に
、
一
般
社
団
法
人
エ
リ
ア
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
代
表

理
事
の
木
下
斉
氏
が「
地
方
に
お
け
る『
稼

ぐ
力
』
の
技
術
と
覚
悟
」
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
っ
た
。

　

木
下
氏
は
ま
ず
、
学
生
時
代
に
早
稲
田

の
商
店
街
で
「
稼
ぐ
仕
掛
け
」
を
自
分
た

ち
で
作
り
イ
ベ
ン
ト
等
を
運
営
し
た
経
験

を
通
し
て
、
大
学
や
公
園
な
ど
、
地
域
の

中
に
あ
る
様
々
な
場
所
を
活
用
し
て
、
地

域
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
収
入
と
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
て
取
り
組
む
大
切
さ
を
学
ん

だ
こ
と
を
語
り
、
同
様
の
事
業
を
行
っ
た

他
地
域
の
例
か
ら
、
決
し
て
「
予
算
が
出

る
か
ら
や
る
」
と
い
う
発
想
で
事
業
を
始

め
て
は
い
け
な
い
と
指
摘
し
た
。そ
し
て
、

「
農
地
・
商
業
地
の
所
有
者
は
そ
の
土
地

の
生
産
性
や
不
動
産
の
価
値
の
向
上
を
本

気
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
、
利
益
と

向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　

続
け
て
、
一
般
に
注
目
さ
れ
が
ち
な
経

済
効
果
や
客
数
で
は
な
く
、
地
域
の
利
益

に
つ
な
が
る
消
費
単
価
や
消
費
額
を
重
視

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
複
数
の
事

例
か
ら
、
事
業
開
始
後
の
収
入
等
か
ら
逆

算
し
て
事
業
を
設
計
す
る
「
逆
算
開
発
」

の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
も
、国
内
外
の
「
稼
ぐ
仕
掛
け
」

の
事
例
に
触
れ
な
が
ら
、「
仕
掛
け
方
」

が
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
最
後

は
、
地
域
と
向
き
合
う
時
に
は
、
稼
ぐ
こ

と
に
も
向
き
合
い
、
事
業
を
回
し
て
い
く

こ
と
で
、
平
均
所
得
・
不
動
産
価
値
の
向

上
を
図
っ
て
い
け
る
と
地
域
の
未
来
が
描

け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
提
言
が
な

さ
れ
た
。

　

様
々
な
事
例
に
基
づ
き
、
多
く
の
分
野

に
適
用
で
き
る
「
稼
ぐ
力
」
の
技
術
と
そ

れ
に
必
要
な
覚
悟
や
考
え
方
に
関
す
る
木

下
氏
の
熱
い
語
り
に
、
多
く
の
参
加
者
は

ひ
き
こ
ま
れ
て
い
た
。

《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

「
地
方
に
お
け
る
『
稼
ぐ
力
』
の

創
出
～
自
立
と
活
力
を
生
み
出
す

た
め
に
～
」

　

後
半
は
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究

所
所
長
・
総
合
政
策
学
部
教
授
の
飯
盛
義

徳
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
木
下

斉
氏
、
い
き
い
き
唐
津
株
式
会
社
専
務
取

締
役
の
甲
斐
田
晴
子
氏
、
西
九
州
大
学
短

期
大
学
部
非
常
勤
講
師
・
佐
賀
県
農
業
大

学
校
非
常
勤
講
師
の
橋
本
祐
充
子
氏
、
有

限
会
社
ラ
ピ
ュ
タ
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
杉
本

利
雄
氏
の
４
人
が
登
壇
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
木
下
氏
以
外
の
パ
ネ
リ
ス

ト
３
人
が
自
己
紹
介
を
兼
ね
、
自
身
の
活

動
を
紹
介
し
た
。

　

甲
斐
田
氏
は
、
佐
賀
県
唐
津
市
に
お
け

る
「
唐
津
シ
ネ
マ
の
会
」
の
活
動
を
説
明

し
た
。
そ
の
中
で
、
法
人
会
員
制
度
に
よ

る
資
金
獲
得
で
、
持
続
可
能
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
稼
ぐ
仕
組

み
を
無
理
な
く
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

橋
本
氏
は
、
道
の
駅
山
内
（
佐
賀
県
武

雄
市
）
に
あ
る
、自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
野

の
も
て
な
し
料
理
〝
な
な
菜さ

い

〟」
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
理
念
を
持
っ
て
事
業
を
展
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平
成
28
年
度
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
佐
賀

―
「
地
方
に
お
け
る
稼
ぐ
力
の
創
出
～
自
立
と

　

活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
～
」を
テ
ー
マ
に
―

佐
賀
市
で
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
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開
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
価

値
あ
る
生
産
物
に
お
金
を
出
す
こ
と
が
生

産
者
の
励
み
や
働
く
人
の
元
気
に
も
繋
が

る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

杉
本
氏
は
、
福
岡
県
田
川
郡
川
崎
町
の

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
ピ
ュ
タ

フ
ァ
ー
ム
」
に
つ
い
て
、
地
域
の
継
続
性

も
視
野
に
入
れ
た
事
業
で
あ
る
こ
と
と
、

実
際
に
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
地
域
の
誇
り
や
自
信
に

繋
が
り
、
道
路
の
清
掃
な
ど
の
活
動
が
地

域
か
ら
自
主
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
様
々
な
好
影
響
が
出
て
き
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

３
氏
の
話
を
聞
い
た
木
下
氏
は
、
稼
ぐ

目
的
が
見
え
な
く
な
る
と
地
域
の
衰
退
は

加
速
す
る
た
め
、
取
り
組
み
の
先
に
あ
る

本
来
の
地
域
全
体
の
目
的
と
個
別
事
業
が

連
帯
し
な
い
と
極
め
て
危
険
で
あ
る
と
指

摘
し
、
そ
の
意
識
を
全
員
で
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

続
い
て
、
前
述
の
各
自
の
事
業
に
照
ら

し
て
、
稼
い
で
さ
ら
に
そ
れ

を
継
続
・
持
続
し
、
地
域
全

体
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
や
今
後
の

希
望
等
を
話
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

甲
斐
田
氏
は
、
地
域
課
題

の
解
決
に
専
門
家
の
力
が
必

要
な
場
合
、
専
門
家
と
市
民

が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
範
囲

が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
地
域
に

蓄
積
し
て
い
く
拠
点
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

橋
本
氏
は
、
事
業
を
進
め

て
い
く
上
で
何
ら
か
の
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
を
想
定

し
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
常
に
現

状
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
自
分
た
ち
が

問
題
に
対
処
す
る
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
述
べ
た
。

　

杉
本
氏
は
、
会
社
・

組
織
の
強
み
を
生
か

す
た
め
に
魅
力
的
な

職
場
を
つ
く
り
な
が

ら
、
会
社
・
組
織
に

来
て
く
れ
た
人
を
適

材
適
所
で
活
用
す
る

こ
と
が
、
活
動
を
継

続
す
る
上
で
必
要
で

あ
る
と
論
じ
た
。

　

木
下
氏
は
、
二
宮

金
次
郎
（
二
宮
尊
徳
）

の
報
徳
仕
法
に
な
ぞ

ら
え
な
が
ら
、
農
業
や
産
業
を
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
に
目
を
向
け
ず
に
、
補
助
金
を

も
ら
う
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
て
は
、

地
域
が
衰
退
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
述

べ
、「『
報
徳
記
』
を
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
飯
盛
氏
は
、

地
域
か
ら
次
々
と
自
発
的
な
活
動
が
生
ま

れ
る
環
境
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
あ
る
も

の
を
資
源
と
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ

の
中
で
様
々
な
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
た
。そ
の
後
、

事
例
に
触
れ
な
が
ら
、
様
々
な
つ
な
が
り

を
作
る
基
盤
で
あ
る
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
構
築
す
る
た
め
に
、
皆
が
対
等
な

場
で
議
論
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
「
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
感
じ
た
こ

と
、
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
で
終
わ
ら

せ
ず
に
、
各
地
域
で
一
歩
を
踏
み
出
し
て

ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

地
域
づ
く
り
情
報
課　
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植
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敏
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市
役
所
と
地
域
の
総
合
力
で
市
民

の
く
ら
し
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り

　

滋
賀
県
野や

す洲
市
市
民
生
活
相
談
課
課
長

補
佐
の
生し

ょ
う
ず水

裕ひ
ろ
み美

氏
に
は
、
今
年
６
月
に

制
定
さ
れ
た
「
野
洲
市
く
ら
し
支
え
あ
い

条
例
」
を
中
心
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
経
済
的
困
窮
者

に
限
ら
ず
、
法
律
だ
け
で
は
サ
ポ
ー
ト
で

き
な
い
社
会
的
孤
立
や
生
活
上
の
諸
課
題

を
抱
え
る
方
を
支
援
す
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
悪
質
訪
問
販
売
業
者
を
規
制

す
る
と
同
時

に
、
地
域
づ
く

り
や
高
齢
者
等

の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
訪

問
販
売
業
者
の

参
画
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

生
水
氏
の

「
制
度
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
制
度

を
活
用
し
て
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
体
制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

地
域
を
拓
く
可
能
性

　

秋
田
県
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
菊
池
ま
ゆ
み
氏
に
は
、「
福
祉
〝
の
〟

ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
福
祉
〝
で
〟
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
家
に
い
る
若
者
に
は
、

引
き
こ
も
り
支
援
で
は
な
く
、
外
に
出
る

き
っ
か
け
が
必
要
。
元
気
な
人
た
ち
だ
け

に
よ
る
地
方
創
生
で
は
な
く
、
弱
者
と
言

わ
れ
る
人
が
活
躍
す
る
地
方
創
生
が
あ
っ

て
も
い
い
。
簡
単
な
こ
と
や
小
さ
な
こ
と

か
ら
互
い
に
助
け
合
い
、
一
人
ひ
と
り
と

丁
寧
に
接
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

10
年
後
の
彼
を
見
つ
め
た
就
労
支
援

　

滋
賀
県
の
東
近
江
圏
域
働
き
・
暮
ら
し

応
援
セ
ン
タ
ー
「
Ｔ
ｅ
ｋ
ｉ
ｔ
ｏ
―
」
セ

ン
タ
ー
長
の
野
々
村
光
子
氏
は
、
ハ
ン
デ

を
持
つ
人
や
引
き
こ
も
っ
て
い
た
人
が
、

地
域
の
中
の
困
り
ご
と
を
救
う
「
チ
ー
ム

困こ
ん
き
ゅ
う
救
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
里
山
保
全
の
た
め
に
切
り
出

し
た
間
伐
材
を
割
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
薪
に

す
る
地
域
経
済
循
環
の
一
翼
を
担
う
人
材

と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
野
々
村
氏
は
彼

ら
の
こ
と
を
「
働
き
も
ん
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。「
働
き
も
ん
」
は
企
業
に
と
っ
て

貴
重
な
戦
力
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う
関

係
で
地
域
が
出
来
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
は
人
お
こ
し

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
理
事
の
藤
井
裕
也
氏
は
、
元
岡
山
県

美
作
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
す
。
山

村
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
若
者
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

「
人
お
こ
し
」
事
業
を
美
作
市
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
若
者
が
元
気
に
な

り
、
耕
作
放
棄
茶
畑
の
再
生
な
ど
地
域
課

題
も
解
決
、
移
住
者
増
、
企
業
や
地
域
の

活
性
化
な
ど
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
効
果

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と

福
祉
の
こ
れ
か
ら

　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉

課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
長
の
本
後
健

氏
よ
り
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

が
制
定
さ
れ
た
経
緯
や
目
指
す
も
の
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
法
律
内
で
完
結
す
る
支

援
で
は
な
く
、
他
の
機
関
や
制
度
と
の
連

携
を
前
提
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お

り
、
地
域
住
民
が
福
祉
と
地
域
づ
く
り
を

共
に
考
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
役
割
が

あ
る
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
の
視
点
か
ら

　

滋
賀
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

の
北
川
憲
司
氏
と
滋
賀
県
庁
職
員
の
中
西

大
輔
氏
か
ら
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

は
「
制
度
に
縛
ら
れ
す
ぎ
ず
上
手
く
利
用

す
る
」「
弱
者
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く

支
え
手
」「
行
政
は
原
点
に
戻
り
現
場
を

歩
き
回
る
」
こ
と
が
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ

れ
、
ど
れ
ほ
ど
個
人
が
地
域
を
自
分
事
と

し
て
考
え
ら
れ
る
か
が
大
切
で
あ
る
と
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

未
来
へ
の
戦
略
会
議

　

最
後
に
、「
課
題
解
決
か
ら
入
ら
な
い
」

を
条
件
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
課
題
か
ら
入
る
と
、
問
題
を
掘
り
下

げ
る
こ
と
ば
か
り
に
注
力
し
て
し
ま
い
、

ま
わ
り
の
豊
か
な
資
源
を
見
落
と
し
が
ち

で
す
。
一
側
面
か
ら
捉
え
て
し
ま
う
と
、

課
題
と
対
策
と
い
う
一
石
一
鳥
の
単
線
で

一
方
通
行
の
策
ば
か
り
に
な
り
、「
創
発
」

が
生
ま
れ
に
く
い
の
で
す
。
弱
み
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば

強
み
に
変
わ
る
こ
と
が
戦
略
に
は
大
事
な

要
素
だ
と
学
び
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

　

●　

東　

佑
樹
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「
集
え
！
幸
せ
を
紡
ぐ
未
来
へ
の
戦
略
会
議
！
」を
テ
ー
マ
に

〜
28
年
度
第
６
回
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
〜

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
の
参
加
が
難
し
い
自
治
体
関
係
者
等
を
対
象

に
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
成
功
人
材
の
経
験
か
ら
学
び
を
深
め
、
実
践
へ
と
移
す
た
め
の

「
地
方
成
功
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
第
６
回
は
、
11
月
19
、
20
日
の
両
日
、「
集
え
！
幸
せ
を
紡
ぐ
未
来
へ

の
戦
略
会
議
！
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
・
八
重
洲
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。「
人
」
と

「
地
域
」
と
「
仕
組
み
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
課
題
の
根
本
に
は
何
が
あ

る
か
を
紐
解
く
た
め
に
地
域
の
人
と
の
繋
が
り
か
ら
仕
組
み
づ
く
り
を
実
践
し
て
き

た
講
師
を
お
招
き
し
、
未
来
へ
の
戦
略
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
ま
し
た
。
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平
成
28
年
度
第
６
回
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー



秩
父
市
で
木
育
に
取
り
組
も
う
と

し
た
キ
ッ
カ
ケ

　

２
０
０
４
年
、
自
然
多
く
人
少
な
い
所

で
の
生
活
に
憧
れ
、
地
縁
血
縁
な
き
秩
父

山
中
の
古
民
家
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な

ど
真
逆
の
環
境
に
い
た
私
。
当
初
、
地
元

の
方
達
か
ら
聞
い
た
声
は
「
こ
ん
な
不
便

な
所
が
良
い
の
？
３
年
し
た
ら
や
っ
ぱ
駄

目
っ
て
出
て
っ
ち
ゃ
う
よ
。
地
元
人
だ
っ

て
嫌
で
出
て
行
く
ん
だ
」。
言
葉
通
り
、

水
道
・
携
帯
電
波
・
商
店
等
皆
無
の
地
域

で
す
が
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
不
便
な
場
は
私

に
と
っ
て
素
敵
な
世
界
。木
々
に
囲
ま
れ
、

夜
は
真
っ
暗
な
空
に
輝
く
星
を
見
て
、
朝

は
鳥
の
声
で
目
を
覚
ま
す
。「〝
な
ん
に
も

な
い
〟
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
、
地
産
材
や
文
化
を
味
わ
い
、

他
の
人
達
と
共
有
し
た
い
気
持
ち
も
芽
生

え
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
木
育

ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。

秩
父
も
く
も
く
き
か
く
の
発
足

　

２
０
０
９
年
、
自
宅
の
雑
木
や
古
材
な

ど
、
自
家
採
取
材
の
木
工
房
を
夫
が
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
自
然
と
身
近
な
木
の
魅
力

に
ハ
マ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
紙
芝
居

会
の
開
催
が
増
え
ま
し
た
。
翌
年
、
お
も

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
り
、

開
催
を
続
け
る
も
、
１
人
で
の
力
に
限
界

を
感
じ
る
よ
う
に
。
他
の
伝
統
文
化
の
秩

父
材
同
士
を
活
か
し
、
秩
父
在
異
業
種
多

世
代
の
方
々
と
何
か
形
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
、
催
し
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
の
替
わ
る

「
秩
父
も
く
も
く
き
か
く
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に
西
武
鉄
道
の
協

賛
、秩
父
市
の
協
力
の
も
と
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
と
共
催
し
た
「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

／
秩
父
の
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
を
皮

切
り
に
、
秩
父
内
外
の
自
治
体
や
企
業
の

協
力
も
受
け
木
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
行
政
に
提
言

　

お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
に
関
心
が
あ
り
、
埼
玉

県
で
始
め
る
な
ら
森
林
が
一
番
多
い
秩
父

か
ら
で
し
ょ
！
と
勝
手
に
思
い
、
人
に
会

う
度
そ
の
話
を
言
っ
て
い
た
ら
、
秩
父
市

森
づ
く
り
課
に
繋
が
っ
た
の
で
す
。
職
員

の
方
々
は
私
の
話
に
共
感
し
て
下
さ
っ
て

「
で
も
そ
の
初
め
の
一
歩
は
何
が
ベ
ス
ト

な
の
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
「
森
林
活
性
化
事
業
に
助
成
が
出
る
」

と
い
う
こ
と
を
知
り
ピ
ン
と
来
て
、
私
は

次
に
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
「
秩
父
市

が
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
し
た
い
そ
う
で
す
。

ま
ず
は
助
成
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催
が
出

来
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
打
診
し
ま
し
た
。

す
る
と
「
間
接
的
だ
と
本
気
度
が
わ
か
ら

な
い
。
足
立
さ
ん
、
秩
父
市
職
員
の
方
と

一
緒
に
四
谷
ま
で
来
れ
ま
す
？
」
と
の
返

答
。
即
行
動
と
ば
か
り
、
秩
父
市
職
員
の

方
々
を
お
連
れ
し
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

へ
。
そ
の
半
年
後
、
秩
父
木
育
キ
ャ
ラ
バ

ン
共
催
に
至
り
ま
し
た
。
私
は
、
ま
た
と

な
い
機
会
と
思
い
、「
秩
父
ら
し
い
」
お

も
て
な
し
が
出
来
れ
ば
と
多
方
面
に
声
を

か
け
、
10
〜
80
代

の
総
勢
１
０
０
人

近
い
地
元
人
や
移

住
人
の
協
力
者
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
工
芸
品

「
秩
父
銘
仙
」
を
含

む
秩
父
産
材
で
つ

く
っ
た
玩
具
や
道

具
、
地
元
職
人
に
よ
る
体
験
ブ
ー
ス
を
設

け
た
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
用
の
服
に
も
秩
父

銘
仙
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
秩
父
の
彩
り

溢
れ
る
空
間
で
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
ん

で
い
る
様
子
は
、
会
場
を
見
学
さ
れ
た

市
長
の
心
も
動
か
し
、
異
例
の
早
さ
で

２
０
１
５
年
度
に
埼
玉
県
内
で
自
治
体
初

の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

秩
父
の
も
く
も
く
未
来
に
向
け
て

　

写
真
の
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
、
秩
父
市

誕
生
祝
い
品
全
国
公
募
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
１
５
で
最
優
秀
賞
受
賞
後
、
秩
父
市

に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。
秩
父
の
各
種
専
門
職
人
、
一
般
市
民

や
シ
ル
バ
ー
人
材
の
方
々
な
ど
と
の
コ
ラ

ボ
で
完
成
し
た
お
も
ち
ゃ
で
す
。
こ
の
ほ

か
、秩
父
太
織
伝
統
工
芸
士
ご
協
力
の
下
、

プ
ロ
の
技
が
学
べ
る
今
ま
で
に
な
い
秩
父

材
製
の
卓
上
織
機
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

減
少
す
る
手
織
人
を
増
や
す
目
的
で
体

験
や
教
習
者
養
成
講
座
を
実
施
中
で
す
。

こ
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

手
織
技
術
を
極
め
た
い
大
人
に
と
っ
て
も

本
格
的
な
道
具
で
す
。
今
後
そ
ん
な
「
大

人
の
木
育
」
を
秩
父
市
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
、
人
も
木
も
、
も
っ

と
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

地域
TOPICS
トピックス

秩
父
も
く
も
く
き
か
く
代
表

足
立　

由
美
子

―
地
域
の
力
で
行
政
も
企
業
も
動
か
す
―

秩
父
市
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
提
案

　
地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言	

埼
玉
県
秩
父
市
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多樹種木琴

ＴＵＭＩＣＣＯ

木育イベント会場で

たるトンネル

秩
父
産
材
で
つ
く
っ
た
玩
具
や
道
具
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書 籍 紹 介

　自治体職員が貧困や環境破壊といった社会課題の解決を考える上で、そもそもの要因と
なっている資本主義というシステムについて考えることは滅多にないのではないだろうか。
　本書は、近代マーケティングの父であるフィリップ・コトラーが、今日の経済を形づ
くる資本主義には 14の欠点があることをわかりやすく解説しており、それは、貧困や
所得格差、環境問題のように以前から議論が続く根深い問題もあれば、テクノロジーの
進歩による雇用の喪失やさらなる経済成長が引き起こす問題など多岐に渡っている。資
本主義によって世界中の多くの人々の生活水準を向上することはできたが、一方で、企
業は労働者に生活賃金すら払わず、社会的費用は完全にはカバーされず、環境保全も顧
慮しないなど、多くの人を犠牲にして少数に過剰な報酬を与えてきた。また、より多く
のカネとモノを持つほど自分たちは幸せであるという物質主義が広まり、社会的価値と
幸福が蔑ろにされてきた。そうした様々な欠点を鑑みれば、これからの資本主義はより
人道的であり、かつ地球上の限りある資源を分かち合うことができる持続的なものへ変
わっていく必要があると、コトラーは述べている。
　本書で紹介されている事例はアメリカ中心であるが、日本に置き換えてみても、何が
問題で、解決にあたって何ができるのかを考えるヒントが得られるだろう。また、国と
いう大きな視点ではなく地域の視点に立ってみても、社会課題の解決を考えるにあたっ
てこれらの知識は重要となってくる。一つの問題を短期間に解決しようとするのではな
く、持続的にすべての人の生活が安定するよう、長い目で見た解決策を考えていくこと
が重要であると本書は伝えている。

資本主義に希望はある
フィリップ・コトラー　著　　倉田幸信　訳／高岡浩三　解説
ダイヤモンド社（2015年 10月８日発行）
定価：2000円＋税

　まちづくりには様々な問題が付きまとうが、その根本の原因は「論理的でないこと」
ではないだろうか。
　著者は本書冒頭で、「すべての結果には原因がある」という論理的思考が重要とした上
で、まちおこしによくある「何か使える補助金はないだろうか」「ボランティアで手伝っ
てくれる人はいないだろうか」「何か大々的なイベントを実施して集客を見込めないか」
という考えを全て一時的なものとして否定し、事業とは継続性のあるものであり「経営力」
が必要という思想のもと、まちづくりを経営していくための考え方や組織の作り方につ
いて述べている。
　内容構成も巧みであり、最初から読み進めていくことで、まちづくりに経営の考えが
必要である理由から、どのように設立して管理運営していくかということまで順を追っ
て理解でき、それぞれのチャプターで事例の紹介もあるため、非常に理解しやすい構成
となっている。
　まちづくりの渦中にいる人こそ、俯瞰的に物事を見ることが必要であり、「とにかくやっ
てみる」気持ちだけではなく、そこで終わりにしないためには「何を考え、どのような
組織を作り、どう管理運営すればよいのか」ということも考える必要があると確信させ
る１冊である。

まちづくりの「経営力」養成講座
木下　斉　著
学陽書房刊（2009年 10月 15日発行）
定価：2200円＋税
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本
山
町
は
高
知
市
か
ら
北
方
20
㌔
余
に
あ
り
、
北
は
愛
媛
県
と

接
し
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
３
５
３
６
人
の
町
で

す
。

　

町
面
積
の
約
90
％
は
急
傾
斜
の
山
林
で
、
集
落
・
耕
地
は
標
高

２
５
０
〜
７
４
０
㍍
の
間
に
点
在
。
町
の
中
心
部
を
東
西
に
日
本

三
大
暴
れ
川
で
あ
る
吉
野
川
が
流
れ
、
そ
の
上
流
に
は
「
四
国
の

い
の
ち
」
早
明
浦
ダ
ム
が
あ
り
、
南
岸
地
域
に
は
古
く
か
ら
営
ま

れ
て
き
た
棚
田
が
広
が
り
、
北
岸
地
域
は
森
林
が
形
成
さ
れ
る
な

ど
、
吉
野
川
支
流
の
清
流
汗
見
川
を
は
じ
め
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

中
山
間
地
域
で
す
。

　

近
年
、
こ
の
農
山
村
で
育
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
て
、
棚
田
で

米
を
生
産
す
る
農
家
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
米
「
土
佐
天
空
の
郷
」
の

取
り
組
み
や
、
商
工
会
青
年
部
が
立
ち
上
げ
た
「
ば
う
む
合
同
会

社
」
に
よ
る
間
伐
材
等
を
活
用
し
た
木
製
品
づ
く
り
、
米
を
原
料

と
し
た
焼
酎
事
業
な
ど
、
人
と
地
域
が
連
携
し
て
資
源
を
活
か
し

た
取
り
組
み
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
豊
富
な
自
然
資
源
で
あ
る
山
岳
や
河
川
を
活
用
し
た

「
ア
ウ
ト
ド
ア
の
里
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
を
流
れ
る
吉
野
川
は
、
夏
場
の
水
量
が
豊
富
で
、
初
級
者

向
け
カ
ヌ
ー
体
験
や
競
技
カ
ヌ
ー
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
環
境
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
初
心
者

や
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
の
交
流
の
場
と
な
っ
た「
吉
野
川
カ
ヌ
ー
大
学
」

の
開
催
や
、
競
技
カ
ヌ
ー
で
は
高
知
国
体
や
愛
媛
国
体
（
平
成
29

年
開
催
予
定
）
で
の
使
用
（
予
定
）
な
ど
、
四
国
は
も
と
よ
り
、

近
畿
圏
等
か
ら
も
多
く
の
方
が
来
町
し
、「
カ
ヌ
ー
の
里
」
と
し

て
認
知
度
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

山
岳
観
光
で
は
、近
隣
町
村
と
連
携
し
て
、設
定
し
た
山
の
コ
ー

ス
を
登
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
術
参
考
保
護
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
白
髪
山
」
や

変
成
岩
を
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
汗
見
川
」
な
ど
の
貴
重
な

資
源
の
保
全
を
目
的
に
、
植
生
、
地
質
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

進
め
「
枕
状
溶
岩
」「
白
髪
山
八
反
奈
路
根
下
が
り
桧
群
生
地
」

を
県
の
天
然
記
念
物
の
指
定
と
す
る
な
ど
、
資
源
の
活
用
と
保
全

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
資
源
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、県
の
天
然
記
念
物
の「
白

髪
山
八
反
奈
路
根
下
が
り
桧
群
生
地
」
で
は
、
樹
齢
２
０
０
年
を

超
す
根
下
が
り
と
な
っ
た
桧
、
約
１
０
０
本
の
内
33
本
を
コ
ー
ス

に
設
定
し
、
案
内
ガ
イ
ド
に
よ
る
、
貴
重
な
周
辺
の
植
生
や
地
質
、

天
然
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
る
根
下
が
り
桧
の
説
明
な
ど
、
資
源

を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
山
村
を
楽
し
む
体
験
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
を
取
り
入

れ
、
棚
田
を
巡
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
季
節
の
棚
田
景
観
を
楽
し

ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
と
共
に
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験

受
け
入
れ
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
開
催
や

平
日
の
受
け
入
れ
が
な
か
な
か
で
き
ず
継
続
的
な
活
動
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
自
然
体
験
や
交
流
人
口
拡
大
の
取
り
組
み
を
継
続
的
な
も

の
と
す
る
た
め
、
情
報
発
信
機
能
な
ど
を
有
し
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア

及
び
広
域
観
光
の
拠
点
施
設
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
、
以
前
か
ら
交
流
が
あ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
メ
ー
カ
ー

「
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
」
と
連
携
し
て
、
四
国
の
ア
ウ
ト
ド
ア
拠

点
施
設
と
し
て
整
備
計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、
資
源
の
発
掘
・
掘
り
起
し
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
町
村
と
連
携
し
て
山
岳
を
活
か
し
た
広
域
登
山

ル
ー
ト
設
定
な
ど
、
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
を
進
め
て
お
り
、
広

域
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
里
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

当
該
拠
点
施
設
は
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
だ
け
で
な
く
、
自
然
を
通

じ
た
学
校
・
青
少
年
活
動
の
教
育
の
場
と
し
て
、
ま
た
自
然
体
験

と
共
に
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
場
と
な
る
よ
う
「
人
づ
く
り
」
も
併
せ
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

高知県本山町長 今西芳彦

資源の活用と保全、
アウトドアの里づくり
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第４回 ふるさとパンフレット大賞
　地域活性化センターでは、「ふるさと情報コーナー」（中央区日本橋・日本橋プラザビル１階）を設置し、
都道府県・市町村の観光・イベント等のパンフレット約 2,600 種類を展示し、来訪者の皆様にご自由にお持
ち帰りいただいています。同コーナーは、年間約 32 万部のパンフレットを提供しており、人気のあるパン
フレットは有名な観光地に集中しています。そこで、当センターでは、デザインや魅力的なフレーズ、使い
勝手の良さ、アイデアなど、優れたセンスで地域情報を発信しているパンフレットを表彰する「ふるさとパ
ンフレット大賞〜旅に出たくなる、思わず手にとる〜」を実施しています。第 4 回目となる今年度は、去る
11 月 2 日に地域活性化センター大会議室で選考を行い、次のとおり各賞が決定しましたのでご報告いたし
ます。
　（後援：時事通信社、共同通信社　協力：立教大学観光学部志賀ゼミ、早稲田大学社会学部早田ゼミ）

【選考委員】	 委員長	 南　伸坊　氏	 （イラストレーター）　
	 委　員	 楓　千里　氏	 （株式会社 JTB パブリッシング　取締役）
		  パックン　氏	 （お笑いコンビ　パックンマックン）　
		  マックン　氏	 （お笑いコンビ　パックンマックン）
		  岩崎　正敏	 （一般財団法人地域活性化センター　常務理事）

【大賞】熊本県上天草市

受賞団体

【大 賞】熊本県上天草市　「上天草みしらんガイドブック」
【優 秀 賞】福岡県福岡市　「福岡　よる旅」
	 福岡県大任町　「“ヤバイ”ぜ！おおとう町」

【南 伸 坊 賞】熊本県熊本市　「ＳＯＳＥＫＩ，ＳＯ ＣＯＯＬ．」
【楓 千 里 賞】宮崎県椎葉村　「ＯＮＬＹ　ＯＮＥ　Ｓｈｉｉｂａ」
【パックン賞】熊本県阿蘇市　「阿蘇の四季」
【マックン賞】石川県宝達志水町　「宝達志水オムライス」
【地域活性化センター賞】群馬県前橋市　「ｋｕｒｕｎ」
【敢 闘 賞】東京都狛江市
	 「私たちがつくる水と緑のまち　Ｋｏｍａｅ」

【優秀賞】福岡県大任町

「ふるさとパンフレット大賞」も四年目を迎えま

した。ますます意欲作があらわれてきて、審査を

していて楽しいです。私は、パンフレットに望ま

れているものを、すべて盛り

込むのではなく、むしろどれ

だけ切り捨てられるかが勝負

だと思っています。

その土地に縁もゆかりもない

他人がどう見るかって発想が

決め手です。

選考委員長講評　南 伸坊 委員長

【優秀賞】福岡県福岡市
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パンフレットに望まれているも
のをどれだけ捨てられたかとい
う点を評価しました。（南）

暮らしに寄り添った旅をして
みたいと思わせてくれる一冊
です。（楓）

受賞パンフレットは、日本橋プラザビル１階
「ふるさと情報コーナー」でも展示しており
ますが、パンフレットによっては、在庫が僅
少のものもございます。
入手できない場合もありますのでご了承くだ
さい。

網羅的なつくりではなく、こんなものも
あるぜ感を強調した点が印象的。（岩崎）

数分でもパンフレットを通してその地方と
付き合うのもいい旅になる。（パックン）

【南伸坊賞】熊本県熊本市

率直に「この町に行ってオム
ライスが食べてみたい」（マッ
クン）

【マックン賞】石川県宝達志水町

生活者のための街でもあること
を訥々と語っている。（岩崎）

【敢闘賞】東京都狛江市

【楓千里賞】宮崎県椎葉村

【地域活性化センター賞】群馬県前橋市

【パックン賞】熊本県阿蘇市

＜ふるさと情報コーナー＞東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル１階　℡03-5202-6137
※コメントの全文など詳細は、センターのホームページでご覧ください。　http://www.jcrd.jp/

選
考
委
員
の
皆
様（
左
か
ら
岩
崎
委
員
、

楓
委
員
、
南
委
員
長
、
マ
ッ
ク
ン
委
員
、

パ
ッ
ク
ン
委
員
）
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　札幌市から高速道路を利用して約 4時間、
北海道の東に位置する白糠町は知る人ぞ知る
「食の宝庫」。
　最も知られているのはやはり、しそ焼酎「鍛
高譚（たんたかたん）」。「鍛高」は、しそを栽
培する地区の名前です。
　海、山、川の豊かな自然に囲まれ、夏の平
均気温が20度以下という冷涼な地でさまざま
な食材が育まれています。
　甲羅の大きさが10㌢以下のものは海に戻し、
大きなものだけを水揚げすることで他にはない
価値を生み出した「特大毛ガニ」、大正時代から続く「空釣り縄」で捕る「ヤナギダコ」、
アイヌ民族の時代から続く「ししゃも漁」と、1年を通して海の恵みが楽しめます。
　ジビエで人気のエゾシカも全国からハンターが来るほどの道内有数の生息地となっ
ているほか、酪農が盛んな山間部には取れたての生乳で作るイタリアチーズ工房があ
り、サフォーク羊の牧場もあります。そして、それらのすべてが全国各地のシェフか
ら注文の入る質の高さを誇っています。
　町の食材だけでフルコースを作ることが出来るほど豊かな町。一度訪れ、唯一無二
の食材を味わうとそのすごさがわかるはずです。

215白糠町

北
海
道

█白糠には２つのめん羊牧場があり、海からのミネラルを豊富に含んだ風が吹く丘
陵で放牧するサフォーク羊はその肉質の良さから高く評価され、洞爺湖サミット
の晩さん会で採用されました

█
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ズ
工
房
「
白
糠
酪
恵
舎
」。
イ

タ
リ
ア
の
技
術
を
踏
襲
し
た
チ
ー
ズ
を
作
り

続
け
て
い
ま
す

█全国的に有名なしそ焼酎
「鍛高譚（たんたかたん）」

█郷土芸能「白糠駒踊り」。青森県の南部駒踊りを元に
創作されたと伝えられています。若駒の１日を４つの
節で表現した勇壮活発な踊りです

█毛ガニ、柳ダコ、ししゃも、エゾシカ肉、
チーズ盛り合わせ、サフォーク羊骨付き
ステーキセット

「食の宝庫って知らぬかった！」
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法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

地域づくりコーディネーター研修会のお知らせ

平成28年度地方成功人材のマッチングによる土日集中セミナーのお知らせ

◆地方の今と都市をつなぐ仲介者から学ぶ地方と都市を結ぶ力

◆第10回　「木を活かした教育・くらし～日本の木を地域活性化につなげるには？～」

【日　時】平成 29 年２月 27 日（月）13 時～ 17 時 30 分（18 時より交流会を行います）
【会　場】東京八重洲ホール２０１会議室（東京都中央区日本橋３- ４-13 新第一ビル）
【登壇者】コーディネーター：岡﨑昌之 氏（地域づくり団体全国協議会　会長）
		  事例発表＆パネリスト
			   「ご当地カタログギフトと若者のＵターン」
				    児玉光史 氏（株式会社地元カンパニー　代表取締役）
			   「地域おこしは人おこし～地域の未来を耕す仕事～」
				    藤井裕也 氏（NPO 法人山村エンタープライズ　代表理事）
			   「日本の農山漁村で活躍する２番手を増やす！『いなか』からの挑戦」
				    佐々倉玲於 氏（一般社団法人いなかパイプ　代表理事）
【定　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
　＊詳細や申込方法については当センターのホームページ内「地域づくり団体のひろば」をご覧ください。
【問合せ先】地域づくり団体全国協議会事務局（研修交流課内）
　ＴＥＬ：03-5202-6135　Ｅ -mail：chi-dantai@jcrd.jp

【日　時】平成 29 年２月 11 日 ( 土・祝 )13:00 ～ 12 日 ( 日 )12:30
【会　場】東京おもちゃ美術館（東京都新宿区四谷４-20）
【講　師】多田千尋 氏	 ( 東京おもちゃ美術館　館長 )
		  関山隆一 氏	 (NPO 法人もあなキッズ自然楽校　理事長 )
		  山川紀子 氏	 ( 株式会社 GRiP'S　代表取締役社長 )
		  長谷川泰治 氏	 ( 株式会社長谷川萬治商店　取締役 )
		  佐々木一弘 氏	 ( オークヴィレッジ株式会社　取締役副社長 )
		  小池俊弘 氏	 ( みなかみ町　総合戦略課　エコパーク推進室 )
		  藤原義一氏	 ( 大建工業株式会社　総合開発研究所　開発企画部　部長 ) ほか
【定　員】40 名（先着順、定員に達し次第締め切ります）
　詳しくは当センターのＨＰ（https://www.jcrd.jp/）をご覧いた
だくか、以下までご連絡ください。
　　　地域支援総務課
　（ＴＥＬ 03-5202-6136）

　「自分の地域で実践したい」、「地域への熱い思いやたくさんの資源を使える取り組みが参考になった」との感想
をいただく、毎回大好評の研修会です。
　今回は、地方の今を都市の人材に伝える仲介者の方々を講師にお招きし、地域づくりのヒントを探ります。事
例発表とパネルディスカッションを通して、地方と都市はどのようにつながることができるかを考えましょう。

　東京おもちゃ美術館を会場に、日本の貴重な地域資源である“木”を活用した地域活性化にはどのような事例
があるのか？またどう活かしていくのか？を学び・考えるセミナーです。

○そもそも「木育」「ウッドスタート宣言」とは何か？
○行政、民間企業、教育、地域づくりなど様々な視点から、木育・木づかいによる地域活性化を学べる！
○様々な業種の講師陣と交流ができる「車座分科会」「大円卓会議」を実施！

など、日本の木材活用の可能性を 2日間かけて探ります。
　様々なジャンルの講師陣・参加者との交流によりヒントを得ることができるセミナーを企画しております。

ドコモショップ栗東店　木育ひろば
みなかみ町　誕生祝い品

「森のカスタネット・森のラトル」
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地熱を活用して安定発酵している馬ふん

● 岩手県八幡平市 （p10-11）

バイオガスプラントで家畜の排せつ物を処理してできた消化
液を肥料として畑や牧草地に散布する散布車（北海道鹿追町）
● 北海道十勝地域 （p６- ７）

地
域
に
熱
供
給
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

● 

北
海
道
下
川
町 （
p
８-

９
）

村営風力発電所の風車

● 福島県天栄村 （p12-13）

建物の屋根や未利用地を借りて太陽光発電設備を設
置する「メガさんぽおひさま発電所」
● 長野県飯田市 （p14-15）

小学校での芋発電エネルギー教室

● 滋賀県湖南市 （p16-17）

地域エネルギーを軸とした活性化



超小型電気自動車で獣害パトロール温泉バイナリー発電施設

二酸化炭素分離回収設備

● 三重県多気町 （p18-19）● 兵庫県新温泉町 （p20-21）

● 佐賀県佐賀市 （p24-25）

米子市と地元企業５社の共同出資で設立した自治体
新電力「ローカルエナジー」（設立発表時の様子）
● 鳥取県米子市 （p22-23）

スマートエコアイランド種子島構想で産学公の学術
交流と地域課題のディスカッション
● 鹿児島県西之表市、中種子町、南種子町 （p26-27）



超
ス
マ
ー
ト
化
社
会
と
は

　

２
０
１
６
年
１
月
、政
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
（
議
長
・
安
倍
晋
三
首
相
）
は
、
２
０
１
６

年
度
か
ら
５
年
間
で
約
26
兆
円
を
投
じ
る
「
第
５
期
科
学

技
術
基
本
計
画
」
を
ま
と
め
た
。
第
５
期
計
画
は
「
世
界

は
大
変
革
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
」
と
し
、
社
会
の
変
化

に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
の
危
機
感
を
強
く
打
ち
出
し
た
。
こ

の
基
本
計
画
で
政
府
は
、
日
本
の
目
指
す
べ
き
社
会
と
し

て
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
を

打
ち
出
し
た
。
す
で
に
安
倍
首
相
か
ら
世
界
に
発
信
さ
れ

て
お
り
、
人
類
が
経
験
し
て
き
た
狩
猟
社
会
、
農
耕
社

会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続
く
第
５
の
社
会
を
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
と
名
づ
け
、
年
齢
や
性
別
、
地

域
や
言
語
の
違
い
を
意
識
せ
ず
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
。「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
統
合
化
技
術
と
も
言
え

よ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品
と
発
電
装
置
、燃
料
電
池
、

自
動
車
な
ど
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、
人
間
中
心
の
社
会

を
創
る
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
１
・
０
は
狩
猟
社
会
、
２
・
０
は
農
耕

社
会
、
３
・
０
は
工
業
化
社
会
、
４
・
０
は
情
報
社
会
で
あ

り
、
５
・
０
は
サ
イ
バ
ー
空
間
と
物
理
空
間
を
融
合
さ
せ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
介
護
や
見
守
り
、
医
療

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た
、
快
適
な
人
間
中
心
の
社

会
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
要
素
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
や
セ
ン
サ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
要
素
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
３
年
間
で
基
本
的
な
技
術
開
発
を
進
め
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
こ
の
将
来

像
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

さ
て
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
は
そ
ん
な
に
先
の
話
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3 2017・１月号

特 集

で
は
な
く
、
20
年
後
、
30
年
後
に
は
到
達
す
る
世
界

で
あ
り
、
そ
こ
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん

な
姿
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
が
進
み
、
至
る

所
に
セ
ン
サ
ー
を
散
り
ば
め
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理

し
、
Ａ
Ｉ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
最
適
解
を
計
算
す

る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
「
こ
の
階
は
軽
装
の
人
が
多
い
か
ら
冷
房
を
弱
め

る
」「
正
装
の
人
が
多
い
レ
ス
ト
ラ
ン
は
冷
房
を
強
め

る
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
の
世
界
の
よ
う

な
話
だ
が
、
す
で
に
そ
の
芽
は
出
て
い
る
。
東
芝
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
始
め
た
し
、
東
京
電
力

は
ソ
ニ
ー
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
サ
ー
ビ
ス
で
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
を
組
ん
だ
。
電
力
会
社
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
絡
め
た
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
時
代
に

な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

車
の
技
術
革
新
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
運
転
と

同
時
に
電
化
や
水
素
利
用
も
進
む
。
た
だ
、
水
素
は

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
ネ
ッ
ク
な
の
で
、
当
面
は
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
が
普
及
す
る
。
そ

う
な
る
と
、
蓄
電
池
を
設
置
し
た
パ
ー
キ
ン
グ
ビ
ル

で
利
用
者
が
Ｐ
Ｈ
Ｖ
か
ら
電
気
を
売
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
電
力
自
由
化
の
中
で
、
パ
ー
キ
ン

グ
ビ
ル
も
仮
想
発
電
所
と
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
入
り
込
ん

で
い
く
だ
ろ
う
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
の
グ
リ
ー
ン
化

　

す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
国
土
交
通
省
の
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
（
環
境
に
多
大
な
負
荷
を
与
え
な
い
持

続
可
能
な
）
建
築
へ
の
補
助
事
業
の
採
択
案
件
に
、

大
規
模
な
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
採
択
さ
れ
た
。
東
京
・
日
本
橋
地
区

一
体
の
再
開
発
で
、
熱
供
給
ま
で
含
め
た
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
を
構
築
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
基
幹
ビ

ル
に
大
型
高
効
率
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、

周
囲
の
既
存
ビ
ル
ま
で
導
管
を
つ
な
げ
熱
の
最
適
配
分
を

行
う
。
当
然
、熱
導
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新
設
さ
れ
れ
ば
、

電
力
自
営
線
や
通
信
用
フ
ァ
イ
バ
ー
も
容
易
に
、
か
つ
安

価
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
統
合
型
イ
ン
フ
ラ
の
導

入
に
つ
な
が
る
。
す
な
わ
ち
、
域
内
で
の
電
力
・
熱
の
面

的
融
通
が
可
能
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
高
い
都
市

部
に
ス
マ
ー
ト
＆
マ
イ
ク
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
実
現
す

る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
電
源
か

ら
各
ビ
ル
群
に
個
々
に
複
数
の
電
力
供
給
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
需
要
地
内
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
と
、
面
的
に
融
通
さ

れ
る
こ
と
で
系
統
と
一
点
で
連
系
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

域
内
で
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
な
ど
も
可
能
と
な
る
た

め
、
系
統
側
に
と
っ
て
も
合
理
的
で
あ
り
制
御
し
や
す
い

需
給
構
造
が
構
築
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
太
陽
光

な
ど
各
種
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
ス
マ
ー
ト
＆
マ
イ

ク
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実
現
の
要
と
な
り
う
る
。
い
ま
家

庭
用
か
ら
業
務
用
の
グ
リ
ッ
ド
パ
リ
テ
ィ
（
既
存
の
電
力

に
対
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
発
電
コ
ス
ト
で
ほ

ぼ
等
価
・
同
等
に
な
る
状
態
）
を
下
回
る
、
約
７
～
８
円

く
ら
い
の
ｋ
Ｗ
ｈ
に
な
る
電
池
や
量
子
ド
ッ
ト
の
開
発
が

望
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
実
用
化
ま
で
時
間

を
要
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ

ラ
の
構
築
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
活
用
で

き
れ
ば
大
き
な
強
み
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
都
市
内
で
数
多
く
実
現
す

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
共
に
レ
ジ
リ
エ
ン
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ト
（
回
復
力
の
あ
る
）
な
都
市
構
造
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
都
心
部
再
開
発
に
お
け
る
大
規

模
分
散
型
電
源
の
導
入
が
呼
び
水
と
な
り
、「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
東
京
」
の
実
現
が
近
づ
く
。
ま
さ
に
、
地
域
開
発

に
合
わ
せ
て
周
辺
の
既
存
の
中
小
ビ
ル
群
の
グ
リ
ー
ン
化

を
達
成
で
き
る
と
こ
ろ
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
優
位
性
が
あ
る
。

熱
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

　

私
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
中

で
も
重
要
な
の
が
熱
導
管
の
敷
設
で
あ
る
。
熱
を
融
通
す

る
た
め
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
電
気
と
同

時
に
生
み
出
す
熱
を
地
域
の
暖
房
や
、
熱
吸
収
型
の
冷
凍

機
に
よ
る
冷
房
な
ど
に
使
え
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

高
い
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。
非
常
に
公
益
性
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

公
共
事
業
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
あ
れ
ば
熱
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
も
可
能
だ
。
従
来
、
熱
は
一
方
向
に
供
給
し
各
室
に

枝
分
か
れ
し
た
ル
ー
プ
状
の
熱
導
管
に
よ
り
フ
ァ
ン
コ
イ

ル
を
経
て
均
等
に
供
給
し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
状
に
熱
導
管
を
再
構
築
し
、
各
種
セ
ン
サ
ー
を

駆
使
し
て
多
方
向
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
回
路
に
よ
り
、

階
数
や
売
り
場
面
積
に
よ
っ
て
細
か
く
流
量
が
変
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
省
エ
ネ
効
果
を
発
揮
す
る
。
こ

れ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
醍
醐
味
で
、
私
は
ス
マ
ー
ト
サ
ー
マ
ル
グ

リ
ッ
ド
と
呼
ん
で
い
る
。

　

多
く
の
発
展
途
上
国
が
工
業
化
を
目
指
す
際
、
脱
炭
素

社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
安
定
感
の
あ

る
原
子
力
発
電
が
重
要
に
な
る
。
原
子
力
発
電
の
安
全
性

に
は
、
ま
だ
ま
だ
国
民
の
根
強
い
懸
念
が
あ
る
も
の
の
、

上
位
系
に
原
子
力
発
電
の
よ
う
な
脱
炭
素
型
の
ベ
ー
ス
電

源
が
あ
れ
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
真
価
が
発
揮
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
体
を
鳥
瞰

し
、
法
律
的
に
も
国
益
と
し
て
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
原
子
力
の
環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

期
待
さ
れ
る
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム

　

前
記
の
背
景
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は
２
０
１
４
年
11

月
、「
自
治
体
主
導
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
整
備

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
動
き
出
し
た
。
２
０
１
５
年
８
月
に
は
総
務
省
を
中

心
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
林
野
庁
、
環
境
省
の
４
省

庁
が
連
携
し
、「
地
域
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
化
促
進
に
向
け
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
も
立
ち
上
げ
た
。
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
１
０
０
市
町
村
に
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
図
に
示
す
よ
う
な
枠
組
み
で
始
め
ら
れ
た
。
デ
マ

ン
ド
サ
イ
ド
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
取
り
込

む
た
め
、
熱
や
電
線
、
通
信
が
一
体
と
な
っ
た
イ
ン
フ
ラ

投
資
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

自
治
体
主
導
の
民
間
会
社
が
出
来
れ
ば
、
雇
用
も
生
み

出
す
。
例
え
ば
定
年
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
週
３
日
だ
け
働
け
る
な
ど
の
可
能
性
が
生

ま
れ
、
高
齢
化
す
る
住
宅
都
市
の
将
来
像
が
描
く
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
ど
の
程
度
財
源
を
割
く
か
が
最
も
重
要

だ
が
、
財
務
省
も
乗
り
気
の
よ
う
だ
。
国
庫
が
一
部
入
っ

た
イ
ン
フ
ラ
に
は
地
銀
も
融
資
し
や
す
く
、
国
内
の
地
域

内
で
お
金
が
回
り
だ
せ
ば
イ
ン
フ
レ
、
そ
し
て
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
功
が
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
経
営
は
、
あ

く
ま
で
民
間
が
や
り
、
経
営
委
員
会
な
ど
に
市
長
や
市
議

会
議
員
が
入
る
仕
組
み
を
目
指
せ
ば
よ
い
。

　

私
は
最
近
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
ド
イ
ツ
で
定
着
し

て
い
る
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る

と
提
唱
し
て
い
る
。「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
と
は
、
19

世
紀
後
半
以
降
、
水
道
・
交
通
・
ガ
ス
供
給
・
電
力
（
発

電
・
配
電
・
小
売
り
）
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
運
営
を
行

う
た
め
に
発
達
し
た
公
的
事
業
体
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
全
体

で
、
約
９
０
０
の
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
が
存
在
し
、

地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
雇
用
の
創
出
と
い
う
点
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
手
を
組
み
、
市
が
持
つ
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
を
体
系
化
し
、
51
％
の
株
を
市
が
受
け
持
ち
、
残
り

49
％
を
民
間
や
市
民
で
受
け
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
す
れ
ば
よ
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
、
水
道
管
、
道
路
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
を
統
合
し

て
経
営
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

　

電
力
・
ガ
ス
の
自
由
化
に
よ
り
日
本
版
「
シ
ュ
タ
ッ
ト

ベ
ル
ケ
」
が
出
現
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き
た
。
地
域

活
性
化
の
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
電
力
会
社
を
頂
点
と
す
る
従
来
の
市
場

構
造
を
転
換
す
る
試
み
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
き
た
。

今
後
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
流
れ
を
受
け
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
も
、
余
剰
電
力
や
安
い
電
力
を
蓄
電
し

て
高
い
時
に
売
る
な
ど
の
動
き
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

某
大
手
電
力
会
社
の
営
業
担
当
役
員
は
「
地
産
地
消
を

当
初
軽
視
し
て
い
た
が
、
事
業
が
あ
ち
こ
ち
で
立
ち
上
が

42017・１月号地域づくり 特集編
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る
に
つ
れ
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
言
う
。
電
力
対
分

散
型
と
い
う
構
図
は
崩
れ
、
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
波
及

効
果
は
限
り
な
く
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
２
０
１
６
年

度
予
算
で
総
務
省
の
Ｆ
Ｓ
事
業
（
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ

ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
事
業
）
は
約
３
億
円
。
経
産

省
の
地
産
地
消
事
業
（
地
産
地
消
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
面
的
利
用
等
推
進
事
業
）
に
は
２
０
１
６
年
度
45
億

円
、
２
０
１
７
年
度
は
10
億
円
増
の
55
億
円
を
計
上
し

た
。
そ
の
ま
ま
通
り
そ
う
な
勢
い
を
こ
の
事
業
に
感
じ
て

い
る
。

地
方
創
生
の
要
、福
島
復
興

　

総
務
省
の
仕
掛
け
た
日
本
版

「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」
を
、
経
産

省
は
実
用
化
に
向
け
膨
ら
ま
せ
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
６
年
目
を
迎
え
る
中
、
福
島

の
浜
通
り
を
新
エ
ネ
都
市
と
し
て

復
興
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
、
そ
の
核
と
な
る

福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
が
進
ん
で

い
る
。
東
北
・
福
島
の
復
興
を
示

し
つ
つ
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

４
地
域
実
証
の
成
果
を
初
め
て
実

際
に
使
う
こ
と
に
な
る
。
新
地
町
、

楢
葉
町
、
浪
江
町
、
相
馬
市
、
会

津
若
松
市
で
モ
デ
ル
創
出
を
図
る
。

　

福
島
関
連
で
も
う
ひ
と
つ
重
要

な
の
が
送
電
線
の
増
強
支
援
。
風

況
が
良
い
東
北
地
域
で
は
発
電
量

が
た
び
た
び
接
続
可
能
量
を
超
え

て
い
る
た
め
、
阿
武
隈
と
双
葉
エ

リ
ア
を
風
力
特
区
と
し
、
被
災
し

た
新
福
島
変
電
所
か
ら
東
電
管
内

へ
の
送
電
網
を
使
お
う
と
試
み
て

い
る
。
既
存
設
備
を
十
二
分
に
使
い
国
民
負
担
を
減
ら
し

な
が
ら
、
被
災
地
域
の
空
い
て
い
る
系
統
を
そ
っ
く
り
新

エ
ネ
に
入
れ
替
え
る
算
段
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
分
は
水
素
に
変
換
し

「
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス
」
を
構
築
す
る
。
た
だ
、
ド
イ

ツ
で
は
ガ
ス
化
し
メ
タ
ン
に
加
工
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

送
る
だ
け
で
な
く
、
液
化
し
た
水
素
や
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ア

ン
モ
ニ
ア
で
運
ぶ
と
い
っ
た
「
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
Ｘ
」
モ

デ
ル
も
出
て
き
て
い
る
。
福
島
で
も
同
様
に
、
①
製
造
で

は
水
電
解
装
置
②
流
通
で
は
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ト
等
に
よ

る
水
素
化
・
脱
水
素
化
技
術
や
液
化
水
素
輸
送
技
術
③
利

用
で
は
再
エ
ネ
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
や
水
素
混
焼
発

電
―
―
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
水
素
キ
ャ
リ
ア
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
用
す
る
計
画
だ
。
原
子
力
を
代
替
す
る
福
島
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
水
素
が
主
役
の
大
会
と
な
り
、
Ｃ
Ｏ

２
ゼ
ロ
の
聖
火
の
登
場
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

被
災
地
で
地
産
地
消
か
ら
水
素
ま
で
絡
め
た
脱
炭
素
社

会
が
実
現
す
れ
ば
、
日
本
中
ど
こ
で
も
取
り
組
め
る
可
能

性
が
あ
る
。
多
様
な
事
業
が
別
々
に
走
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
経
産
省
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
檜
舞
台
に
向
け
て
結
集
さ
せ
よ
う
と
い
う
壮
大

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
終
わ

り
で
は
な
い
。
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
は
昨
年
、
水
素

燃
料
電
池
の
国
際
会
議
で
、
現
在
誘
致
に
動
い
て
い
る

２
０
２
５
年
大
阪
万
博
で
は
そ
の
先
を
い
く
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
せ
た
い
と
語
っ
た
。
日
本
版
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム

を
骨
子
と
し
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
示
す
ス
テ
ッ
プ
が

着
々
と
揃
い
つ
つ
あ
る
。

地域づくり 特集編

エネルギー
インフラ

エネルギー
供給プラント

燃料工場 燃料材

ボイラー等 チップ⼯場等 林道整備〜間伐材搬出等熱供給管等

需要サイドのコスト要因

熱交換器、熱量計、建物内配管等

エネルギーの地産地消による大きな地域経済好循環の実現

供給サイドのコスト要因

利用設備

関係省庁タスクフォース
（総務省、資源エネルギー庁、林野庁、環境省等）

地域金融機関の
大きな融資需要の創造

全国各地で地域エネルギー事業化促進
プラットフォームの構築
・ 地域の様々な主体が連携した事業化促進の仕組み
〔都道府県、市町村、地域⾦融機関、経済団体等〕

・ 関係省庁の⽀援策等に係る情報共有

・省エネ・新エネの導入促進
・CO2排出量の削減

自治体主導の地域プロジェクトの推進の大きな効果

プロジェクト案の相談

各省庁関連施策の情報提供等
（地域の元気創造プラットフォームを活⽤）

・地域経済好循環の創出（地域⾦融機関の⼤きな融資需要の創造）
・林業やエネルギー関連雇用の創出
・住民への安定的な供給システム（為替変動の影響を受けにくい）

※国民負担の減少（送配電事業者の託送料への転嫁の減少）

地域におけるプロジェクト推進
の合意形成と住民や地域企業
などのエネルギー需要の集約

自治体の役割

最適なサプライチェーンの構築
⾦融機関の融資可能額調整

＋

関係省庁が
横串で集中⽀援

プロジェクト適地
での事業組成

総務省　自治体主導による地域エネルギーシステム検討会資料



◆◆  「
十
勝
」
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

◆
　
「
十
勝
」
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
す
る
広
域
行
政
区

域
の
総
称
で
、
帯
広
市
を
中
心
に
１
市
16
町
２
村
、
人

口
約
34
万
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
約

１
万
８
０
０
平
方
㌔
と
広
大
で
、
都
道
府
県
で
は
日
本
で

７
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
岐
阜
県
に
相
当
し
ま
す
。
夏
は

内
陸
部
で
35
度
以
上
の
猛
暑
日
を
記
録
し
ま
す
が
、
冬
は

マ
イ
ナ
ス
20
度
に
も
達
す
る
厳
し
い
寒
さ
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
年
間
を
通
じ
て
降
水
・
降
雪
量
が
少
な
く
、
全

国
で
も
有
数
の
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
特
に
冬
場

の
好
天
は
「
十
勝
晴
れ
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」

◆
　

十
勝
地
域
の
強
み
は
「
食
」
と
「
農
業
」
に
あ
り
ま

す
。
大
型
機
械
を
使
っ
た
効
率
的
な
大
規
模
農
業
は
、
食

料
自
給
率
と
し
て
約
１
２
５
０
％
、
実
に
年

間
４
３
２
万
人
分
の
食
料
を
供
給
で
き
る
能

力
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
よ
り
十
勝
地
域
で
は
、「
食
」
と

「
農
業
」
を
中
心
に
据
え
た
地
域
成
長
戦
略
と

し
て
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
掲
げ
、

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
に

対
し
て
、
地
域
の
強
み
を
武
器
に
地
域
自
ら
が

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、

と
い
う
理
念
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

　
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
旗
印
の
下
、

取
り
組
み
は
①
農
林
漁
業
を
成
長
産
業
に
す
る
②
食
の
価

値
を
創
出
す
る
③
十
勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
―
の
３
本
の

柱
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
融
和
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
現

在
当
地
域
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
多
量
に
賦ふ

そ
ん存

す

る
農
業
由
来
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
な
り
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
機
循
環

型
農
業
は
、
十
勝
の
農
畜
産
物
の
生
産
に
か
か
る
基
礎
的

な
価
値
を
高
め
、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
加
工
品
の
付
加

価
値
を
押
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活

用
し
た
地
域
産
業
の
循
環
モ
デ
ル
は
、
新
た
な
産
業
や
雇

用
の
創
出
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆◆  

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
選
定

◆
　

平
成
25
年
６
月
、
十
勝
地
域
19
市
町
村
は
、
関
係
７
府

省
が
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
戦
略
で
推
進
す
る
「
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
10
月
末

時
点
で
50
地
域
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
を
越

え
た
広
域
地
域
で
は
唯
一
の
選
定
事
例
と
な
り
ま
す
。
十

勝
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
施
策
隆
盛
の
転
機
と
な
る
出
来

事
で
し
た
。

　
「
十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
で
は
、「
豊
富
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
が
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」「
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
言
葉
に
、
①
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
Ｂ
Ｄ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
の
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

厄
介
も
の
が
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に

◆
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地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
十
勝
地
域
の
農
・
食
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
目
指
し
て
―

藤
原
　
諭

帯
広
市
産
業
連
携
室 北

海
道
十
勝
地
域

家
畜
排
せ
つ
物
由
来
の
バ
イ
オ
ガ
ス
で
熱
電
供
給

十勝全図

フードバレーとかちを構成する 3 本の柱

１



　

各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
で
と

り
わ
け
著
し
い

成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
も
の

が
、
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

大
規
模
酪
農

地
帯
で
あ
る
十

勝
で
は
、
旧
来

家
畜
排
せ
つ
物
を
良
質
堆
肥
化
し
、
農
地
へ
還
元
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
市
街
地

に
及
ぶ
臭
気
の
問
題
な
ど
、
適
切
な
糞
尿
処
理
の
必
要
性

に
も
迫
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

べ
く
、
近
年
家
畜
排
せ
つ
物
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
導
入
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
畜
の
排
せ
つ
物
な
ど
を
原
料
と
し
て
生
成
さ
れ
た
バ
イ

オ
ガ
ス
は
、
熱
利
用
や
発
電
の
燃
料
と
し
て
積
極
的
に
活
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ス
生
成
後
の
消
化
液
は
、
好
気
性
発

酵
後
の
堆
肥
と
比
べ
て
臭
気
を
８
分
の
１
～
16
分
の
１
程
度

ま
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
、
良
質
な
有
機
質
肥
料

と
し
て
畑
地
へ
の
利
用
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
選
定
後
４
年
間
で
、
13
基
の
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
新
た
に
建
造
さ
れ
る
な
ど
、
民
間

投
資
の
誘
発
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
【
事
例
①
　
鹿
追
町
︼

　

鹿
追
町
で
は
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
切
な
処
理
、
市
街
地

周
辺
の
環
境
改
善
、
生
ご
み
・
汚
泥
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
19
年
に
地
域

資
源
循
環
型
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
「
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
と
酪
農
家
で
利
用
組
合
を
設
立
し
、
原
料
と
な

る
家
畜
排
せ
つ
物
は
組
合
に
加
入
す
る
酪
農
家
か
ら
収
集

し
１
カ
所
で
処
理
す
る
集
中
型
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、
余
剰
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
さ
つ
ま
い
も
の
貯
蔵
、
マ
ン
ゴ
ー
の
栽

培
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
な
ど
を
行
い
、
新
た
な
地
域
特

産
品
も
創
出
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
か
ら
は
瓜
幕
地
区

で
、
３
千
頭
分
の
排
せ
つ
物
処
理
を
可
能
と
す
る
最
大
出

力
１
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
国
内
最
大
級
プ
ラ
ン
ト
も
本
格
稼

働
し
て
お
り
ま
す
。

　
【
事
例
②
　
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
】

　

士
幌
町
で
は
、
平
成
16
年
に
初
め
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
（
第
１
世
代
）
を
導
入
後
、
蓄
積
し
た
知
見
を
基
に
、

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
が
高
能
率
低
コ
ス
ト
個
別
型
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
第
２
世
代
）
を
整
備
し
、
排
せ
つ
物

処
理
作
業
の
適
正
化
、
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
消
化
液

の
有
効
利
用
、
売
電
に
よ
る
経
営
安
定
化
な
ど
プ
ラ
ン
ト

運
用
の
礎
を
構
築
し
ま
し
た
。
以
来
、
消
化
液
利
用
組
合

を
設
け
液
肥
の
広
域
高
度
利
用
を
可
能
と
し
た
第
３
世
代
、

プ
ラ
ン
ト
温
水
を
有
効
活
用
し
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
生
ん
だ
第
４
世
代
、
建
設
費
用
の
高
騰

や
電
力
会
社
の
系
統
連
系
制
約
に
対
応
す
る
共
同
型
の
第

５
世
代
（
建
設
中
）
と
、
そ
の
都
度
生
じ
る
地
域
課
題
に

対
応
し
た
プ
ラ
ン
ト
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
町
内
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
発
電
し
た
電
力
を
、
農
協
子
会
社
の
小
売
電
気
事
業
者

が
買
い
取
り
、
農
協
施
設
に
供
給
す
る
電
力
の
地
産
地
消

プ
ラ
ン
も
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

◆◆  

十
勝
の
農
・
食
・
エ
ネ
自
給
社
会
の

◆  

形
成
を
目
指
し
て

　

構
想
推
進
に
お
い
て
は
、
施
設
整
備
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
確
保
、
中
小
規
模
の
事
業
者
で
も
参
入
可
能
な
低
コ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
地
域
内
送
電
網
の
整
備
、
原
料

の
安
定
供
給
な
ど
、ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
想
で
は
平
成
29
年
度
を
中
間
年
と
位
置
づ
け
て

お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
今
一
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

直
す
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
年
間
発
電
量
の
う
ち
、
バ
イ

オ
マ
ス
が
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
１
・５
％
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
十
勝
が
バ
イ
オ
マ
ス
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
社
会
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
る
よ
う
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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◆◆  

循
環
型
森
林
経
営

◆
　

下
川
町
は
、
北
海
道
北
部
に
位
置
し
、
気
候
は
、
最
高

気
温
が
30
度
以
上
、
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
30
度
以
下

と
な
り
、
寒
暖
の
差
の
激
し
い
地
域
で
あ
る
。
面
積
は

６
万
４
４
２
０
㌶
と
、
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
を

有
し
、
そ
の
う
ち
約
９
割
が
森
林
で
あ
る
。

　

今
日
ま
で
続
く
下
川
町
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
は
、

昭
和
28
年
に
「
国
有
林
野
整
備
臨
時
措
置
法
」
に
基
づ
く
、

１
２
２
１
㌶
の
国
有
林
の
払
い
下
げ
が
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
40
～
50
㌶
を
植
え
、
不
足
す
る
年
は
国
有
林
と

分
収
林
契
約
を
交
わ
し
、
木
を
植
え
続
け
て
き
た
。
60
年

伐
期
と
し
た
場
合
、
３
０
０
０
㌶
あ
れ
ば
、
毎
年
50
㌶
の

伐
採
と
植
林
を
繰
り
返
せ
る
「
循
環
型
森
林
シ
ス
テ
ム
」

が
確
立
さ
れ
、
雇
用
の
場
の
確
保
や
地
元
製
材
工
場
へ
の

素
材
の
安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
と
考
え
た
。

　 
◆◆  
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
き
っ
か
け

◆

　

平
成
８
年
以
降
、
構
造
改
革
、
行
財
政
改
革
、
地
方
分

権
、
市
町
村
合
併
な
ど
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
地
域
経
済

環
境
は
、
農
林
産
物
が
価
格
低
迷
し
購
買
力
が
低
下
す
る

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、木
材
の
新
た
な
利
用
を
検
討
す
る
た
め
、

平
成
10
年
、
地
域
関
係
者
に
よ
り
下
川
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
会
（
比
較
優
位
・
競
争
優
位
の
産
業
を
基
軸
に
し
た

「
ブ
ド
ウ
の
房
＝
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
よ
う
に
関
連
す
る
産

業
の
形
成
効
果
の
経
済
実
践
論
）
が
発
足
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
下
川
町
の
木
材
を
町
内
の
製
材
工
場
で

加
工
し
、
町
内
の
工
務
店
が
建
設
す
る
モ
デ
ル
住
宅
の
建

設
や
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
制
度
の
取
得
、
ト
ド
マ
ツ
精
油
事

業
、
森
林
療
法
、
森
林
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
の
貨
幣
化
な
ど

様
々
な
活
動
を
検
討
・
実
践
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
つ
に

「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
」
が
あ
っ
た
。

◆◆  

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

◆
　

当
時
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
、

平
成
13
～
15
年
に
か
け
て
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
事
業
の
採
択
を
受
け
、

基
礎
調
査
を
行
っ
た
。

　

そ
の
調
査
を
基
に
平
成
17
年
３
月
、
北
海
道
で
初
め
て

公
共
の
温
泉
「
五
味
温
泉
」
に
１
８
０
㌔
㍗
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
。
そ
の
後
、
新
設
の
幼
児
セ
ン

タ
ー
や
農
業
用
育
苗
ハ
ウ
ス
、
熱
需
要
の
大
き
い
公
共
施

設
に
順
次
導
入
し
、
平
成
22
年
３
月
に
は
、
１
基
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
（
１
２
０
０
㌔
㍗
）
か
ら
複
数
の

施
設
に
熱
を
供
給
す
る
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
を
役
場
周

辺
施
設
に
導
入
し
た
。

2017・１月号 8地域づくり 特集編

特 集

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
森
林
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
へ
―

高
橋
　
祐
二

下
川
町
森
林
総
合
産
業
推
進
課

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
戦
略
室　

室
長 北

海
道
下
川
町

２

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
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に
熱
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下川町位置図



　

そ
の
後
、
一
の
橋
地
区
の
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
、
町
内
の

小
中
学
校
や
病
院
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
現
在
、
11
基
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

か
ら
30
の
公
共
施
設
に
熱
を
供
給
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
全
体
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
約
６

割
を
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
で
賄
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

度
の
導
入
施
設
全
体
の
燃
料
コ
ス
ト
削
減
効
果
額
は
約

１
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
こ
の
削
減
効
果
額
を
基
金

に
積
み
立
て
、
半
分
を
将
来
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
更
新
費
用
と
し
、
残
り
の
半
分
を
新
た
な
子
育
て

支
援
と
し
て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
料
の
１
割
軽
減
、
学

校
給
食
費
の
２
割
補
助
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
な

ど
の
財
源
の
一
部
に
充
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

　

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
重
要
な
の

が
、
原
料
供
給
体
制
で
あ
る
。
当
初
は
、
集
成
材
工
場
の

未
利
用
材
を
利
用
し
て
い
た
が
、
利
用
量
に
限
り
が
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
が
移
動
チ
ッ
パ
ー
機
等
を

整
備
し
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
協
同
組
合
を
組
織
、

町
有
林
内
の
未
利
用
材
等
を
利
用
し
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

◆◆  

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
併
給
事
業
に
向
け
て

◆
　

下
川
町
は
平
成
23
年
の
国
の
環
境
未
来
都
市
の
選
定
を

契
機
に
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
」
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

　

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
目
指
す
意
義
・
目
的
は
、
地

域
の
未
利
用
の
森
林
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ

る
林
業
・
林
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
、エ
ネ
ル
ギ
ー

購
入
費
（
約
13
億
円
）
を
内
部
循
環
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
災
害
時
で
も
安
定
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
よ
る
町
民
の
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
等
で
あ
る
。

　

下
川
町
は
、
世
帯
の
約
８
割
が
居
住
す
る
市
街
地
約

２
０
０
㌶
に
お
け
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
地
域
熱
電
併
給
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
目
指
し
、
総
務
省
の
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

事
業
の
支
援
を
受
け
て
将
来
構
想
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

を
策
定
し
た
。

　

本
構
想
は
、
市
街
地
全
体
へ
の
熱
供
給
を
視
野
に
、
初

期
段
階
で
は
熱
需
要
の
大
き
い
市
街
地
中
心
部
の
公
共
施

設
等
へ
の
導
入
を
目
指
し
て
、
熱
供
給
導
管
の
本
管
を
整

備
し
、
新
た
に
設
置
す
る
熱
電
併
給
プ
ラ
ン
ト
と
既
設
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
協
調
運

転
を
行
い
な
が
ら
熱
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
電
力
は
固

定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
利
用
し
て
電
力
会
社
へ

売
電
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
熱
電
供
給
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
特
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
20
世
紀
初
頭
か
ら
地
域

熱
供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
、
首
都
の
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
は
人
口
カ
バ
ー
率
99
％
で
地
域
熱
供
給
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。

　

本
年
度
、
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
等
の
ご
協
力
の
も
と
、

デ
ン
マ
ー
ク
技
術
者
に
よ
り
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る

と
と
も
に
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
料
供
給
体
制
構
築
に
向

け
協
議
会
の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

◆◆  

全
国
山
村
地
域
の
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て

◆
　

森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
し
て
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
だ
が
、有
効
利
用
方
法
と
し
て
は
、

柱
な
ど
住
宅
部
材
や
紙
な
ど
の
利
用
を
優
先
し
、
燃
料
と

し
て
の
利
用
は
最
後
で
あ
る
と
思
う
。

　

長
年
に
わ
た
る
循
環
型
森
林
経
営
を
基
盤
と
し
、
資
源

造
成
を
行
っ
て
き
た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
な
利
活

用
を
地
域
住
民
・
企
業
、
さ
ら
に
は
都
市
企
業
と
協
働
・

連
携
し
な
が
ら
実
践
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
経
済

の
活
性
化
、新
た
な
産
業
創
造
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
、

住
民
の
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
、
関
係
機
関
の

協
力
や
支
援
を
得
て
、
全
国
山
村
地
域
の
地
方
創
生
モ
デ

ル
と
し
て
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

地
熱
発
電
の
ふ
る
さ
と
、
八
幡
平
市

◆
　

岩
手
県
八
幡
平
市
に
は
、
１
９
６
６
年
、
日
本
で
初
め

て
商
業
ベ
ー
ス
で
の
操
業
を
開
始
し
た
松
川
地
熱
発
電
所

が
あ
り
ま
す
。
今
年
（
２
０
１
６
年
）
は
開
業
50
周
年
目

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
日
本
機
械
遺
産
へ
の

登
録
や
地
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
八
幡
平
の
開
催
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
直
さ
れ
る
中
で
、
改
め
て
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
２
０
１
８
年
稼
働
予
定
の
地
熱
発
電

所
が
１
つ
、
現
在
も
開
発
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
が
数
カ

所
あ
る
な
ど
、
八
幡
平
市
は
地
熱
資
源
豊
富
な
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
に
て
、
企
業
組
合
八
幡
平
地
熱
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
す
る
農
場
「
ジ
オ
フ
ァ
ー
ム
」
で

は
隣
接
す
る
八
幡
平
南
温
泉
旭
日
之
湯
か
ら
の
温
泉
熱
を

利
用
し
、
馬
ふ
ん
堆
肥
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
生
産
・
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  「
馬
」
を
何
と
か
し
た
い
！
か
ら
始
ま
っ
た

◆
　

な
ぜ
、地
熱
を
使
っ
て
「
馬
ふ
ん
堆
肥
」
と
「
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
」な
の
か
？
そ
の
理
由
は
代
表
で
あ
る
私
自
身
が
、

ず
っ
と
馬
と
関
わ
る
仕
事
を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
学
生

時
代
か
ら
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
通
い
、
障
害
飛
越
の
競
技
に
出

場
し
、
卒
業
後
も
栃
木
県
、
北
海
道
と
移
住
を
し
な
が
ら
、

競
走
馬
の
育
成
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
知
人
の
牧
場
の
あ
る
岩
手
県

八
幡
平
市
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で
も
馬
の
飼
育
管
理
・
調

教
を
し
て
き
ま
し
た
。
馬
の
飼
育
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

と
と
も
に
、
本
来
の
馬
の
寿
命
は
20
～
30
年
。
年
間
生
産

さ
れ
る
競
走
馬
は
７
千
頭
で
す
が
、
寿
命
を
全
う
で
き
る

馬
は
ご
く
一
部
で
、
自
分
の
仲
間
の
馬
関
係
者
も
こ
の
現

実
に
心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
先
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
を
何
と
か
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
馬
の
エ
サ
代
に
な
れ
ば
と
、
馬
ふ
ん
堆
肥
の

販
売
を
始
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
人
か
ら
「
馬
ふ
ん

は
一
番
い
い
堆
肥
な
ん
だ
よ
」
と
の
声
を
頂
き
、「
そ
ん

な
に
い
い
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
は
か
つ
て
、
名
駒
、
南
部
馬
の
産
地
と
し
て
、

軍
馬
や
農
耕
馬
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
も
50

年
ほ
ど
前
ま
で
自
宅
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
家
が
多
く
、
地

元
の
方
は
皆
さ
ん
、
馬
へ
の
愛
着
、
馬
ふ
ん
堆
肥
の
良
さ

を
知
っ
て
い
た
の
で
す
。

◆◆  

地
熱
を
使
っ
て
安
定
発
酵

◆
　

こ
こ
か
ら
馬
ふ
ん
堆
肥
を
商
品
化
す
る
こ
と
で
、
馬
の

一
生
の
育
成
費
を
稼
い
で
い
け
る
仕
組
み
が
作
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
馬
ふ
ん
を
堆

肥
化
す
る
た
め
の
発
酵
温
度
は
70
度
。
八
幡
平
市
の
冬
の

最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
10
度
近
く
な
る
た
め
、
冬
場
の
安
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定
発
酵
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
安
定
し
た
温
度
を
確
保
す
る

た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
が
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
補
助
事

業
で
あ
る「
地
熱
開
発
理
解
促
進
関
連
事
業
支
援
補
助
金
」

を
利
用
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
、
温
泉
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
ハ

ラ
シ
ョ
ー
の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
後
に
私
を
含
め
た

５
人
の
新
規
就
農
者
と
２
個
人
、
株
式
会
社
ハ
ラ
シ
ョ
ー

を
含
め
た
７
人
プ
ラ
ス
１
法
人
の
形
態
で
、「
企
業
組
合　

八
幡
平
地
熱
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

こ
の
組
合
が
運
営
す
る
農
場
名
が
「
ジ
オ
フ
ァ
ー
ム
・

八
幡
平
」
で
あ
り
、
隣
接
す
る
旭
日
之
湯
と
い
う
温
泉
施

設
か
ら
、
温
泉
熱
で
熱
交
換
し
た
温
水
を
堆
肥
舎
へ
引
き

込
み
、
そ
の
お
湯
で
温
風
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
堆
肥
の

発
酵
を
促
進
さ
せ
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

う
ま
い
農
産
物
「
八
幡
平
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」

◆
　

ジ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
は
馬
ふ
ん
堆
肥
だ
け
で
な
く
、
馬
由

来
の
農
産
物
と
し
て
、「
八
幡
平
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
稲
わ

ら
、
麦
わ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
た
馬
の
敷
料
と
馬
ふ
ん
か
ら

な
る
馬
厩
肥
か
ら
自
然
発
生
し
た
き
の
こ
で
あ
り
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
馬
と
密
接
な
作
物
で
す
。

　

そ
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
栽
培
に
も
こ
の
熱
水
利
用
の

仕
組
み
を
使
用
し
て
お
り
、
４
棟
の
栽
培
ハ
ウ
ス
は
冬
場

で
も
13
度
か
ら
23
度
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

八
幡
平
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
は
食
味
と
食
感

の
良
さ
が
特
徴
で
す

が
、
こ
れ
に
は
地
元
の

水
の
良
さ
が
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ジ
オ
フ
ァ
ー
ム
は
旭
日

之
湯
の
湧
水
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
近
隣
に

は
「
金
沢
清
水
」
と
い

う
日
本
の
名
水
１
０
０

選
に
選
ば
れ
た
湧
水
も

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ジ
オ
フ
ァ
ー

ム
で
は
輸
入
さ
れ
た
菌

床
培
地
に
よ
る
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
試
験
的
に
盛
岡
競
馬
場
か
ら
の
馬
厩

肥
に
よ
る
培
地
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
元
の
馬
か
ら
の
資
源
を
活
用
し
た
、
農
産
物
の

生
産
を
確
立
し
、
よ
り
馬
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆  

肥
や
し
で
つ
な
が
る
生
産
者
・
消
費
者

◆
　

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
生
産
後
の
培
地
は
、
１
カ
月
堆
積
す

る
こ
と
に
よ
り
、堆
肥
化
さ
れ
「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
堆
肥
」

が
で
き
ま
す
。
こ
の
堆
肥
も
肥
料
成
分
と
し
て
は
優
れ
て

お
り
、
芝
生
や
稲
、
麦
な
ど
の
肥
料
と
し
て
適
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
耕
作

放
棄
地
や
活
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
牧
野
な
ど
を
、
馬
を
放

牧
す
る
こ
と
で
保
全
し
、
そ
の
風
景
を
見
に
来
ら
れ
る

方
々
を
増
や
し
、
ま
た
、
そ
の
馬
た
ち
か
ら
出
る
「
馬
ふ

ん
」
も
、
地
熱
活
用
に
よ
り
、
安
定
的
に
馬
ふ
ん
堆
肥
や

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
堆
肥
に
し
て
、
そ
の
堆
肥
を
近
隣
、
さ

ら
に
は
全
国
の
農
家
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ジ

オ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
、「
馬
ふ
ん
堆
肥
野

菜
」「
ウ
マ
い
野
菜
！
」
が
生
産
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
野
菜
を
販
売
・

認
知
し
て
頂
け
る
よ
う
事
業
展
開
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ

り
広
く
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
方
々
と
馬
ふ
ん
堆
肥
を
通

し
て
、
繋
が
っ
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
人
と
馬
と
の
関
係
は
、
競
馬
や
レ
ジ
ャ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
乗
馬
と
し
て
の
み
で
す
が
、
こ
う
し
て

誰
も
が
必
要
な
「
食
」
に
も
馬
が
関
わ
る
こ
と
で
、
地
方

の
よ
い
環
境
の
中
で
経
済
的
に
も
馬
が
自
立
で
き
る
仕
組

み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◆◆  

福
島
県
内
屈
指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

◆
　

天
栄
村
は
、
福
島
県
の
中
通
り
と
呼
ば
れ
る
地
方
の
南

部
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
分
水
嶺

を
な
す
鳳
坂
峠
が
あ
り
、
こ
れ
を
境
に
、
東
部
は
降
雪
の

少
な
い
太
平
洋
側
の
気
候
で
阿
武
隈
川
支
流
の
釈
迦
堂
川

と
竜
田
川
沿
い
に
肥
沃
な
耕
地
が
拓
け
た
農
村
地
帯
で
、

天
栄
村
の
農
産
物
３
大
ブ
ラ
ン
ド
「
天
栄
米
」「
天
栄
長

ネ
ギ
」「
天
栄
ヤ
ー
コ
ン
」
の
産
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

西
部
は
、
冬
期
間
最
大
積
雪
２
㍍
に
も
及
ぶ
日
本
海
側

の
気
候
で
、
大
白
森
山
、
小
白
森
山
、
二
岐
山
な
ど
の
標

高
１
５
０
０
㍍
以
上
の
急
峻
な
山
岳
地
帯
が
続
き
、ま
た
、

二
岐
川
の
渓
谷
、
羽
鳥
湖
周
辺
の
高
原
な
ど
変
化
に
富
ん

だ
景
観
が
特
徴
で
、
こ
の
地
域
の
大
半
が
大
川
羽
鳥
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
岩
瀬
湯
本
・
二
岐

温
泉
な
ど
の
温
泉
地
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ

ル
フ
場
、別
荘
地
な
ど
を
有
す
る
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も
あ
り
、

福
島
県
内
で
も
屈
指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
及
び

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
に
よ
る
影
響
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
被
害
払
拭
に
向

け
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
栄
村
の
農
産
物
３
大
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
、
天
栄
米

は
、
天
栄
村
の
山
々
か
ら
流
れ
る
清
冽
で
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
水
と
、
肥
沃
な
大
地
が
育
ん
だ
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
。
米

の
安
全
性
や
良
食
味
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
創
意

工
夫
を
行
い
品
質
向
上
に
努
め
て
き
た
結
果
、
平
成
20
年

の
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
に
お

い
て
金
賞
を
受
賞
し
て
以
降
、
８
年
連
続
金
賞
に
輝
き
続

け
て
お
り
ま
す
。

　

天
栄
ヤ
ー
コ
ン
は
、
南
米
ア
ン
デ
ス
高
地
原
産
の
多
年

生
キ
ク
科
の
作
物
で
、
瑞
々
し
さ
が
特
徴
の
根
菜
類
で
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と
ほ
の
か
な
甘
さ
が
特
徴
で

す
。
炒
め
て
作
る
き
ん
ぴ
ら
、
生
食
に
も
適
し
て
お
り
、

漬
け
物
や
サ
ラ
ダ
で
も
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
低
カ

ロ
リ
ー
天
然
の
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
と
食
物
繊
維
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
た
現
代
日
本

人
の
た
め
の
野
菜
で
も
あ
り
ま
す
。

　

天
栄
長
ね
ぎ
は
有
機
肥
料
に
こ
だ
わ
り
、
堆
肥
を
利
用

し
た
土
づ
く
り
か
ら
生
産
・
出
荷
ま
で
組
合
員
が
一
貫
し

丹
誠
込
め
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
薬
飛
散
防

止
の
た
め
、
栽
培
地
の
集
約
を
行
う
な
ど
徹
底
し
た
生
産

管
理
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
生
で
良
し
、焼
い
て
良
し
、

煮
て
も
良
し
、
天
栄
村
が
誇
る
味
で
す
。

◆◆  

風
力
発
電
施
設
の
導
入
経
緯

◆
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天
栄
村
は
、
平
成
７
年
当
時
、
高
齢
化
・
少
子
化
そ
し

て
若
者
の
村
外
流
出
に
悩
ま
さ
れ
、
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
村
内
温
泉

郷
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
村
営
ス
キ
ー
場
の
整
備
に
着

手
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ペ
ア
リ
フ
ト
１
基
と
い
う
小
規

模
で
あ
る
こ
と
や
、
他
の
ス
キ
ー
場
と
の
差
別
化
を
図
る

必
要
な
ど
か
ら
、
村
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル

的
な
風
車
に
よ
る
風
力
発
電
で
村
営
ス
キ
ー
場
の
電
力
を

ま
か
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
建
設
に
向
け

た
調
査
の
過
程
で
、
計
画
予
定
地
が
風
力
発
電
の
適
地
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
そ
こ
で
、
単
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
風

車
を
建
て
る
の
で
は
な
く
、
事
業
と
し
て
風
力
発
電
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
合
計
４
基
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
風
力
発
電
事
業
は
、
平
成
10
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
「
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
総
事
業

費
の
50
％
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
12

年
12
月
に
天
栄
村
風
力
発
電
所
の
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
同
発
電
所
は
、
内
陸
山
岳
部
に
導
入
さ
れ
た
国
内
初

の
風
力
発
電
所
で
、
オ
ラ
ン
ダLA

GER
W

EY

製
出
力

７
５
０
㌔
㍗
の
風
車
４
基
に
よ
る
合
計
３
０
０
０
㌔
㍗
の

発
電
能
力
を
持
ち
、
年
間
約
５
０
０
万
㌔
㍗
時
前
後
を
発

電
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

売
電
で
黒
字
の
発
電
事
業

◆
　

天
栄
村
の
風
力
発
電
事
業
は
、
建
設
費
用
の
村
負
担
分

を
無
借
金
で
賄
っ
た
点
が
特
徴
で
す
。

　

山
間
部
の
風
力
発
電
所
建
設
で
は
、
風
車
本
体
の
費
用

以
外
に
も
発
電
所
建
設
地
へ
の
道

路
敷
設
や
電
力
会
社
の
送
電
線
に

接
続
す
る
高
圧
送
電
線
の
敷
設
な

ど
、
大
き
な
費
用
が
か
か
る
工
事

を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
事
業

費
を
賄
う
た
め
に
村
の
借
金
と
な

る
地
方
債
を
発
行
し
な
か
っ
た
こ

と
で
将
来
的
な
利
息
負
担
が
な
く
、

風
力
発
電
事
業
に
よ
る
収
入
は
全

て
村
の
歳
入
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

村
営
の
４
基
の
風
車
は
概
ね
順

調
に
稼
働
し
て
お
り
、
東
北
電
力

に
１
０
０
％
の
売
電
を
し
、
そ
の

収
益
を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る

と
と
も
に
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
止

ま
ら
ず
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

と
導
入
を
進
め
地
域
産
業
の
活
性
化
に
努
め
る
べ
く
「
天

栄
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
の
た
め
の
基
金
と
し
て
年
間
５
０
０
万
円
前
後
を
積
み

立
て
て
い
ま
す
。
基
金
は
、
落
雷
に
よ
る
風
車
破
損
な
ど

予
期
せ
ぬ
事
故
や
発
電
設
備
の
故
障
、
ま
た
、
撤
去
す
る

際
の
費
用
に
充
て
る
予
定
で
す
。

　

風
力
発
電
事
業
は
黒
字
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
し
て
、

平
成
28
年
度
当
初
の
時
点
で
累
計
約
９
憶
円
の
売
電
収
入

が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

特
徴
的
な
取
り
組
み
事
例
や
抱
え
る
課
題

◆
　

村
営
風
車
は
運
転
開
始
か
ら
16
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
近
年
は
16
年
稼
働
に
よ
る
経
年
劣
化
に
伴
い
部

品
等
の
消
耗
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
部
品
を
新
品
に
交

換
し
て
も
他
の
古
い
部
品
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
防
ぎ
よ
う
の
な
い
課
題
に
頭
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。
故
障
等
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
修
繕
費
や
部
品
費

も
増
え
る
た
め
、
今
後
は
維
持
管
理
の
強
化
や
自
主
保
全

へ
の
努
力
が
よ
り
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
風
力
発
電
稼
働
に
は
電
気
主
任
技
術
者
の
存
在

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
電
気
主
任
技
術

者
が
今
後
も
継
続
し
て
従
事
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
継
者
の
確
保
に
お
い
て
も
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
近
年
で
は
風
で

起
こ
し
た
電
気
で
水
素
を
取
り
出
し
、
そ
の
水
素
を
燃
料

電
池
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
え
熱
や

電
気
を
安
定
的
に
得
る
と
い
っ
た
新
し
い
発
電
方
法
が
注

目
さ
れ
て
お
り
、
天
栄
村
で
も
今
後
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
も
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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◆◆  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
営
利
事
業
会
社
の
設
立

◆
　

飯
田
市
は
環
境
文
化
都
市
実
現
に
向
け
て
太
陽
光
発
電

設
置
の
た
め
補
助
金
を
出
す
な
ど
、
そ
の
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
南
信
州
は
日
射
量
が
豊
富
で
あ

り
、
半
世
紀
前
か
ら
太
陽
熱
を
利
用
し
た
温
水
器
が
普
及

し
て
き
た
背
景
な
ど
も
あ
り
、
地
の
利
を
生
か
し
て
寄
付
型

に
よ
る
太
陽
光

市
民
共
同
発
電

所
（
お
ひ
さ
ま

発
電
所
）
設
置

の
取
り
組
み
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南

信
州
お
ひ
さ
ま

進
歩
が
始
め
ま

し
た
。
そ
の
第
１

号
が
２
０
０
４

年
５
月
、
飯
田

市
内
の
私
立
明

星
保
育
園
に
３

㌔
ワ
ッ
ト
の
規
模
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

同
年
、
環
境
省
が
募
集
し
た
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環

の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
（
ま
ほ
ろ
ば
事
業
）」
に
飯
田
市
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
信
州
お
ひ

さ
ま
進
歩
を
母
体
に
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
限
会

社
（
現
在
は
株
式
会
社
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
会

社
は
ま
ほ
ろ
ば
事
業
の
目
的
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
を
図
り
な
が
ら
経
済
的
な
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
、

設
備
投
資
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
市
民
出
資
で
調
達
し

て
、
運
用
の
中
で
得
ら
れ
る
収
益
な
ど
を
分
配
す
る
予
定

で
、
有
限
会
社
と
い
う
組
織
に
し
ま
し
た
。

◆◆  

市
民
が
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
と
省

◆
　

前
述
し
た
通
り
設
備
資
金
調
達
の
た
め
に
、
総
額

２
億
１
５
０
万
円
の
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
。

匿
名
組
合
契
約
に
よ
る
市
民
か
ら
の
出
資
を
募
り
、
飯
田

市
内
で
太
陽
光
発
電
事
業
や
省
エ
ネ
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
事
業
は
、
２
０
０
５
〜
６
年
に
か
け
て
飯
田
市

内
で
約
70
件
の
省
エ
ネ
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
の
大
き
い
と
こ
ろ
か
ら
小
さ
い
と
こ
ろ
ま
で
、

公
民
合
わ
せ
て
12
カ
所
の
事
業
所
で
空
調
や
照
明
の
改
善

な
ど
の
工
事
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
５
年
３
月
に
は
市
内
の
保
育
園
や
公
民
館
な
ど

公
的
な
施
設
37
カ
所
に
、
合
計
２
０
５
㌔
㍗
の
お
ひ
さ
ま

発
電
所
を
設
置
し
、
既
設
の
明
星
保
育
園
の
設
備
運
用
も

担
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

図
表
１
で
示
し
た
こ
の
事
業
が
成
功
し
つ
つ
あ
る
大
き
な

要
因
は
、
飯
田
市
が
保
育
園
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
財
産

で
あ
る
屋
根
の
目
的
外
使
用
を
、
自
治
体
と
し
て
前
例
の
な

い
20
年
間
と
い
う
長
期
に
亘
っ
て
無
償
で
許
可
し
、
発
電
し

た
全
て
を
買
い
取
る
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
出
資
者
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
を
活
用
し
た
仕
組
み
で
す

が
、
飯
田
版
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
全

量
固
定
価
格
買
取
制
度
）が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ば
事
業
に
引
き
続
き
新
た
な
フ
ァ
ン
ド
を
組
成

し
て
、
南
信
州
全
域
の
公
民
の
施
設
に
同
様
の
仕
組
み
で

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
。
そ
の
規
模
は
２
０
０
９
年
度

ま
で
に
１
６
３
カ
所
、
１
３
０
０
㌔
㍗
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
力
（
お
金
）
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

電
気
を
「
創
る
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
「
省
く
」
事

業
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
お
金
が
温
暖
化
防
止
の
役
に
立
ち
次
世
代
の
た

め
に
な
る
こ
と
や
、
ど
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
る
の
か
を
理
解

し
た
う
え
で
出
資
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
意
志
あ
る
お

金
の
使
い
方
（
お
金
の
見
え
る
化
）
と
い
え
ま
す
。
社
会
の

課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
お
金
の
流
れ
と
も
い
え
ま
す
。

◆◆  

新
た
な
制
度
等
を
活
用
し
た
仕
組
み
の
開
発

◆
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２
０
０
９
年
、
国
は
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
固
定
価

格
買
取
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
は
設
置
価

格
が
ま
だ
ま
だ
高
額
で
あ
り
、
導
入
費
用
の
回
収
が
長
く

か
か
っ
た
も
の
を
、
余
剰
電
力
を
高
い
価
格
で
買
い
取
る

こ
と
で
、
こ
の
期
間
を
短
く
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
制
度
を
利
用
し
て
２
０
０
９
年
度
に

「
お
ひ
さ
ま
０
円
シ
ス
テ
ム
」
を
、
飯
田
市
役
所
や
飯
田

信
用
金
庫
と
協
働
で
開
発
し
ま
し
た
。

　

住
宅
の
屋
根
を
借
り
て
設
備
を
設
置
し
、
そ
の
家
庭
に

発
電
し
た
電
気
を
一
定
期
間
定
額
で
買
い
取
っ
て
も
ら
う

も
の
で
、
市
民
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。余
剰
電
力
に
よ
る
売
電
量
を
増
や
そ
う
と
、

省
エ
ネ
の
動
機
付
け
に
な
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
７
月
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
地

域
の
事
業
所
や
工
場
の
屋
根
、
未
利
用
に
な
っ
て
い
て
今

後
も
利
用
が
難
し
い
土
地
な
ど
を
借
り
て
、
数
十
㌔
㍗
程

度
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
合
計
で
千
㌔
㍗
設
置
す
る
「
メ

ガ
さ
ん
ぽ
お
ひ
さ
ま
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度
か
ら
４
年
間
で
64
カ
所
、

４
９
６
０
㌔
㍗
の
設
備
を
設
置
、
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
資
金
は
、
市
民
出
資
と
地
域

金
融
機
関
の
融
資
で
調
達
し
ま
し
た
（
図
表
２
）。

　

飯
田
市
は
こ
の
間
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
の
も
の

と
し
て
、
地
域
環
境
権
を
認
め
た
「
飯
田
市
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆◆  

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
て

◆
　

南
信
州
は
南
と
中
央
、
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
た

地
域
で
、
森
林
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を

利
活
用
し
て
熱
や
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
や
、
標
高
差

が
大
き
く
山
地
の
保
水
力
に
優
れ
る
地
の
利
を
活
か
し
て

小
水
力
発
電
事
業
の
実
施
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
は
実
現
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
を
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
そ
の
収
益
が
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
弊
社
事
業
を
分
析
し
た
図
表
３

か
ら
も
明
ら
か
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

30
年
後
、
50
年
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
を
描
き
、
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩

進
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

食
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
は
、
地
域

に
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
、
地
域
の
自
立
に

繋
が
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
。
地
域
に
、
自

然
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
地
域
の
共
有
財

産
で
す
。
地
域
社
会
は

そ
こ
に
住
む
人
が
創
る

べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。
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ファンド名 募集金額 募集期間 応募額 事業実績

①南信州おひさまファンド 2億150万円 05年2月～5月 2億150万円 38ヶ所
208kW （省エネ）

②温暖化防止おひさまファンド
4億6,200万円 07年11月～

08年12月

4億3,430万円
（信金借入5千万円

）

92ヶ所 771kW
（省エネ・バイオマス）

③おひさまファンド2009 7,520万円 09年6月～9月 7,520万円 32ヶ所 300kW

飯田信用金庫から全額調達 （4,450万円） （10年3月） （4,450万円） 26ヶ所 86kW

④信州・結いの国おひさまファンド 1億円 10年10月～
11年1月 4,790万円 22ヶ所 73kW

（グリーン熱証書）

⑤信州・結いの国おひさまファンドⅡ 8,100万円 11年10月～12月 8,100万円 43ヶ所 166kW

⑥地域MEGAおひさまファンド 4億円 12年8月～
13年2月

3億3,590万円
（信金借入1.2億円）

0円 14ヶ所 57kW
メガ 20ヵ所 1016kW

⑦おひさまファンド７ 3億5,000万円 13年10月～
14月2月

3億2,790万円
（金機借入1.3億円）

0円 7ヶ所 39kW
メガ 13ヶ所 943kW

⑧信濃の国おひさまファンド 2億3,500万円
14年11月～

15年2月

1億2,190万円
（金機借入1.3億円）

メガ 19ヶ所 680kW
マイホーム 11ヶ所 67kW

⑨みんなとおひさまファンド 5億円
15年9月～

16年2月

2億8970万円
（金機借入6億円）

メガ 12ヶ所 2287kW
0円 3ヶ所 217kW

➉テントウムシおひさまファンド 1億2300万円
16年10月～

17年1月予定

合計 25億2770万円 １９億2250万円
（金機借入10.7億円）

352ヶ所 6,904kW 
(再投資先 45ヶ所1064kW)

図表２　おひさま事業のファンド募集や金融機関からの資金調達と事業実績

立命館大学 ラウパッハ・スミヤ ヨーク氏 京都大学 中山 琢夫氏 共同研究データより

２０３０年
１７.７億円

図表３

保
育
園

・

公
民
館

・

児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど太陽光発電によ

って発生した電
力の料金を
おひさま進歩エ
ネルギーに支払
います。

電力の供給

パートナーシップ
・公共的施設の屋根を提供
・発電した電気の相当額を
授受する等の契約締結

中
部
電
力

余剰電力は
売電します

環境省（飯田市経由）補助金
システム設置費の2/3

市民出資
1口

10万円

市
民
・
法
人
・
み
な
さ
ま

(出資者)

利益分配金

(事業主体)

10年以上前、南信州飯田で、屋根な
どの貸借、しかも固定価格全量売買
電による太陽光発電事業がスタート。

お
ひ
さ
ま
進
歩

エ
ネ
ル
ギ
ー

おひさま進歩
エネルギー
が設置

売電の支払を
受け取ります

市民出資
1口

50万円

飯田市

☺

グリーン電力販売

グリーン電力販売収入

おひさま発電所の仕組み

利益分配金

環境付加価値

RPS法の活用図表１
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◆◆  

て
ん
と
う
む
し
１
号
か
ら

◆  

コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
へ

　

京
都
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
を
目
前
に
し
た
１
９
９
７
年
６

月
、
滋
賀
県
湖
南
市
に
あ
る
（
株
）
な
ん
て
ん
共
働
サ
ー

ビ
ス
の
屋
根
に
、
事
業
型
と
し
て
は
日
本
初
の
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
市
民
共
同
発
電
所
「
て
ん
と
う
む
し

１
号
」
が
設
置
さ
れ
た
。「
て
ん
と
う
む
し
」
命
名
に
込

め
ら
れ
た
思
い
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電

に
よ
る
安
心
・
安

全
な
電
気
に
よ
っ

て
地
域
を
明
る
く

照
ら
そ
う
、
そ
し

て
そ
の
て
ん
と
う

む
し
が
全
国
各
地

に
散
ら
ば
っ
て
行

き
ま
す
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
「
て
ん
と
う
む
し
１
号
」
か
ら
14
年
、
湖
南
市
で

も
「
緑
の
分
権
改
革
」
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

内
の
食
・
特
産
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
福
祉
を
つ
な
げ
、
人

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
お
金
を
循
環
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
湖
南
市
の
食
・
特
産
品
は
弥
平
ト

ウ
ガ
ラ
シ
や
下
田
ナ
ス
な
ど
の
地
元
野
菜
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
実
績
の
あ
る
市
民
共
同
発
電
所
、
福
祉
も
全
国
的
に
有

名
な
生
の
芸
術
、
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
そ
の
中
身
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
緑
の
分
権
改
革
」

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
働
き

や
暮
ら
し
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
た
。

◆◆  

コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
の
成
果
と
限
界

◆
　

２
０
１
２
年
６
月
、「
緑
の
分
権
改
革
」
事
業
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
門
を
担
う
も
の
と
し
て
「
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発

電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
湖
南

市
役
所
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
が
置
か
れ
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
市
民
共
同
発
電
所
の
設
置
を
中
心
と
し
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
福

島
原
発
事
故
後
に
始
ま
っ
た
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度

も
追
い
風
に
な
っ
て
、コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
初
号
機
、

弐
号
機
が
立
ち
上
が
っ
た
。
湖
南
市
議
会
で
は
こ
の
取
り

組
み
を
後
押
し
す
る
形
で
、
日
本
初
の
「
湖
南
市
地
域
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
、
市
民

共
同
発
電
所
の
元
本
償
還
・
収
益
配
当
に
湖
南
市
商
工
会

が
発
行
す
る
「
こ
な
ん
商
品
券
」（
地
域
商
品
券
）
が
配

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
商
品
券
で
、
地
元
商
店
や

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
や
福
祉
施
設
が
運
営
す
る
カ
レ
ー

店
で
の
食
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
誇
れ
る
も
の
も
あ
っ
た

が
、
前
述
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
す
れ
ば
や
や
不
十
分
な
ま

ま
で
あ
っ
た
。
地
域
商
品
券
を
通
し
て
、
福
祉
と
の
間
接

的
な
つ
な
が
り
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
機
会
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

◆◆  

空
中
栽
培
と
イ
モ
発
電
と
の
出
会
い

◆
　

２
０
１
３
年
12
月
、
市
民
連
続
講
座
の
講
師
と
し
て
、
近

畿
大
学
生
物
理
工
学
部
の
鈴
木
教
授
が
湖
南
市
役
所
に
来

ら
れ
、
地
球
温
暖
化
や
酸
素
欠
乏
の
危
機
的
状
況
を
救
う

の
は
、
栽
培
が
容
易
で
連
作
可
能
な
サ
ツ
マ
イ
モ
し
か
な
い

と
力
説
さ
れ
た
。
ま
た
、空
中
栽
培
と
い
う
方
法
を
使
え
ば
、

さ
ら
に
多
量
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
生
育
で
き
、
そ
の
過
程
で
相

当
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
が
放
出
さ
れ
る
。
こ
の

イ
モ
を
使
っ
た
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
を
行
え
ば
、
よ
り
多
く
の

の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

私
は
こ
の
話
に
共
感
し
な
が
ら
、
も
う
１
つ
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
。
こ
れ
な
ら
障
が
い
の
あ
る
人
や
認
知
症
を

抱
え
る
人
た
ち
も
、
ど
こ
か
の
作
業
の
過
程
に
参
加
で
き
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地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
栽
培
や
発
電
過
程
で
障
が
い
者
・
高
齢
者
が
参
加
、支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
―

溝
口
　
弘

こ
な
ん
イ
モ
・
夢
づ
く
り
協
議
会
会
長 滋

賀
県
湖
南
市

イ
モ
発
電
で
地
域
の
食
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、福
祉
を
つ
な
げ
る

コナン市民共同発電所初号機パネル

６



る
。
空
中
栽
培
に
使
う
肥
料
袋
を
集
め
て
回
る
、
腐
葉
土

を
ふ
る
い
に
か
け
る
、
砂
を
混
ぜ
て
袋
に
詰
め
る
、
棚
に

載
っ
た
袋
に
水
を
や
る
、
収
穫
さ
れ
た
イ
モ
を
集
め
て
回

る
⋮
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
で
は
直
接
の
出
番
が
な

か
っ
た
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
人
た
ち
が
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
担
い
手
に
な
れ
る
！
と
イ
メ
ー

ジ
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

◆◆  

空
中
栽
培
の
広
が
り

◆
　

２
０
１
４
年
５
月
、（
株
）
な
ん
て
ん
共
働
サ
ー
ビ
ス

の
作
業
場
で
、
社
員
手
作
り
の
木
製
棚
が
置
か
れ
た
。
障

が
い
の
あ
る
Ｈ
君
も
一
緒
に
土
づ
く
り
を
し
、苗
を
挿
し
、

水
や
り
を
続
け
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の

「
こ
な
ん
イ
モ
・
夢
づ
く
り
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
協
議
会
名
に
「
夢
」
を
入
れ
た
の
は
、
こ
の
取
り
組
み
が

市
民
や
地
域
に
と
っ
て
も
、
必
ず
夢
の
あ
る
内
容
に
な
る
と

確
信
し
た
か
ら
で
あ
る
。
協
議
会
に
は
、（
株
）
な
ん
て
ん

共
働
サ
ー
ビ
ス
や
湖
南
市
内
の
障
が
い
・
高
齢
福
祉
の
関
係

者
、
コ
ナ
ン
市
民
共
同
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ

や
湖
南
市
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
職
員
等
が
名
を
連
ね
た
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
拠
点
と
な
る
「
イ
モ
・
夢
づ
く
り

農
園
」
や
保
育
所
、
小
中
学
校
、
養
護
学
校
、
障
が
い
者

施
設
、
高
齢
者
事
業
所
・
施
設
等
に
置
か
れ
た
三
段
棚
に

約
１
０
０
０
袋
が
載
せ
ら
れ
、
空
中
栽
培
が
始
ま
っ
た
。

あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
露
地
栽
培
の
プ
ロ
で
あ
っ
た

お
年
寄
り
か
ら
「
イ
モ
苗
は
斜
め
に
挿
す
も
ん
や
」
と
怒

ら
れ
た
り
、
そ
れ
を
な
だ
め
る
お
年
寄
り
が
居
た
り
、
各

場
と
も
な
か
な
か
賑
や
か
な
作
業
風
景
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
袋
の
数
も
約
１
６
０
０
袋
に
増
え
、
昨
年

度
の
場
に
加
え
、
引
き
こ
も
り

等
の
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
人
た

ち
と
そ
の
支
援
者
の
グ
ル
ー
プ

も
参
加
し
て
く
れ
た
。
こ
の
秋

の
収
穫
で
は
、
ど
の
場
と
も
い

つ
も
以
上
に
生
き
生
き
と
し
て

作
業
に
臨
ま
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

◆◆  
観
光
・
体
験
農
園
で

◆  

イ
モ
ス
イ
ー
ツ
と
足
湯
を

　

今
年
度
は
１
月
か
ら
、
収
穫

さ
れ
た
イ
モ
を
使
っ
て
簡
易
発

酵
実
験
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

湖
南
市
の
計
ら
い
で
、
現
在
未

使
用
の
資
源
再
利
用
工
場
で
イ
モ
や
ツ
ル
の
集
積
・
保
存
、

簡
易
発
酵
・
発
電
実
験
、
棚
や
土
づ
く
り
等
の
作
業
が
可

能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
簡
易
発
酵
実
験
装
置
の

開
発
・
作
成
に
は
、
地
元
の
（
株
）
マ
ツ
バ
に
協
力
い
た

だ
き
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
、
大
学
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
空
中
栽
培
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
酵
実

験
を
重
ね
な
が
ら
、２
０
１
７
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の「
観

光
・
体
験
農
園
」
の
一
角
に
「
イ
モ
・
夢
づ
く
り
」
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
計
画
だ
。
市
民
や
観
光
客
に
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
空
中
栽
培
や
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
酵
実
験
の

体
験
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
へ
の
挑
戦
、
イ

モ
発
電
で
発
生
し
た
お
湯
を
使
っ
た
「
ミ
ニ
足
湯
」
な
ど

を
経
験
し
て
も
ら
い
、帰
り
に
は
「
空
中
イ
モ
サ
イ
ダ
ー
」

を
お
み
や
げ
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
。
一
方
、
観
光
・

体
験
農
園
の
内
外
で
は
、
障
が
い
や
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を

抱
え
る
人
た
ち
が
、
シ
ニ
ア
世
代
と
、
ご
く
自
然
に
働
い

て
い
る
と
い
っ
た
計
画
（
案
）
で
あ
る
。

◆◆  

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
へ

◆
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
発
電
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
僅
か
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
は
、

さ
ら
に
本
格
的
な
事
業
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。市
民
、

事
業
者
、
行
政
、
大
学
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
・
協
力

を
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
過
程
で
も
、
障
が
い
や
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え

る
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
、
助
け
合
い
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
観
点
は
変
わ
ら
ず
大
事

に
し
て
行
き
た
い
。
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◆◆  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
　

昨
今
、
多
く
の
農
村
地
域
で
、
人
口
減
少
と
共
に
、
農

家
の
高
齢
化
、
農
家
戸
数
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、
農
家
を
中
心
に
形
成
し
て
き
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
崩
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、農
家
だ
け
で
、

農
地
や
農
業
水
利
施
設
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
地
域
ぐ
る
み
の
参
加
を

動
機
づ
け
る
よ
う
な
企
画
を
模
索
し
て
い
る
農
村
地
域
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
達
の
多

気
町
勢
和
地
域
で
は
農
村
地
域
が
本
来
持
っ
て
い
る
地
域

（
農
村
）
協
働
力
に
着
目
し
た
、
地
域
活
性
化
を
い
ろ
い

ろ
と
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

地
産
地
消
型
の
小
水
力
発
電
「
彦
電
」

◆
　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
見
直
さ
れ
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
水
力
（
未
利
用

包
蔵
水
力
）
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
全
国
各
地
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
立
梅
用
水
土
地
改
良
区
で
も

小
水
力
発
電
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
ま
し
た
が
、
従
来
型

の
小
水
力
発
電
で
は
取
水
施
設
、
水
圧
管
路
、
発
電
機
建

屋
、
放
水
施
設
と
い
っ
た
土
木
建
築
施
設
を
必
要
と
す
る

た
め
、
経
済
性
が
低
く
、
実
現
に
は
な
か
な
か
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
進
め
て
い
る
立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
で
は
、

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
る
売
電
を
せ
ず
、
地
産
地
消
の
電
力
と

し
て
地
域
内
で
完
全
消
費
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
売
電
益
か
ら
み
る
農
村
活
性
の
た
め
の

小
水
力
発
電
と
な
る
と
、
一
般
的
に
は
１
０
０
ｋ
ｗ
／
ｈ

以
上
の
出
力
が
必
要
で
あ
り
、
資
源
の
賦
存
量
か
ら
み
て

実
施
で
き
る
と
こ
ろ
は
限
定
的
で
、
む
し
ろ
小
水
力
発
電

で
も
、
私
た
ち
地
域
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
発
電

量
（
数
ｋ
ｗ
／
ｈ
）
の
場
合
、
売
電
す
る
よ
り
も
地
産
地

消
と
し
て
利
用
す
る
方
が
地
域
に
果
た
す
効
果
は
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
産
官
学
の
枠
を
超
え
た
「
産
官
学
民
」
の
体
制
を

と
り
、
産
・
学
チ
ー
ム
が
開
発
し
た
土
木
建
築
施
設
を
必

要
と
し
な
い
世
界
初
の
新
型
落
差
式
小
水
力
発
電
装
置

（
相
反
転
方
式
）
の
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

新
型
落
差
式
小
水
力
発
電
装
置
は
、
水
路
内
に
設
置
し
て

あ
る
既
存
の
せ
き
板（
取
水
用
の
せ
き
上
げ
板
）に
ユ
ニ
ッ

ク
車
を
掛
け
る
だ
け
で
、
か
ん
が
い
期
中
に
お
い
て
も
設

置
時
間
は
少
な
く
て
済
み
、
発
電
機
の
取
り
付
け
、
取
り

外
し
は
容
易
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
わ
ぬ
こ
と
に

冬
水
（
非
か
ん
が
い
期
）
発
電
調
査
で
は
、
従
来
の
定
説

で
あ
っ
た
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る
水
量
の
低
下
に
よ
る

発
電
量
の
低
下
は
、
せ
き
板
を
少
し
高
く
す
る
こ
と
で
こ

れ
を
覆
す
結
果
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
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し
か
し
、
本
旨
で
あ
る
地
産
地
消
型
の
小
水
力
発
電
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費
す
る
地
域
住
民
の
主
体
的
な

参
画
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
民
チ
ー
ム
を
選
考
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
（
農
村
）

協
働
力
を
活
か
し
、
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
て

い
る
母
体
、「
多
気
町
勢
和
地
域
資
源
保
全
・
活
用
協
議

会
（
20
団
体
・
４
支
援
組
織
）」
に
参
加
を
求
め
ま
し
た
。

発
電
機
の
名
前
を
付
け
る
に
あ
た
っ
て
も
、
地
域
の
人
び

と
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
立
梅
用
水
創
設
者

で
あ
る
「
西
村
彦
左
衛
門
」
の
「
彦
」
の
字
を
取
っ
て
「
彦

電
⋮
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆◆  

超
小
型
電
気
自
動
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル

◆
　

今
、
国
の
政
策
で
は
農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

を
柱
に
、
産
業
政
策
と
地
域
政
策
を
車
の
「
両
輪
」
と
し

て
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
少
し
視
点
を
変
え
て
こ
の
「
両
輪
を
な
す
軸
」

と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
ま
す
と
、「
地
域
で
の
暮
ら
し

の
現
状
」
と
い
う
も
の
が
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
多
気
町
勢
和
地
域
で
も
多
分
に
漏
れ
ず
、
高
齢

者
世
帯
や
独
居
老
人
の
家
庭
の
増
加
、
何
時
来
る
と
も
分

か
ら
な
い
巨
大
地
震
等
へ
の
不
安
、
増
加
す
る
獣
害
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
、
農
家
人
口
の
減
少
に
伴
う
遊
休
農
地
等

の
増
加
な
ど
将
来
へ
の
不
安
材
料
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
、こ
う
い
っ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
た「
農

村
福
祉
」
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
、
多

く
の
地
域
生
活
の
課
題
を
少
し
で
も
解
決
す
べ
く
、
立
梅

用
水
土
地
改
良
区
や
多
気
町
勢
和
地
域
資
源
保
全
・
活
用

協
議
会
（
多
面
的
機
能
支
払
）
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

一
般
社
団
法
人
「
ふ
る
さ
と
屋
」（http://furusatoya-

taki.com
/

）
を
設
立
し
、
地
域
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
中

心
と
し
た
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

活
動
と
し
て
は
、
用
水
最
上
流
部
に
あ
た
る
波
多
瀬
地

区
の
立
梅
用
水
型
小
水
力
発
電
機
「
彦
電
」
と
最
下
流
部

（
約
25
㌔
下
流
）
に
あ
た
る
土
地
改
良
区
事
務
所
の
太
陽

光
発
電
を
利
用
し
て
２
局
の
電
源
基
地
を
設
定
し
、
こ
の

電
源
基
地
間
に
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
電
気
自
動
車
）
を

走
ら
せ
、
こ
の
電
気
自
動
車
を
活
用
し
て
の
生
活
サ
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
独
居
老
人
の
見

守
り
や
、
観
光
目
的
利
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
元
農
産
品
を
販
売
し
て
活
動
経
費
を
賄
う

◆
　

こ
の
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
経
費
が
伴
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
ふ
る
さ
と
屋
」
で
は
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
る
た
め
の
収
益
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
立
梅
用

水
創
設
功
労
者
で
あ
る
西
村
彦
左
衛
門
生
家
（
築
３
０
０

年
）
の
古
民
家
を
利
用
し
、
毎
月
「
十
日
市
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
十
日
市
と
は
、
西
村
彦
左
衛
門
の
命
日
で
あ

る
三
月
十
日
の
月
命
日
に
あ
た
り
、
先
人
の
遺
徳
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
農
家
や
営
農
組

合
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
６
次
加
工
商
品
を
「
ふ
る
さ

と
屋
」
が
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
新

た
な
付
加
価
値
が
生
ま
れ
た
り
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事

業
に
も
繋
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
協
動
力
に
よ
り
農
村
地
域
に

賦
存
す
る
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
活
動
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆◆  

は
じ
め
に

◆
　

兵
庫
県
北
西
部
、
鳥
取
県
と
日
本
海
に
面
し
た
海
、
山
、

温
泉
に
恵
ま
れ
た
町
、
新
温
泉
町
。
そ
の
町
を
東
西
に
通

り
抜
け
る
国
道
９
号
の
谷
合
に
湯
村
温
泉
が
あ
る
。

　

今
か
ら
約
１
２
０
０
年
前
に
慈
覚
大
師
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
中
心
部
に
あ
る
源
泉
「
荒
湯
（
あ
ら

ゆ
）」
か
ら
は
、
98
度
を
誇
る
温
泉
が
毎
分
４
７
０
㍑
湧

き
出
し
て
い
る
。

　

開
湯
以
来
、
往
来
す
る
旅
人
の
身
体
と
心
を
癒
す
湯
治

場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
湯
村
温
泉
に
住
む

人
々
か
ら
は
、暮
ら
し
に
恵
み
を
も
た
ら
す
温
泉
と
し
て
、

親
し
み
、
愛
さ
れ
、
守
ら
れ
続
け
て
き
た
。

　

人
口
約
１
１
０
０
人
の
湯
村
温
泉
で
は
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
湯
村
温
泉
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
「
薬
師
湯
」
に
お
い
て
、
温
泉
の
熱
を
利
用

し
た
「
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

◆◆  

湯
村
温
泉
に
お
け
る
温
泉
の
位
置
づ
け

◆
　

湯
村
温
泉
で
は
古
く
か
ら
温
泉
の
自
家
泉
源
を
持
つ
旅

館
や
一
般
家
庭
で
内
湯
を
整
備
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、

専
ら
公
衆
浴
場
の
「
薬
師
湯
」
の
み
を
唯
一
の
入
浴
場
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。明
治
36
年
に
建
設
さ
れ
た
浴
場
を
、

大
正
６
年
に
改
築
し
た
と
さ
れ
る
経
過
が
「
温
泉
町
史
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

各
旅
館
へ
の
内
湯
設
置
が
許
可
さ
れ
た
の
は
大
正
初
期

で
、
水
道
の
よ
う
に
一
般
家
庭
に
「
温
泉
」
が
配
ら
れ
た

の
は
昭
和
40
年
代
後
半
の
こ
と
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
経
過
を
持
つ
湯
村
温
泉
で
は
現
在
、
薬
師

湯
に
お
い
て
、
設
置
者
で
あ
る
新
温
泉
町
と
指
定
管
理
者

の
湯
財
産
区
が
、
そ
の
管
理
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
３
年

弱
、
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
行
っ
て
き
た
。

◆◆  

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る

◆
　

温
泉
の
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
す
る
方
法
は
、
一
般
的

に
は
「
地
熱
発
電
」
と
呼
ば
れ
、
従
前
は
１
０
０
度
を
は

る
か
に
超
え
る
温
度
を
要
し
、
広
大
な
敷
地
で
、
工
場
の

よ
う
な
設
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は

技
術
開
発
が
進
み
、
地
表
に
湧
き
出
し
て
い
る
１
０
０
度

以
下
の
い
わ
ゆ
る
「
温
泉
」
で
発
電
が
で
き
る
機
器
が
国

内
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
発
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
事
業
費
が
数
千
万
円
も
か
か
る
と
さ
れ
る

温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
事
業
を
、
町
役
場
内
か
ら
提
案
す

る
の
は
難
し
く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
当
時
は
多
す
ぎ
た

た
め
、
ま
ず
は
「
出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
23
年
度
に
、
事
業
費
約
30
万
円
で
「
ペ

ル
チ
ェ
素
子
」
を
使
っ
た
温
度
差
発
電
か
ら
始
め
た
。
当

初
は
、
携
帯
電
話
な
ど
の
電
子
機
器
の
充
電
に
利
用
で
き
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る
サ
ー
ビ
ス
を
薬
師
湯
で
行
い
、
視
察
の
受
入
れ
や
、
地

元
の
小
学
校
で
の
実
演
授
業
な
ど
を
進
め
る
中
で
機
運
醸

成
に
努
め
た
。

　

そ
の
後
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金
事

業
（
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
）」
に
よ
り
、

兵
庫
県
が
、
県
下
全
域
へ
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

成
」
の
計
画
を
打
ち
出
し
、
温
泉
を
使
っ
た
発
電
の
場
所

と
し
て
、
湯
村
温
泉
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

◆◆  

温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
つ
い
て

◆
　

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
は
、
環
境
省
の

事
業
で
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
地
域
電
力
が
途
絶
え
た

際
に
、設
置
し
た
発
電
機
が
自
立
運
転
を
行
え
る
こ
と
と
、

発
電
し
た
電
力
を
避
難
所
に
供
給
す
る
形
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
発
電
し
た
電
力
は
設
置
場
所
で
あ
る
湯
村

温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
全
て
供
給
す
る
形
を
取
り
、

併
せ
て
薬
師
湯
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
は
在
宅
治
療
や
在
宅
介
護
を
は
じ
め
、
電

力
を
必
要
と
す
る
方
が
、
１
次
避
難
所
で
あ
る
指
定
緊
急

避
難
場
所
か
ら
移
動
し
て
く
る
２
次
避
難
所
と
し
て
、
有

事
の
際
に
開
設
さ
れ
る
。

　

本
町
の
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
施
設
は
、
平
成
24
年
度

に
兵
庫
県
が
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
に
、
本

町
が
施
工
し
た
。
売
電
は
せ
ず
、発
電
し
た
電
力
は
全
て
、

湯
村
温
泉
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
消
費
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
は
、
経
済
産
業
省
の
「
地
熱
開

発
理
解
促
進
関
連
事
業
」
に
よ
り
、
発
電
後
の
温
泉
を
２

次
利
用
す
る
形
で
、
ペ
ル
チ
ェ
素
子
を
使
っ
て
さ
ら
に
発

電
し
、
交
流
広
場
の
照
明
を
灯
し
た
り
、
足
湯
や
融
雪
に

利
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
温
泉
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
利
用
し
て
い
る
。

　

本
町
の
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
は
近
畿
地
方
で
最
初
の

事
業
で
も
あ
り
、
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
よ
る
電
力
を

福
祉
避
難
所
に
供
給
し
た
の
は
全
国
初
。
ま
た
、
地
方
公

共
団
体
が
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
取
り
組
ん
だ
の
も
全

国
初
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
か
、
発
電
供
用
開
始
後
、
大
変
多
く
の
方
に

視
察
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
、
入
浴
目
的
だ
け
で
な

く
、
発
電
見
学
と
い
う
温
泉
に
因
ん
だ
来
町
目
的
が
１
つ

増
え
た
こ
と
は
、
湯
村
温
泉
に
と
っ
て
魅
力
Ｕ
Ｐ
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
言
え
る
。

◆◆  

課
題
は
費
用
負
担
軽
減

◆
　

供
用
開
始
後
約
３
年
が
経
過
し
、
維
持
管
理
な
ど
、
そ

の
費
用
は
決
し
て
安
価
で
は
な
い
。
今
後
さ
ら
に
技
術
が

進
み
、
安
定
を
み
る
こ
と
で
、
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。

　

ま
た
、有
事
の
（
地
域
電
力
か
ら
の
送
電
が
途
絶
え
た
）

際
に
備
え
て
、
地
元
の
自
主
防
災
組
織
と
な
る
湯
区
（
自

治
会
）
や
、
ご
宿
泊
の
お
客
様
を
受
け
入
れ
て
い
る
旅
館

料
飲
組
合
な
ど
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
者
受
け
入
れ

に
関
す
る
協
定
（
仮
称
）」
を
交
わ
し
て
お
く
必
要

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

湯
村
温
泉
の
先
人
た
ち
が
守
り
続
け
、
現
代
に
送

り
届
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
切
な
こ
の
温
泉
を
、
今
の

時
代
に
１
つ
「
発
電
」
と
い
う
価
値
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
た
。

　

今
度
は
、私
た
ち
が
温
泉
を
守
り
、未
来
へ
と
し
っ

か
り
送
り
届
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

こ
そ
が
、
湯
村
温
泉
の
先
人
た
ち
へ
の
感
謝
に
な
る

と
思
う
。

　

未
来
に
お
い
て
も
「
温
泉
」
が
人
々
に
光
を
照
ら

し
、
身
体
と
心
を
癒
し
、
希
望
と
笑
顔
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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◆◆  

自
治
体
新
電
力
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」

◆
　

地
方
創
生
と
は
、
地
方
の
自
立
で
あ
る
。
地
方
の
自
立

の
た
め
に
は
、地
域
経
済
が
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
経
済
活
動
の
源
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ほ
と

ん
ど
の
地
方
で
地
域
外
に
依
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
全

国
で
最
も
人
口
が
少
な
い
鳥
取
県
に
お
い
て
も
、
当
社
試

算
に
よ
る
と
、
年
間
１
千
億
円
程
度
の
電
気
代
が
地
域
外

へ
流
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
仕
組
み
を
変
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
経
済
の
自
立
を
目
的
に
、
官
民
出
資
で
設
立
し
た

自
治
体
新
電
力
「
ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
」
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
い
。

◆◆  

米
子
市
と
地
元
企
業

◆  

５
社
の
出
資
で
設
立

　

鳥
取
県
米
子
市
で
は
、
平

成
23
年
度
頃
か
ら
総
務
省
の

緑
の
分
権
改
革
推
進
事
業
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
、

内
閣
府
の
総
合
特
区
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
全
て
地
域
内
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

産
地
消
す
る
た
め
の
事
業
化

検
討
で
あ
り
、
そ
の
技
術
実

証
で
あ
っ
た
。

　

当
社
の
設
立
が
具
体
化
し
た
の
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

26
年
度
に
実
施
し
た
総
務
省
の
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

当
社
は
、米
子
市
及
び
地
元
企
業
５
社
の
出
資
に
よ
り
、

平
成
27
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、
全
て
の
株
主
が
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

◆◆  

現
状
・
成
果

◆
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
専
門
誌
で
あ
る
「
日
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
に
よ
る
と
、
自
治
体
新
電
力
の
定
義
は
①
出
資
は

自
治
体
と
地
元
企
業
②
電
源
も
供
給
先
も
地
域
内
③
電
力

需
給
管
理
業
務
は
自
前
―
の
３
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
定
義
①
】
当
社
の
資
本
金
は
９
千
万
円
で
あ
り
、
米

子
市
が
全
体
の
１
割
、
残
り
９
割
を
地
元
企
業
５
社
が
出

資
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ガ
ス
卸
売
・
小
売
、

廃
棄
物
処
理
、
宿
泊
・
温
泉
供
給
と
い
っ
た
多
様
な
業
種

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

資
本
構
成
で
最
も
配
慮
し
た
の
は
責
任
企
業
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
社
の
発
行
株
式
の
５
割
は
、
地

元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
で
あ
る
中
海
テ
レ
ビ
放
送
が

保
有
し
て
い
る
。

　

事
業
環
境
の
変
化
が
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
お
い

て
は
、
経
営
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
体
が

前
面
に
立
た
ず
、
地
元
の
民
間
企
業
が
責
任
を
持
っ
て
経

営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
【
定
義
②
】
一
方
で
、
当
社
の
経
営
が
安
定
し
て
い
る

の
は
、
米
子
市
が
当
社
の
小
売
電
気
事
業
を
下
支
え
し
て

い
る
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
の
当
社
の
事
業
計
画
で
は
、
売
上
高
を
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４
億
円
、
営
業
利
益
を
黒
字
と
設
定
し
て
い
る
が
、
中
間

決
算
段
階
で
上
方
修
正
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
小
売
電
気
事
業
の
入
口
で
あ
る
電
源
確
保
、

出
口
で
あ
る
電
力
需
要
家
確
保
の
両
面
で
米
子
市
の
公
共

施
設
と
契
約
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
間
の
事
業
プ
ロ
セ
ス

を
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
経
営
効
率
化
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
。

　

現
在
、
米
子
市
内
の
庁
舎
や
学
校
、
公
民
館
、
文
化
施

設
、
運
動
施
設
な
ど
、
契
約
数
で
１
８
２
件
の
公
共
施
設

に
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
供
給
電
力
の
約
８
割
は
、
米
子
市
内
の
ご
み
発
電

や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
地
域
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
と
し
た
分
散
型
電
源
で
あ
る
。

　

ご
み
発
電
で
あ
る
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
る
ご
み
総
量
の
約
３
分
の
２
は
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
公
共
施
設
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
公
共
施
設
の
電
気
代
は
、
昨
年
度

比
で
約
５
％
を
削
減
し
て
お
り
、
米
子
市
は
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
も
享
受
し
て
い
る
。

　
【
定
義
③
】
自
治
体
新
電
力
の
主
た
る
業
務
は
、
電
力

の
需
給
管
理
で
あ
る
。
公
共
施
設
へ
電
力
を
供
給
す
る
２

日
前
か
ら
各
施
設
の
電
気
使
用
量
の
予
測
を
行
い
、
日
本

卸
電
力
取
引
所
と
の
電
力
売
買
を
通
し
て
、
電
力
の
安
定

供
給
を
行
う
。

　

最
初
に
こ
の
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、
専
門
的
す
ぎ
て

無
理
だ
と
判
断
し
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
話
よ
り
も
先
に

電
力
需
給
管
理
業
務
を
実
際
に
見
る
と
、
こ
れ
な
ら
で
き

そ
う
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

私
自
身
も
、
米
子
市
職
員
と
一

緒
に
電
力
需
給
管
理
業
務
を
見
学

し
、
自
ら
で
電
力
需
給
管
理
業
務

が
で
き
る
と
感
じ
た
一
人
で
あ
る
。

　

当
社
で
は
、
広
く
行
政
視
察
を

受
け
入
れ
、
電
力
需
給
管
理
業
務

を
含
む
小
売
電
気
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
て
い
る（
当
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
視
察
申
込
み
が

で
き
ま
す
）。

　

半
年
前
ま
で
全
く
別
の
職
種
で

働
い
て
い
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、

電
力
需
給
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

る
姿
を
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
帰
っ

て
、
真
似
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

自
治
体
が
地
元
企
業
と
共
同
で
新
電
力
を
設
立
し
、
電

力
の
契
約
先
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
５
人
の
新
規
雇
用

が
生
ま
れ
、
売
上
高
４
億
円
の
黒
字
企
業
が
誕
生
す
る
、

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
自
治
体

新
電
力
の
実
現
に
向
け
て
は
、
自
治
体
の
理
解
と
覚
悟
が

不
可
欠
で
あ
る
。

◆◆  

電
力
卸
売
事
業
の
拡
大
を
計
画

◆
　

平
成
28
年
10
月
か
ら
電
力
卸
売
事
業
を
開
始
し
た
。
前

述
し
た
中
海
テ
レ
ビ
放
送
を
通
し
て
一
般
家
庭
に
電
力
供

給
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
約
１
３
０
０
世
帯
と

契
約
し
て
い
る
。

　

市
民
の
電
気
代
が
地
域
内
で
資
金
循
環
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
大
き
く
、
引
き
続
き
電

力
卸
売
事
業
を
拡
大
す
る
計
画
で
あ
る
。

◆◆  

地
域
経
済
の
自
立
と
い
う
理
念
を

◆  

自
治
体
と
共
有
し
て

　

電
力
需
要
家
の
増
加
に
比
例
し
て
、
電
力
供
給
量
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
地
域
内
の
電
源
調
達
を
更
に
増
や
し

て
い
く
段
階
に
来
て
い
る
。

　

鳥
取
県
で
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
が
、
特
に
自
治
体

が
所
有
す
る
電
源
は
、
既
存
電
力
会
社
と
長
期
契
約
を

行
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。

　

様
々
な
事
情
が
あ
る
中
で
、
自
治
体
の
電
源
を
調
達
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
地
域
経
済
の
自
立
と
い
う
理

念
を
自
治
体
と
共
有
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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◆◆  

二
酸
化
炭
素
の
活
用
に
着
目

◆
　

佐
賀
市
は
、
暮
ら
し
か
ら
発
生
す
る
ご
み
・
排
水
な

ど
「
廃
棄
物
で
あ
っ
た
も
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
と
し

て
価
値
を
生
み
出
し
な
が
ら
循
環
す
る
ま
ち
」
を
め
ざ
す

べ
き
将
来
像
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
を
策
定

し
、
平
成
26
年
11
月
に
国
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
の

選
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
や
下
水
処
理
施
設
な
ど
を
地
域
振
興
に

貢
献
で
き
る
施
設
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
以

前
か
ら
ご
み
処
理
施
設
で
あ
る
佐
賀
市
清
掃
工
場
の
余
熱

を
温
水
プ
ー
ル
で
利
用
し
た
り
、
発
電
し
た
電
力
の
売
電

な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、電
力
と
熱
以
外
で
、

よ
り
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
施
設
に
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
着
目
し
た
の
が
二
酸
化
炭
素
の
活
用
で
し

た
。◆◆  

発
電
設
備
の
概
要

◆
　

佐
賀
市
清
掃
工
場
で
は
、
ご
み

の
焼
却
時
に
発
生
す
る
熱
を
利
用

し
た
廃
棄
物
発
電
を
行
っ
て
お
り
、

発
電
し
た
電
気
は
自
家
消
費
の
ほ

か
、
隣
接
す
る
佐
賀
市
健
康
運
動

セ
ン
タ
ー
へ
供
給
す
る
と
と
も
に
、

特
定
規
模
電
気
事
業
者
を
介
し
て

市
立
小
中
学
校
に
も
供
給
し
、
子

ど
も
達
へ
の
環
境
教
育
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
27
年
９
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
稼
働
し
て
い
た
焼
却

灰
溶
融
設
備
を
休
止
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
溶
融

設
備
で
消
費
さ
れ
て
い
た
電
力
約
８
０
０
万
㌔
㍗
時
の
一

部
に
つ
い
て
、
市
立
小
中
学
校
と
同
様
、
特
定
規
模
電
気

事
業
者
を
介
し
て
庁
舎
等
の
市
関
連
公
共
施
設
26
カ
所
に

供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
電
力
の
地
産
地
消
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
清
掃
工
場
内
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
27
年
３
月
に
は
、
有
効
落

差
22
・
５
㍍
、
最
大
流
量
０
・
11
立
方
㍍
／
秒
の
機
器
冷

却
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
設
備
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
佐
賀
市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
水
汚
泥

を
消
化
発
酵
さ
せ
た
際
に
発
生
す
る
消
化
ガ
ス
を
使
っ
て

発
電
し
、
施
設
で
使
用
す
る
電
力
の
約
40
％
を
自
家
発
電

で
補
う
と
と
も
に
、
発
電
設
備
の
余
熱
を
利
用
し
た
消
化

槽
の
加
温
を
行
い
、
熱
効
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

○
発
電
設
備
と
発
電
実
績
（
平
成
27
年
度
）

　

・
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
４
５
０
０
㌔
㍗

　

発
電
量
３
２
３
３
万
９
４
０
０
㌔
㍗
時
／
年

　

・
小
水
力
発
電
設
備
17
・
７
㌔
㍗

　

発
電
量
10
万
４
５
４
㌔
㍗
時
／
年

　

・
消
化
ガ
ス
発
電
機
４
０
０
㌔
㍗
（
25
㌔
㍗
×
16
台
）

　

発
電
量
３
２
４
万
７
１
９
６
㌔
㍗
時
／
年

◆◆  

ご
み
焼
却
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を

◆  

藻
類
培
養
に
活
用
―
清
掃
工
場

　

ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る
排
出
ガ
ス
か
ら
二
酸

化
炭
素
を
分
離
回
収
し
、
藻
類
の
培
養
に
活
用
す
る
こ
と

2017・１月号 24地域づくり 特集編

特 集

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
と
し
た
活
性
化

―
下
水
・
ご
み
処
理
の
排
出
ガ
ス
で
藻
類
を
培
養
し
産
業
創
出
も
―

井
口
　
浩
樹

佐
賀
市
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
推
進
課

参
事
兼
副
課
長
兼
創
エ
ネ
戦
略
室
長 佐

賀
県
佐
賀
市

10

ご
み
焼
却
時
熱
や
汚
泥
発
酵
消
化
ガ
ス
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

蒸気タービン発電機

消化ガス発電機



に
よ
り
産
業
の

創
出
を
図
る
事

業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度

に
環
境
省
の
補

助
を
受
け
て
日

量
10
㌧
の
二
酸

化
炭
素
を
回
収

す
る
設
備
の
建

設
に
着
手
し
、

平
成
28
年
８
月

末
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
二
酸
化
炭
素
の
需
要
家

で
あ
る
株
式
会
社
ア
ル
ビ
ー
タ
へ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る

供
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ビ
ー
タ
は
、
佐
賀
市
清
掃
工
場
に
近
接
す
る
約
２

㌶
の
土
地
に
藻
類
培
養
施
設
を
建
設
し
、
清
掃
工
場
か
ら

供
給
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
活
用
し
て
ヘ
マ
ト
コ
ッ
カ
ス

藻
を
培
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ヘ
マ
ト
コ
ッ
カ
ス
藻

か
ら
化
粧
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
原
料
と
な
る
ア
ス

タ
キ
サ
ン
チ
ン
を
抽
出
・
加
工
し
、
販
売
す
る
事
業
を
始

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

◆◆  

消
化
ガ
ス
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出

◆  

―
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

佐
賀
市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
消
化
ガ
ス
発
電
事
業

を
発
展
さ
せ
、
下
水
汚
泥
に
食
品
系
工
場
か
ら
生
じ
る
副

生
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
混
合
し
、

消
化
ガ
ス
の
発
生
量
及
び
発
生
電
力
量
の
増
加
を
図
る
こ

と
で
、
電
力
自
給
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
の
混
合
は
、
一
方
で
は
、
下
水
処
理
施
設
に

お
け
る
下
水
処

理
の
負
荷
を
高

め
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
そ
の

対
策
と
し
て
微

細
藻
類
を
活
用

し
ま
す
。

　

本
市
は
平
成

26
年
２
月
か
ら

世
界
で
唯
一
ミ

ド
リ
ム
シ
の
屋

外
大
量
培
養
技

術
を
有
す
る
株

式
会
社
ユ
ー
グ

レ
ナ
と
藻
類
の
培
養
に
関
す
る
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
藻
類
の
一
種
で
あ
る
ミ
ド
リ
ム
シ
が
体
内
に
脱
水

分
離
液
中
の
窒
素
や
リ
ン
を
取
り
込
む
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
下
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る

消
化
ガ
ス
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
分
離
回
収
し
、
脱
水
分
離

液
中
の
窒
素
や
リ
ン
と
と
も
に
ミ
ド
リ
ム
シ
の
培
養
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
の
活
用
効
率
、
ミ
ド

リ
ム
シ
の
生
産
量
や
品
質
、
脱
水
分
離
液
返
流
負
荷
の
低

減
効
果
等
を
研
究
す
る「
下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  

藻
類
関
連
産
業
の
集
積

◆
　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
佐
賀
市
清
掃
工
場
で
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
や
佐
賀
市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
及
び
脱
水
分
離
液
を
用
い
、
微
細
藻
類
の

低
コ
ス
ト
か
つ
効
率
的
な
生
産
方
法
を
確
立
し
、
微
細
藻

類
関
連
産
業
を
集
積
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

微
細
藻
類
は
、
食
料
や
化
粧
品
の
ほ
か
、
肥
料
、
飼
料

の
原
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
微
細
藻
類
か
ら
抽
出
・

精
製
さ
れ
る
オ
イ
ル
は
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
の
研
究
が
進

ん
で
お
り
、
広
い
分
野
で
の
製
品
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

佐
賀
市
が
め
ざ
す
藻
類
関
連
産
業
の
集
積
は
、
藻
類
の

培
養
（
第
１
次
産
業
）
か
ら
有
効
成
分
の
抽
出
・
製
品
加

工
（
第
２
次
産
業
）、
流
通
・
販
売
（
第
３
次
産
業
）
ま

で
の
６
次
産
業
化
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
産
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
関
連

技
術
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
研
究
施
設
の
設
置
と
地
場
企
業
等

の
参
画
を
得
た
藻
類
産
業
推
進
の
た
め
の
組
織
の
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆  「
藻
類
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
推
進

◆
　

平
成
28
年
10
月
、
佐
賀
市
清
掃
工
場
に
近
接
す
る
２
㌶

の
土
地
に
お
け
る
藻
類
培
養
事
業
が
稼
働
し
ま
し
た
。
隣

接
す
る
26
㌶
の
用
地
に
お
い
て
も
藻
類
培
養
施
設
建
設
の

た
め
の
法
手
続
き
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、「
藻
類
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
着
々
と
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
は
単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

で
も
環
境
政
策
で
も
な
く
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
で
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
新
産
業
創
出
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
は
地
方
創

生
策
の
柱
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
佐
賀
市
に
お
け
る「
藻
類
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
、
藻
類
関
連
産
業
が
地
域
に
根
付
い
た
産
業
と
し

て
確
立
・
発
展
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
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◆◆  

課
題
先
進
地
域

◆
　

資
源
を
輸
入
に
頼
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
人
口

が
減
少
し
始
め
た
日
本
は
、「
課
題
先
進
国
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
内
で
も
さ
ら
に
課
題
が
顕
在
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
地

域
の
１
つ
に
島

嶼
地
域
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
鹿
児
島

県
に
あ
る
種
子

島
は
人
口
約

３
万
人
、
面
積

約
４
４
５
平
方

㌔
、
南
北
に
細

長
い
島
で
あ

り
、西
之
表
市
、

中
種
子
町
、
南

種
子
町
の
１
市

２
町
が
あ
る
島
で
す
。
架
橋
等
で
日
本
四
島
と
結
ば
れ
て

い
な
い
島
の
中
で
は
５
番
目
に
大
き
な
島
で
す
が
、
人
口

は
１
９
７
０
年
代
か
ら
減
少
し
は
じ
め
、
高
齢
者
率
は

２
０
１
０
年
で
既
に
30
％
を
超
え
る
な
ど
、
日
本
平
均
の

推
移
の
予
測
と
比
較
し
て
も
20
年
程
は
課
題
が
先
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
化
石
燃
料

は
島
外
か
ら
の
輸
送
に
依
存
し
、
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
で
30

円
～
50
円
ほ
ど
高
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
で
も
日
本
四

島
と
比
べ
て
不
利
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◆◆  

ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
構
想

◆
　

こ
の
種
子
島
に
お
い
て
、
近
年
、
産
学
公
の
連
携
に
よ

る
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
」
構
想
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
得
ら
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
地
域
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
ス

マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
の
第
１
の
目
標
で
す
。

　

種
子
島
に
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
安
納
芋
を
は
じ
め
と
す

る
青
果
用
さ
つ
ま
い
も
、
焼
酎
や
で
ん
ぷ
ん
に
加
工
さ
れ

る
青
果
用
以
外
の
さ
つ
ま
い
も
、
水
稲
、
和
牛
（
肥
育
）

な
ど
の
様
々
な
農
畜
産
業
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
島
の
文
化
の
一
部
と
し
て
根
付
い
て
お

り
、
島
内
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
原
料
糖
を
製
造
す
る
サ
ト

ウ
キ
ビ
産
業
は
、
基
幹
産
業
の
１
つ
で
す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
搾
り
粕
（
バ
ガ
ス
）
は
古
く
か
ら
燃
料
と
し
て
製
糖
工

場
内
で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
製
糖
用
に
必
要
と
な
る

電
力
や
熱
は
こ
の
バ
ガ
ス
か
ら
全
て
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、
実
際
に
は
製
糖
に
必
要
と
す
る
以
上
の
バ
ガ

ス
由
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
焼
酎
工
場
や

施
設
園
芸
で
は
、
水
の
蒸
発
や
、
温
室
の
温
度
維
持
な
ど

の
熱
需
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
熱
需
要
に
は
必
ず
し

も
高
い
温
度
が
必
要
で
は
な
く
、
化
石
燃
料
で
な
く
て
も

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
製
糖
工
場
で
得
ら
れ
る
未
利

用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
中
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
省
エ
ネ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
基

盤
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
種
子
島
の
林
業

は
地
理
的
に
不
利
な
だ
け
で
な
く
、
製
材
に
適
し
た
森
林

資
源
が
少
な
い
こ
と
か
ら
衰
退
し
、
森
林
は
不
健
全
な
状
態

に
あ
り
ま
す
。
高
価
格
な
化
石
燃
料
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
森
林
を
健
全
化
す
る
こ
と

に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
製
糖
工
場
の
バ
ガ
ス
と
木
質
チ
ッ
プ

の
混
焼
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
広
げ

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
有
は

産
業
共
生
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
北
欧
を
は
じ
め
多
く
の
実
例

が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
農
林
業
関
連
の
産
業
間
で
実
現
し

た
例
は
少
な
く
、
容
易
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
源
・

熱
輸
送
技
術
に
加
え
、
関
連
法
案
と
の
関
係
整
理
や
自
治
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体
と
の
協
力
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
地
元

の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
大
学
と
い
う
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
中
立
的

な
立
場
か
ら
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
多
角
的
に
分
析
・

設
計
し
、
産
学
公
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
将
来
シ
ナ
リ
オ

を
模
索
し
て
い
く
た
め
の
＂
場
＂
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

◆◆  

変
わ
り
始
め
よ
う
と
す
る
地
域
に

◆  

研
究
者
が
集
ま
る

　

今
で
は
全
９
大
学
（
２
０
１
６
年
11
月
段
階
）
が
種
子

島
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や

技
術
に
よ
る
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
研
究
者
や
技
術

者
に
と
っ
て
は
、
自
ら
開
発
し
て
き
た

知
識
や
技
術
を
実
証
し
、
さ
ら
に
地

域
社
会
を
豊
か
に
す
る
技
術
と
し
て
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
機
会
と
な
っ
て

お
り
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
な
関
係
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
に
関
し
て
は
、
２
０
１
３
年

に
地
球
環
境
大
賞
を
受
賞
し
た
原
料
糖

と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
逆
転
生
産
プ
ロ
セ
ス

の
、
世
界
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
存
在

し
て
お
り
、
産
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北

大
学
が
持
つ
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
新

規
製
造
技
術
の
実
証
設
備
も
、
種
子
島

に
世
界
に
先
駆
け
て
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
技
術
は
、
従
来
法
よ
り
も
簡

便
な
工
程
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
十
分
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
低

品
質
の
廃
食
油
か
ら
高
品
質
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
み
な

ら
ず
、
例
え
ば
、
京
都
大
学
、
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、
熊
本
大
学

の
研
究
者
ら
に
よ
る
、
熱
中
症
ア
ラ
ー

ム
の
開
発
に
向
け
た
デ
ー
タ
収
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

課
題
解
決
先
進
国
へ

◆
　

地
元
高
校
で
の
特
別
授
業
で
技
術
の
紹
介
を
行
い
、
種

子
島
の
課
題
を
内
閣
府
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）
な
ど
を
用
い
て
定
量
的
に
分
析
す
る
授
業
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
高
校
生
が
そ
の
成
果
を
地
元
の
首
長
や

業
界
団
体
、
住
民
ら
が
集
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
提
言

と
し
て
発
信
す
る
ま
で
に
成
長
し
、
地
域
の
シ
ニ
ア
と
地

域
の
社
会
課
題
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
新

し
い
知
の
伝
承
と
融
合
が
起
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京

大
学
が
学
部
学
生
向
け
に
実
施
し
て
い
る
、「
体
験
活
動
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
種
子
島
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
２
０
１
６
年
度
に
提
案
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
年
間
30
人
の

学
生
が
志
望
し
、
新
た
な
知
の
交
流
が
次
々
に
連
鎖
し
て

生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
構
想
」
に
取
り

組
む
西
之
表
市
、
中
種
子
町
、
南
種
子
町
の
種
子
島
１
市

２
町
は
、
２
０
１
６
年
10

月
に
第
４
回
プ
ラ
チ
ナ
大

賞
・
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
産
学
公
の
連
携
に

よ
る
課
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
は
、
新
し
い
日
本
の

地
域
の
在
り
方
を
先
駆
け

て
提
示
す
る
、
課
題
解
決

先
進
地
域
の
モ
デ
ル
の
１

つ
と
な
る
べ
く
、
現
在
も

進
行
中
で
す
。
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は
じ
め
に

　

太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
か
ら
な
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
と
り
わ
け
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
・
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
そ
の

導
入
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

主
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
お
い
て
導
入
す
る
こ
と
の
経
済

的
・
社
会
的
意
義
を
概
説
し
、
先
進
的
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

パ
リ
協
定
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
た

世
界
情
勢
の
変
化

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
含
む
地
球
温
暖

化
対
策
を
巡
っ
て
は
、
昨
年
二
つ
の
特
筆
す
べ
き
動
き
が

あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
２
０
１
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
い
う
枠
組
み
が
全
加
盟
国
の
合
意
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
枠
組
み
で
は
、17
の
ゴ
ー
ル
・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」（Sustainable D

evelopm
ent Goals: 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

が
掲
げ
ら
れ
、
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

記
載
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
等
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
明

記
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
11
～
12
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
お
い

て
、「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
た
。
同
協
定
で
は
、
世

界
共
通
の
長
期
目
標
と
し
て
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
地
球

の
平
均
気
温
上
昇
を
２
度
よ
り
十
分
下
方
に
保
持
す
る
と

い
う
目
標
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、そ
の
達
成
の
た
め
に
、

今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
排
出
と
吸
収

の
バ
ラ
ン
ス
を
達
成
す
る
こ
と
、
全
て
の
国
が
約
束
（
削

減
目
標
）
を
作
成
・
提
出
・
維
持
し
つ
つ
国
内
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
対
策
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
同
協
定
の
実
施
状
況
を
５
年
ご
と
に
確
認

し
、全
体
的
な
進
捗
を
評
価
す
る
仕
組
み
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
）
も
創
設
さ
れ
た
。
パ
リ
協
定
は
、
日

本
を
含
む
１
１
５
カ
国
が
批
准
し
（
２
０
１
６
年
11
月
末

現
在
）、
２
０
１
６
年
11
月
４
日
に
発
効
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
各
締
約
国
や
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る

取
り
組
み
の
実
施
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
課
題
と
な

る
。

　

こ
れ
ら
の
国
際
枠
組
み
が
進
展
し
た
背
景
と
し
て

は
、
企
業
、
金
融
機
関
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
市
民
等
の

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
の
活
発

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
環
境
問
題
等
に
関
連
す

る
中
期
的
な
投
資
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
環

境
（Environm

ent

）・
社
会
（Society

）・
ガ
バ
ナ
ン

ス
（Governance

）
に
配
慮
し
た
投
資
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
）
が
世
界
で
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
世
界
全
体
で
の
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
運
用
額
は
２
０
１
２
年
の
13
・
３
兆
ド
ル
か
ら

２
０
１
４
年
に
は
21
・
４
兆
ド
ル
に
急
拡
大
し
て
い
る
。

金
融
機
関
、
機
関
投
資
家
等
に
よ
る
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド

は
、化
石
燃
料
関
連
投
資
か
ら
の
シ
フ
ト
を
引
き
起
こ
し
、

企
業
行
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
行
す
る
世
界
の
都
市

同
士
の
連
携
も
進
展
し
て
お
り
、２
０
１
７
年
１
月
に
は
、

気
候
変
動
政
策
に
関
す
る
世
界
の
主
要
な
都
市
間
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
統
合
し
た
「Global Covenant of 

M
ayors for Clim

ate and Energy

」（
世
界
首
長
誓

約
）
が
誕
生
し
、
日
本
を
含
む
世
界
７
１
０
０
以
上
の
自

治
体
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
量
は
世
界
で
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
国
際
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
容
量
は
２
０
１
５
年
に
世
界
全

体
で
１
９
８
５
Ｇ
Ｗ
（
日
本
で
は
90
Ｇ
Ｗ
）
と
な
り
、
増
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加
率
は
８・３
％
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
が
、
世
界
的
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
は
今
後
も
加
速
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
導
入
コ
ス
ト
も
世
界
で
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
最

近
の
海
外
に
お
け
る
風
力
・
太
陽
光
発
電
事
業
で
は
、
火

力
発
電
の
コ
ス
ト
に
対
し
て
１
㌔
㍗
時
当
た
り
の
発
電
コ

ス
ト
が
大
幅
に
低
い
事
例
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る

政
策
の
現
状

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
世
界
的
な
動
向
も
踏
ま
え
、

我
が
国
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
し

て
様
々
な
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
に
基
づ
く
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
が

２
０
１
６
年
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
80
％
削
減
す
る
と
い
う
中
期
・
長
期

的
目
標
が
記
載
さ
れ
た
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
導
入
も
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
と
し
て
明
記
さ

れ
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
す
る
基
本
的
事

項
の
一
つ
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、地
域
活
性
化
や
防
災
、

生
物
多
様
性
保
全
な
ど
の
多
様
な
地
域
課
題
に
も
応
え
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
有
効
か
つ
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
７
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
度
の

総
発
電
電
力
量
の
22
～
24
％
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

構
成
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現

状
（
約
11
％
）
の
導
入
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
く
方

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
国
が
定

め
る
固
定
価
格
で
一
定
の
期
間
電
気
事
業
者
に
調
達

を
義
務
づ
け
る
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め

に
は
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
が
、
そ
も

そ
も
地
域
に
と
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
図
１
は
、
地
域
内
総
生
産
に
対
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
金
の
収
支
の
比
率
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
全
国
の
自
治
体
の
約
９
割
に
お
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
金
（
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
等
）
の
地
域

内
外
で
の
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支

の
赤
字
が
自
治
体
の
基
礎
体
力
を
奪
っ
て
い
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。

　

他
方
で
、
図
２
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

域
別
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東
京
都
、
大
阪
府
等

の
大
都
市
圏
は
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
小
さ
い
一

方
、
東
北
、
北
海
道
を
始
め
と
す
る
地
方
部
で
は
総

じ
て
豊
富
な
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
に
加
え
、
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
な
地
域
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凡例

付加価値に占めるエネルギー収支の割合

-10％以下

-10％ ～ -5％

-5％ ～ 0％

0％～

} エネルギー収支が

エネルギー収支が

東京島嶼部

南西諸島

赤字 の地域

黒字の地域}

凡例 地域内総生産に対するエネル
ギー代金の収支の比率
赤字額が10％以上
赤字額が5～10％
赤字額が0～5％
黒字

環境省資料

化石燃料の輸入に伴い約27兆円
（2013年）が海外に流出し、経
常収支を圧迫。

地域内総生産に対するエネルギー代金の収支の比率

年の地域経済循環分析（環境省）をベースに 年の収支を推計

全国の自治体のうち 割が、エネルギー代金（電気、ガス、ガソリン等）の収支が赤字。 割が地域
内総生産の ％相当額以上、 自治体で ％以上の地域外への資金流出を招く。

エネルギー収支の
赤字が自治体の
「基礎体力」を
奪っている傾向

環境省「気候変動長期戦略懇談会」資料

域内の再エネがエネルギー需要を上回り
、地域外に販売し得る地域
（エネルギー需要の約20倍にも及ぶ
再エネポテンシャル）
【一人あたりGDP 315万円】

域内の再エネでほぼ自給できる地域
【一人あたりGDP 334万円】

再エネを他地域から購入する地域
【一人あたりGDP 681万円】 小

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

大

「平成27年版環境白書」より抜粋
※再エネポテンシャルからエネルギー消費量を差し引いたもの。実際に導入するには、技術や採算性などの課題があり、導入可能量とは異なる。
※今後の省エネの効果は考慮していない。

再生可能エネルギーの地域別導入ポテンシャル

再エネポテンシャルと域内一人当たりGDPの関係

 日本全体では、エネルギー需要の 倍の再エネポテンシャルが存在。
 年 ％削減に向けて、再生可能エネルギーのポテンシャルは豊富だがエネルギー需要密
度が低い地方と、エネルギー需要密度が高い都市との連携は不可欠になると考えられる。

 これにより、資金の流れが、「都市→中東」から「都市→地方」にシフト。

図１

図２



ほ
ど
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
平
均
的
に
低
い
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
方
部
で
生
産
し
、

都
市
部
で
消
費
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の

支
払
先
を
、
中
東
か
ら
国
内
、
さ
ら
に
は
都
市
部
か
ら
地

方
部
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
改
善
分
を
地

方
創
生
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
点
も
考
慮
し
、
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
拡
大
す
る
た
め
、
環
境
省
で
は
様
々

な
予
算
支
援
も
講
じ
て
き
た
。
震
災
直
後
の
２
０
１
１

年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
は
、「
防
災
拠
点
等
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
（
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
事
業
）」
を
通
じ
、
地
域
の
防
災
拠
点

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
の
組
合
せ
を
中
心
と
し

た
自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
を
促
進

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
に
か

け
て
は
、「
先
導
的
﹃
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共
生
﹄
地

域
創
出
事
業
（
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
）」
を
実
施
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
に

よ
る
地
域
の
低
炭
素
化
に
よ
り
地
域
の
課
題
（
地
域
お
こ

し
、
自
然
環
境
の
保
全
等
）
の
解
決
を
同
時
に
実
現
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
依
存
し
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
て
、
費
用
対
効
果
の
高

い
モ
デ
ル
的
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
気
・
熱
自
立
的
普
及
促
進
事
業
」
を
開
始
し

た
。
本
事
業
に
よ
り
、
地
産
地
消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
の
解
決
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
で
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
熱
利
用
を
今

後
一
層
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
（
図
３
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
の
事
例

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
特
に
地
方
部
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

収
支
の
改
善
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
関
す

る
産
業
・
雇
用
の
創
出
等
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
貢
献
し
う
る
も
の
と
な
る
。
こ
こ
か
ら

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

○
岡
山
県
西
粟
倉
村
：
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
好
循
環

　

内
閣
府
の
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
も
選
定
さ
れ

て
い
る
同
村
は
、
面
積
の
約
95
％
を
占
め
る
森
林
か

ら
得
ら
れ
る
豊
富
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的
活

用
を
進
め
る
た
め
、「
オ
ニ
ハ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
い
る
（
図
４
）。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
村

民
な
ど
が
搬
出
し
た
林
地
残
材
を
６
千
円
／
㌧
で
Ｉ

タ
ー
ン
者
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
株
式
会

社　

村
楽
エ
ナ
ジ
ー
）
が
買
い
取
り
、
そ
の
半
額
分

は
「
商
工
会
商
品
券
」（
み
ま
さ
か
商
工
会
）
で
配
布

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
商
店
に
対
す
る
経
済
効
果

を
創
出
し
つ
つ
、
同
社
は
調
達
し
た
林
地
残
材
を
村
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西粟倉版木の駅プロジェクトの始動

西粟倉住民
東粟倉住民

地域の店舗

村営温泉施設に設置
された薪ボイラー

薪供給・ボイラー管理

オニハンプロジェクトオニハンプロジェクト（オニのように搬出し、地域通貨券（商工会商品券）に替える）オニハンプロジェクト（オニのように搬出し、地域通貨券（商工会商品券）に替える）（オニのように搬出し、地域通貨券（商工会商品券）に替える）

 住民からバイオマス燃料として林地残材を 円 ｔで購入し、代金を現金のみでなく商工会商品券
で支払い、近隣地域での利用に導くことで、地域経済循環を創出。

 薪の加工と薪代金の支払いはＩターン者によるローカルベンチャーが運営。
 集めた薪は村営温泉の燃料として買い取るが、浮いた灯油代を充てるので村の持ち出し分はない
（ ヶ所の温泉施設薪ボイラー化により１年間で約 の灯油消費量が削減され、かつては灯油代として
流出していたものが村内に留保。灯油単価が 円／ℓを超えると燃料費も確実に削減される。）

林地残材の代金（６，０００円／ｔ）
商品券３，０００円

現金 ３，０００円

熱エネルギー費（薪）
現金(１３，０００円／ｔ）

地域課題同時解決の事例：岡山県西粟倉村

既存の土場を
利用して素材
受入れ

安定的に薪を受け入れること
で、ローカルベンチャーを支援。
ローカルベンチャーは経験を活
かして更に地域のエネルギーの
活用を検討。

地域への
経済効果創出
農機具店、肉屋、
農協売店など

材の代金（６，０００円／ｔ）
品品品品品品品品券券券券券券券券３３３３３３，，００００００００００００００００００円円円円

林地残材が搬
出され、森林の
管理が適正化

Iターン者によ
るローカルベ
ンチャー

（雇用3名）

村内３ヶ所の温泉施設
H26～3カ年で全施設を

バイオマスに。

H26年度のプロジェクト当初は、単独のオニ券（地域通貨券）でスタート。（換金作業まで全てに責任）
H28年度から商工会商品券に変更し、商工会商品券取扱登録店舗の拡大に協力。（商工会と作業協力＆責任分担）

図３

図４



営
温
泉
施
設
に
設
置
さ
れ
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
原
料
と
し
て

熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
村
は

追
加
的
な
財
政
支
出
を
行
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ま
で
域

外
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
と
し
て
流
出
し
て
い
た
年
間
約

６
５
０
万
円
の
灯
油
代
を
薪
代
と
し
て
村
内
に
資
金
環
流

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
積
極
的
な

誘
致
等
を
通
じ
た
地
元
雇
用
の
創
出
に
も
成
功
し
て
い

る
。○

神
奈
川
県
小
田
原
市
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
自
給

す
る
持
続
可
能
な
ま
ち

　

同
市
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
計

画
停
電
等
の
影
響
を
受
け
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
市
民
、
地

元
金
融
機
関
、
商
工
会
議
所
等
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
続
け
た
結
果
、
２
０
１
２
年

12
月
に
小
田
原
の
地
元
企
業
の
出
資
に
よ
り
「
ほ
う
と
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
と
い
う
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

が
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
出
資

に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、
屋
根
貸
し
に
よ
る
太
陽
光

発
電
等
の
事
業
を
通
じ
、
地
域
に
資
金
を
循
環
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
11
月
に
は
第
２
期
太

陽
光
発
電
所
の
建
設
に
向
け
た
市
民
か
ら
の
寄
付
募
集
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
４
月
に

「
小
田
原
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
１
５
年
10
月

に
は
小
田
原
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
が
策
定
さ
れ
、
太
陽
光

発
電
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
給
や
、
木
材
資
源

の
持
続
的
活
用
を
実
現
す
る
た
め
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
策
定
検
討
等
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
自
給
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
森
の
再
生
か
ら
ブ
リ
の
来
る
ま
ち
」
を
合

言
葉
に
、
森
や
海
に
関
わ
る
団
体
が
協
働
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
地
域
の
森
里
川
海
の
恵
み
の
保
全
・

活
用
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
群
馬
県
中
之
条
町
：
自
治
体
出
資
の
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
同
町
で
も
、
東
日
本

大
震
災
後
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
２
０
１
３
年
６
月
に
は
町
議
会
に
お
い
て
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
が
宣
言
さ
れ
る
と
と
も

に
、
同
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
条
例
」
も
制

定
さ
れ
、
町
を
挙
げ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
加
え
、

２
０
１
３
年
８
月
に
は
、
電
力
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中

之
条
町
が
全
体
の
６
割
を
出
資
す
る
自
治
体
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特

定
規
模
電
気
事
業
者
）
と
し
て
「
一
般
財
団
法
人　

中
之

条
電
力
」
が
設
立
さ
れ
（
２
０
１
５
年
11
月
、
電
力
の
小

売
自
由
化
に
対
応
す
べ
く
、
同
法
人
の
全
額
出
資
に
よ
り

株
式
会
社
中
之
条
パ
ワ
ー
を
設
立
し
、
特
定
規
模
電
気
事

業
を
継
承
し
現
在
に
至
る
）、
現
在
は
、
町
営
太
陽
光
発

電
所
２
カ
所
（
約
４
Ｍ
Ｗ
）
及
び
民
間
太
陽
光
発
電
所
１

カ
所
（
約
１
Ｍ
Ｗ
）
か
ら
発
電
さ
れ
た
電
力
等
を
、
町
内

約
35
カ
所
の
公
共
施
設
に
供
給
し
て
い
る
。
同
町
で
は
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等

の
活
用
を
通
じ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
更
な
る
進

展
を
検
討
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
：
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
策

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

　

環
境
省
で
は
、
先
述
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
内

容
を
踏
ま
え
、
現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

く「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
」の
策
定
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

地
域
に
お
け
る
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
も
資
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る
導
入
を

通
じ
た
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

に
加
え
、
域
内
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
関
す
る
先
進
的
か
つ
水
平
展
開
可
能
な
取
り
組
み

を
例
示
し
た
事
例
集
も
作
成
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
度

内
の
公
表
を
目
指
し
て
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
公
表

後
は
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
周
知
・
普
及
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
が
多
く
の
地
方
公
共
団
体
で
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

政
策
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

　

地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
取
り
組
み
は
、
域
内
の
事
業
者
、

住
民
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
計
画
・
戦
略
と
整

合
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
一
方
で
、
地
産
地

消
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
、
地
域
経
済
の
活

性
化
は
も
と
よ
り
、
防
災
・
減
災
機
能
の
強
化
等
の
様
々

な
効
用
を
地
域
に
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
考
え
方
は
、
地

方
公
共
団
体
や
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
も
未

だ
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
前
述
し
た

実
行
計
画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
の
際
に
は
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
上
位
計
画
・
戦
略
と
の
整
合
性
を
確
保
す

る
必
要
性
や
、
そ
う
し
た
計
画
・
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
地
方
公
共
団
体
の
事
例
紹

介
な
ど
に
よ
り
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
活
性
化
の
関

連
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
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お
お
さ
か
市
町
村
職
員
研
修
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
）
が
、

今
年
度
か
ら
実
施
し
た
特
別
研
修
「
政
策

形
成
実
践
研
修
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

最
初
に
マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
に
つ
い
て

紹
介
し
、
そ
の
後
、
本
研
修
の
特
徴
や
可

能
性
に
つ
い
て
、
研
修
概
要
と
共
に
説
明

す
る
。
最
後
に
本
研
修
を
実
施
し
、
筆
者

（
貝
塚
市
か
ら
の
派
遣
職
員
）
の
感
じ
た

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
強
み
と
今
後
期
待

す
る
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
と
は

　

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
は
、
大
阪
府
内
の

市
町
村
職
員
（
政
令
市
除
く
）
の
広
域
的

な
研
修
研
究
機
関
と
し
て
、
平
成
７
年
10

月
に
開
設
し
、
地
方
分
権
を
見
据
え
、
市

町
村
職
員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、

行
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修

研
究
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
「
マ
ッ
セ
」
は

"m
ake up sensibility"

（
感
性
を
育
て

る
）
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
造
語
で
、「
頑

張
り
ま
っ
せ
！
」
な
ど
の
大
阪
弁
で
も
あ

る
。

　

研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
職
員

の
資
質
の
向
上
及
び
勤
務
能
率
の
増
進
を

図
り
、
か
つ
行
政
の
民
主
的
か
つ
能
率
的

な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
能

力
向
上
研
修
」
や
「
専
門
実
務
研
修
」
な

ど
、
年
間
１
０
０
コ
ー
ス
程
度
の
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。

　

研
究
事
業
は
、
市
町
村
独
自
の
政
策
形

成
の
推
進
を
図
る
た
め
、
広
域
的
か
つ
将

来
的
な
課
題
や
政
策
に
つ
い
て
提
言
等
を

行
う
の
が
目
的
で
あ
る
。
学
識
経
験
者
の

助
言
・
指
導
を
求
め
な
が
ら
、
市
町
村
職

員
や
関
係
者
と
共
同
し
て
調
査
研
究
を
行

う
「
研
究
会
」
や
、
分
野
ご
と
の
喫
緊
の

課
題
に
つ
い
て
先
進
自
治
体
の
実
務
担
当

者
を
講
師
に
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
や
意
見
交

換
会
を
行
う
「
事
例
研
究
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

「
政
策
形
成
実
践
研
修
」
の

企
画
背
景

　

平
成
26
年
12
月
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
の
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
今
後
５
カ
年
の
政
策
目
標
・
施
策
と
な

る
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、各
自
治
体
は
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確

保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
地
域
課
題

を
把
握
・
検
討
し
、
そ
し
て
解
決
策
を
生

み
出
す
政
策
形
成
能
力
が
、
今
ま
で
以
上

に
必
要
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
は
職
員

か
ら
の
政
策
提
案
を
促
す
「
職
員
提
案
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
形

骸
化
し
、
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い
と
い

う
話
も
耳
に
す
る
。

　

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
で
は
既
に
「
政
策

形
成
研
修
」
を
実
施
し
て
い
た
が
、
前
述

の
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
実
践
的
に
政
策

形
成
を
学
べ
る
研
修
が
必
要
と
考
え
、
新

た
に
「
政
策
形
成
実
践
研
修
」
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
政
策
形
成
実
践
研
修
」
の

概
要
と
特
徴

　

本
研
修
は
８
日
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
研

修
で
、
大
阪
府
内
の
自
治
体
を
１
つ
選
定

し
、
そ
の
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
政
策
案
を
企
画
し
提
案
す
る
も
の
で
あ

る
。
研
修
生
は
自
分
た
ち
が
考
え
た
政
策

案
を
モ
デ
ル
自
治
体
に
採
用
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
標
に
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て

政
策
形
成
能
力
を
高
め
る
と
い
っ
た
、
広

域
的
な
研
修
所
で
は
あ
ま
り
見
な
い
珍
し

い
研
修
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
モ
デ
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ル
自
治
体
は
、
大
阪
府
南
部
に
位
置
す
る

「
岬
町
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　

担
当
講
師
は
（
一
財
）
地
域
開
発
研
究

所
の
上
席
主
任
研
究
員
で
あ
る
牧
瀬
稔
先

生
に
務
め
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
大
阪
府

内
自
治
体
よ
り
７
団
体
、
10
人
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
２
チ
ー
ム
に
分
け
活
動
を

行
っ
た
。

　

本
研
修
の
特
徴
は
大
き
く
２
点
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
研
修
生
が
実
際
に
モ
デ
ル

自
治
体
を
視
察
し
、
現
場
を
見
る
中
で
そ

の
地
域
の
課
題
を
調
査
・
検
討
す
る
点
で

あ
る
。
ま
た
政
策
案
が
あ
る
程
度
固
ま
っ

た
所
で
、
再
度
モ
デ
ル
自
治
体
へ
行
き
、

地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や
施
設
な

ど
の
視
察
を
行
い
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

政
策
案
を
生
み
出
す
。
さ
ら
に
モ
デ
ル
自

治
体
へ
の
視
察
だ
け
で
な
く
、
大
学
教
諭

と
の
意
見
交
換
や
民
間
資
源
を
活
用
す
る

際
の
交
渉
な
ど
も
研
修
生
自
ら
が
行
う
。

　

２
つ
目
は
、
各
チ
ー
ム
で
考
え
た
政
策

案
を
モ
デ
ル
自
治
体
の
首
長
は
じ
め
幹
部

職
員
の
前
で
発
表
し
、
質
疑
応
答
も
研
修

生
自
ら
が
行
う
点
で
あ
る
。
モ
デ
ル
自
治

体
に
は
、
実
効
性
が
あ
り
、
有
意
義
な
政

策
案
に
つ
い
て
は
次
年
度
も
し
く
は
将
来

的
に
政
策
と
し
て
実
行
し
て
い
た
だ
く
。

「
政
策
形
成
実
践
研
修
」
の
可
能
性

　

本
研
修
は
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た

が
、
モ
デ
ル
自
治
体
に
対
し
て
は
、
他
の

自
治
体
職
員
の
目
や
考
え
な
ど
が
入
る
、

つ
ま
り
「
ヨ
ソ
モ
ノ
」
視
点
か
ら
の
政
策

案
で
あ
る
た
め
、
多
角
的

に
地
域
課
題
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
再
発
見
や
再
確

認
に
つ
な
が
り
、
今
後
実

行
す
る
政
策
が
充
実
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
研
修
生

に
と
っ
て
は
、課
題
の
把
握・

検
討
、
そ
し
て
企
画
、
さ
ら
に
提
案
ま
で

政
策
を
組
み
立
て
る
一
連
の
流
れ
を
体
験

を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

他
の
自
治
体
職
員
と
協
力
し
、
政
策
案
を

作
り
上
げ
て
い
く
中
で
、
お
互
い
に
気
づ

き
を
与
え
あ
い
、
考
え
方
や
物
事
に
対
す

る
視
野
が
広
が
る
と
考
え
る
。場
合
に
よ
っ

て
は
各
研
修
生
の
所
属
自
治
体
で
、
の
ち

に
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
な
る
人
材
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
し
言
い
過
ぎ
な

部
分
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
そ
れ
ぐ
ら
い

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
る
。

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の

強
み
と
今
後
期
待
す
る
役
割

　

最
後
に
今
年
度
で
帰
任
す
る
筆
者
が
研

修
を
実
施
し
、
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い

と
思
う
。

　

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
強
み
は
、
他
の

自
治
体
職
員
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、

か
つ
自
治
体
単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
高

度
で
専
門
的
な
研
修
を
実
施
で
き
る
所
に

尽
き
る
。
特
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
け
れ

ば
広
い
ほ
ど
、
得
ら
れ
る
情
報
は
多
く
な

り
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
考
え
ら
れ
る

た
め
、
よ
り
良
い
事
業
や
政

策
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な

が
る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は

マ
ッ
セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
よ
う

な
広
域
的
な
研
修
所
に
し
か

な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
期
待
す
る
役
割
と
し

て
は
、
本
研
修
の
よ
う
に
マ
ッ

セ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
が
、
研
修
を

通
じ
て
積
極
的
に
自
治
体
と

い
う
現
場
に
入
り
、
地
域
活

性
化
の
一
助
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
い
う
役
割
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
少
し

変
わ
っ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
府
内
の
自

治
体
と
関
わ
り
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
期
待
し
て
い
る
。

政策提案プレゼンテーション

　※（岬町）……研修を岬町で実施

岬町長へ政策提言書の提出

地域づくり 特集編

第
１
回
7月28日
（木）

オ
リ
エ
ン

テ
―
シ
ョ
ン

【講義】
課題検討
作業内容整理

昼
休
み

【ワーク】
課題検討
作業内容整理

第
２
回
7月29日
（金）

【講義】（岬町）
田代町長より講話
岬町職員より岬町の概要説明

昼
休
み

【ワーク】（岬町）
フィールドワーク
（課題検討等）

第
３
回
8月8日
（月）

【ワーク】チーム会①
情報収集や分析

プレゼン資料作成準備

第
４
回

8月15日
（月）
8月16日
（火）

【ワーク】チーム会②
情報収集や分析

プレゼン資料作成準備

第
５
回
9月1日
（木）

【講義】
課題解決・事業の具体化
企画書作成

昼
休
み

【ワーク】
課題解決・事業の具体化

第
６
回
9月2日
（金）

【ワーク】チーム会③（岬町）
フィールドワーク

（課題解決・事業の具体化等）

第
７
回
9月21日
（水）

【講義】
プレゼンテーションとは

昼
休
み
チーム内発表

（
ア
ン
ケ
ー

ト
記
入
）

ふ
り
か
え
り

10月26日（水） 政策提案（プレゼンテーション）（岬町）
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